
側面図

L =7 0.6 00 m L= 160 .0 00m L =16 0. 000 m L= 50 .80 0m

全体補修一般図

平面図

S =1: 60 0

S =1: 60 0

3 4 35 3 6 3 7 3 8 3 9 4 0

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

全体補修一般図

S=1:600 1

3 4 3 5 3 6 3 7 3 8 3 9 4 0
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橋　長 441.4 m

支間長 70.6+160.0+160.0+50.8

有効幅員 7.0 m

型　式 4径間補剛吊桁（自碇式）

設計荷重 TL-20

横断勾配 2％放物線勾配

縦断勾配 6％　　～2％　　～4％

橋梁諸元

主構(上下弦材，
　　　斜材，垂直材)

パテ整形+再塗装

対傾構(上下弦材)
あて板補修

対傾構(斜材)
パテ整形+再塗装

上横構
あて板補修

下横構
ガセットプレート

縦桁・横桁
パテ整形+再塗装
あて板補修

補修箇所 補修工法
表　補修対策一覧

部材取替

補剛トラス断面 中央塔柱

▽ E L 　 1 8 60 0

S= 1: 200S=1 :5 0

：補修対象箇所を示す

<凡例>

施工延長L=3 4. 7m

　 補修対象範囲

34～40ブロックL=3 4. 7m
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南側側径間 南側主径間 北側主径間 北側側径間

橋長　L=44 1. 40 0m

中央主塔
南側主塔

7
0
0
0

端支間
端支間

端支間 端支間

南側主塔
中央主塔

北側主塔

中間支間
端支間

端支間 中間支間

伸縮装置 伸縮装置 伸縮装置 伸縮装置

中間支間
端支間

端支間 中間支間
端支間

端支間 中間支間
端支間

端支間 中間支間

5 00 1 4@ 495 0= 693 00 1 600 32 @49 50 =15 84 00 1 60 0 3 2@ 495 0= 158 400 1 600 10@ 49 50= 495 00 5 00

南側(起点側) 北側(終点側)

左側 右側
87 7 5

70 0 0

85 0 0

1 29 7 8

1 43 3 0

1 07 9 6

1
0
9
9
5

1
1
9
8
5

5
5
9
5

1
5
0
5

3
0
0
8
0

1 0 7 0 2 12 0 2 1 20 2 1 2 0 10 7 0

補剛構 中心間 隔　 8 5 0 0

3
2
0
3

吊 線ケー ブル中 心間　 85 0 0

7 0 005 25 5 2 5

8 0 50



記 号 塗装 系

F -1 1

J

J

F - 1 1

接触部 (無 機ジン クリ ッ チ ペ イ ン ト )ま た は ,接 触 部 (高 摩擦 有 機ジ ン クペ イ ント )

現場添 接部 (外面 　ナ ッ ト 部 ) - 現 場 添接 部 (外 面 　 添 接 板 )

注 記

上弦材-下弦材

上弦材

S M40 0部

下弦材

SM4 00部

2 4 -ワ ンサ イド ボ ルト  M U TF 2 4- 2 5  ( S C M4 4 0 )( 平均 ）

1 - PL  32 0 x9 x 10 0 0

素 地調整範 囲は ,新 設部 材接 触 板 + 3 0 m mの 範囲 を 標準 と する .

補強 範 囲  = 腐食 範 囲  +  2  x  0 . 2 25
         = 腐 食範 囲  + 0 . 45 0 m 　と する 。  

補強 範 囲

1- P L 3 20 x 9 x1 0 00

24 - ワンサ イドボル ト  MU T F 24 - 25  ( SC M 4 40 ) (平 均）
補 強範囲  =  腐食範囲  +  2  x  0 .2 2 5
         =  腐 食範囲  +  0. 4 5 0m 　と する。  

補 強範 囲

H .T部 H. T部

2 4 -ワ ンサ イド ボ ルト  M U TF 2 4- 2 5  ( S C M4 4 0 )( 平均 ）

1 - PL  32 0 x9 x 10 0 0( S M 49 0 A)

補強 範 囲  = 腐食 範 囲  +  2  x  0 . 2 25
         = 腐 食範 囲  + 0 . 45 0 m 　と する 。  

補強 範 囲

1- P L 3 20 x 9 x1 0 00 ( SM 4 90 A )

24 - ワンサ イドボル ト  MU T F 24 - 25  ( SC M 4 40 ) (平 均）
補 強範囲  =  腐食範囲  +  2  x  0 .2 2 5
         =  腐 食範囲  +  0. 4 5 0m 　と する。  

補 強範 囲

A - A

B - B

C - C

D - D

A

A

D

D

C

C

B

B

1) 特 記 なき 材 料は 全 て S S4 0 0 と する 。
2) 現 場 寸法 計 測の 上 、製 作 及び 施 工を 行 うこ と 。

主構補強詳細図(その1) S=1: 10

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

主構補修詳細図(その1)上弦材・下弦材

S=1:10 2

左主径間

左側径間

右主径間
右側径間

配置図

塗装要領図

下 弦材  [ 1 ] 補修 数量　 1m 当り

　 鋼材数量     39  k g

　 ボルト 数量   24  本

　素 地調整  　 　　 0 . 38 2  m2

　孔 明工             2 4 ヶ

　不 陸調整材      1 . 0 88  k g

　現 場塗装工      0 . 3 82  m 2

上 弦材  [ 1 ]  補修 数量 　 1 m 当 り

　 鋼材 数 量     3 9  k g

　 ボル ト 数量   2 4  本

　素地 調 整  　 　　 0. 3 8 2 m 2

　孔明 工             2 4  ヶ

　不陸 調 整材      1 .0 8 8  k g

　現場 塗 装工      0 .3 8 2  m 2

下 弦材  [ 1 ] 補修 数量　 1m 当り

　 鋼材数量     39  k g

　 ボルト 数量   24  本

　素 地調整  　 　　 0 . 38 2  m2

　孔 明工             2 4 ヶ

　不 陸調整材      1 . 0 88  k g

　現 場塗装工      0 . 3 82  m 2

上 弦材  [ 1 ]  補修 数量 　 1 m 当 り

　 鋼材 数 量     3 9  k g

　 ボル ト 数量   2 4  本

　素地 調 整  　 　　 0. 3 8 2 m 2

　孔明 工             2 4  ヶ

　不陸 調 整材      1 .0 8 8  k g

　現場 塗 装工      0 .3 8 2  m 2
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5
3
5
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5

3
6
0

4
0

1
2
0

1
2
0

4
0

4 08 51 0 0最 大 ボルト 間隔  ≦  2 1 0 m m1 0 040 8 5

2
0

2
0

3
2
0

3
6
0

4
0

1
2
0

1
2
0

4
0

エ ポキシ 樹脂  t =2 m m

4 0 8 5 1 00 最大ボ ルト間隔  ≦  2 1 0  mm 10 0 8 5 4 0

4
0

1
2
0

1
2
0

4
0

3
2
0

2
0

2
0

3
6
0

5
5

1
2
0

1
2
0

5
5

2
0

2
0

3
6
0

5
3
5
0

5

3
6
0

4
0

1
2
0

1
2
0

4
0

4 08 51 0 0最 大 ボルト 間隔  ≦  2 1 0 m m1 0 040 8 5

2
0

2
0

3
2
0

3
6
0

4
0

1
2
0

1
2
0

4
0

4 0 8 5 1 00 最大ボ ルト間隔  ≦  2 1 0  mm 10 0 8 5 4 0

4
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2
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1
2
0

4
0

3
2
0

2
0

2
0

3
6
0

5
5

1
2
0

1
2
0

5
5

9

9

9

9

ワン サイ ド ボ ルト 　 M 24

エ ポキシ 樹脂  t =2 m m

ワン サイ ド ボ ルト 　 M 24

エポキ シ樹脂  t = 2 mm

ワン サイド ボルト 　 M 24

エポキ シ樹脂  t = 2 mm

ワン サイド ボルト 　 M 24

S M 40 0 部 H . T部 S M 4 00 部

SM 4 00 部 H . T部 S M 40 0 部

S M 40 0 部 H .T 部 S M4 0 0 部

SM 4 0 0部 H . T部 S M4 0 0 部

S M4 0 0 部 H. T 部 S M4 0 0 部

S M4 0 0 部S M 4 00 部

S M 40 0 部

素地 調整 範 囲
3 0

3
6
0

エ ポキシ 樹脂



記 号 塗装 系

F -1 1

J

J

F- 1 1

接触 部 (無機ジ ンクリ ッチペ イント )ま たは ,接 触 部 (高 摩 擦 有 機 ジ ン ク ペ イ ント )

現場 添接部 (外 面　ナ ット部 )- 現場 添接部 (外面 　添 接 板 )

D1～D3,D12～D14,D15～D17,D44～D46,D47～D49,D76～D78,D79～D81,D86～D88

B

B

D4～D11,D18～D43,D50～D75,D82～D85

補修 数量　 1m 当 り

　鋼材 数量     2 9  k g

　ボル ト数量    8  本

　 素地調整  　 　　 0 . 41 3  m 2

　孔 明工              8 ヶ

　不 陸調整 材      1 . 1 22  m 2

　現 場塗装 工      0 . 4 67  m 2

2 -L  10 0 x 75 x 10 x 10 0 0

8 -T C B M 2 0x 6 0 ( S1 0 T)

素地調 整範囲 は ,新設部 材接触 板 + 3 0m m の範 囲 を標 準 とす る .

注記

1 ) 特記な き材料は 全 て S S 4 00 と する 。
2 ) 　　印は トルシ ア 型高 力 ボル ト M2 0 ( S 10 T ) を 示す 。

3 ) 新規製 作部材 の高 力ボ ル ト孔 は 、φ 22 . 5 とす る 。
4 ) 既設部 材の高力 ボ ルト 孔 （現 場 施工 )は 、φ 2 4 . 5
  とする 。

5 ) 現場寸 法計測 の上 、 製作 及 び施 工 を 行 う こ と 。
B  
-  

B

※
平

均
値

：
1
8 0

1
0
C

補
強

範
囲
 
= 

腐
食

範
囲
 
+  

2  
x
 0

. 1
0
0

  
 
  

  
 
 =

 腐
食
範

囲
 
+
 0

. 2
0
0m

　
と
す

る
。
 

補
強
範

囲

補
強

範
囲
 
=  

腐
食
範

囲
 +

 
2 

x
 0

.1
2
5

  
 
  

  
 
 =

 腐
食
範

囲
 
+ 

0
.2

50
m
　
と
す
る

。
 

補
強

範
囲

A

A

補修 数 量　 1 m 当 り

　鋼 材数 量     4 1 k g

　ボ ル ト数量    8  本

　 素 地調整  　 　　 0 . 45 1  m2

　 孔 明工              8 ヶ

　 不 陸調整 材      1 . 2 41  kg

　 現 場塗装 工      0 . 5 20  m2

2 - L 1 25 x 7 5x 1 3x 1 00 0

8 - TC B  M 2 0 x6 0  ( S 10 T )
※

平
均

値
：
21

5

1
0
CA  
-  

A

B

2 4 0D 1

D 2 2 2 0

2 2 0D 3

D 4 2 0 0

1 8 0D 5

D 6 1 8 0

1 6 0D 7

D 8 1 6 0

1 8 0D 9

D1 0 1 8 0

D1 1 2 0 0

2 2 0D1 2

D1 3 2 2 0

2 4 0D1 4

D1 5 2 2 0

2 0 0D1 6

D1 7 1 9 0

1 8 0D1 8

D1 9 1 7 0

B

1 60D 2 1

D 2 2 1 60

1 60D 2 3

D 2 4 1 70

1 70D 2 5

D 2 6 1 70

1 70D 2 7

D 2 8 1 80

1 80D 2 9

D 3 0 1 80

D 3 1 1 80

1 80D 3 2

D 3 3 1 80

1 70D 3 4

D 3 5 1 70

1 70D 3 6

D 3 7 1 70

1 60D 3 8

D 3 9 1 60

B

1 7 0D 41

D 42 1 7 0

1 8 0D 43

D 44 1 9 0

2 0 0D 45

D 46 2 2 0

2 2 0D 47

D 48 2 0 0

1 9 0D 49

D 50 1 8 0

D 51 1 7 0

1 7 0D 52

D 53 1 6 0

1 6 0D 54

D 55 1 6 0

1 7 0D 56

D 57 1 7 0

1 7 0D 58

D 59 1 7 0

B

1 80D 6 1

D 6 2 1 80

1 80D 6 3

D 6 4 1 80

1 80D 6 5

D 6 6 1 70

1 70D 6 7

D 6 8 1 70

1 70D 6 9

D 7 0 1 60

D 7 1 1 60

1 60D 7 2

D 7 3 1 70

1 70D 7 4

D 7 5 1 80

1 90D 7 6

D 7 7 2 00

2 20D 7 8

D 7 9 2 20

B

19 0D 81

D 82 18 0

16 0D 83

D 84 16 0

18 0D 85

D 86 19 0

22 0D 87

D 88 22 0

1 7 0 1 60 1 8 0D2 0 D 4 0 D 60 D 8 0 2 20

フランジ幅寸法表

斜材

主構補強詳細図(その2) S=1: 10

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

主構補修詳細図(その2)斜材

S=1:10 3

左主径間

左側径間

右主径間
右側径間

配置図

塗装要領図
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D 1 D2 D 3 D 4 D 5 D6 D 7 D 8 D 9 D1 0 D 11 D 1 2 D 1 3 D1 4

D 1 5 D 1 6 D1 7 D 18 D 1 9 D 2 0 D2 1 D 22 D 2 3 D 2 4 D2 5 D2 6 D 27 D 2 8 D 2 9 D3 0 D 31 D 3 2 D 3 3 D3 4 D 35 D 3 6 D 3 7 D3 8 D 39 D 4 0 D 4 1 D 4 2 D4 3 D 44 D 4 5 D 4 6

D 4 7 D4 8 D 49 D 5 0 D 5 1 D5 2 D 53 D 5 4 D 5 5 D5 6 D 57 D 5 8 D 5 9 D 6 0 D6 1 D 62 D 6 3 D 6 4 D6 5 D 66 D 6 7 D 6 8 D6 9 D 70 D 7 1 D 7 2 D7 3 D7 4 D 75 D 7 6 D 7 7 D7 8 D7 9 D 80 D 8 1 D 8 2 D8 3 D 84 D 8 5 D 8 6 D 8 7 D8 8

素 地調整 範囲
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3
0

3 0



記号 塗 装系

F- 1 1

J

J

F - 11

接 触部 (無機 ジンク リッチ ペイン ト )または ,接触部 (高 摩 擦有 機 ジン ク ペイ ン ト )

現 場添接 部 (外面　 ナット 部 ) - 現場添 接部 (外面 　添接 板 )

注記

1 ) 特記なき 材料は 全て S S 4 00 とす る。
2 ) 　　印は トルシ ア型 高力 ボ ルト M2 2 ( S 10 T ) を示 す。

3 ) 新規製 作部材の 高力 ボ ルト 孔 は、 φ 24 . 5 と する 。
4 ) 既設部 材の高力 ボル ト 孔（ 現 場施 工 )は 、 φ 2 6 . 5

  とする 。
5 ) 現場寸 法計測 の 上、 製 作及 び 施工 を 行う こ と。

1
0 C

A  -  A

素 地調整 範囲は ,新 設部材 接触板 +3 0 m m の範囲 を標準と する .

側面図

AA

補
強

範
囲

 
=
 
腐

食
範

囲
 
+
 
2
 
x
 
0
.
0
9
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
=
 
腐

食
範

囲
 
+
 
0
.
1
8
0
m
　

と
す

る
。

 

補
強

範
囲

主構補強詳細図(その3) S=1: 10

垂直材

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

主構補修詳細図(その3)垂直材

S=1:10 4

左主径間

左側径間

右主径間
右側径間

配置図

塗装要領図

補修 数 量　 1 m 当 り

　鋼 材 数量     3 1  k g

　ボ ル ト数量    8  本

　 素地 調 整  　　 　 0 . 4 45  m 2

　 孔明 工              8  ヶ

　 不陸 調整 材      1. 2 2 4 k g

　 現場 塗装 工      0. 4 8 5 m 2

2 -L  90 x 90 x 10 x 1 00 0

8 -T C B M 22 x 65  ( S1 0 T)
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S 4 7 S4 8 S 49 S 5 0 S 5 1 S5 2 S 53 S 5 4 S 5 5 S5 6 S 57 S 5 8 S 5 9 S 6 0 S6 1 S 62 S 6 3 S 6 4 S6 5 S 66 S 6 7 S 6 8 S6 9 S 70 S 7 1 S 7 2 S7 3 S7 4 S 75 S 7 6 S 7 7 S7 8 S7 9 S 80 S 8 1 S 8 2 S8 3 S 84 S 8 5 S 8 6 S 8 7 S8 8

素地調 整範囲

エ ポキ シ樹脂

3
0

3 0



記 号 塗装 系

F- 1 1

J

J

F - 11

接 触部 (無 機ジンク リッチ ペイ ン ト )ま た は ,接 触部 (高 摩擦 有 機ジ ン クペ イ ント )

現 場添接 部 (外面　 ナット 部 ) - 現 場添 接 部 (外 面 　添 接 板 )

対傾構補修詳細図(その1) S =1: 20

(対傾構上弦材)

素地 調整範 囲は ,新設 部材接 触板 + 3 0 mm の 範囲を標 準とす る .

注 記

1 )特 記 なき 材 料は 全 て S S 40 0 と す る 。
2 )新 規 製作 部 材の 高 力ボ ル ト孔 は 、φ 2 2 . 5 とす る 。
3 )既 設 部材 の 高力 ボ ルト 孔 （現 場 施工 )は、 φ 2 4 .5

  と す る。
4 )現 場 寸法 計 測の 上 、製 作 及び 施 工を 行 うこ と 。

A - A

標準部 S=1:10

A

A B

B

C

C

B - B

C - C

下 記条 件 の最 大 値と する 。
1 ) 桁高 (m ) の 2 倍に 1m を加 えた 値 以上 と する。
  ∴  0. 2 00  x  2  + 1 .0 0 0 =  1. 4 00 m

2 ) 腐食範 囲  + 2  x  0 .0 7 5
  ∴  腐食 範 囲  + 0 . 15 0 m

最 小補 強 範囲

下 記 条 件の最 大値と する。
1 ) 桁高 (m ) の 2 倍に 1m を加 えた値 以上と する。
  ∴  0. 2 00  x  2  + 1 .0 0 0  =  1. 4 00 m

2 ) 腐食範 囲  + 2  x  0 .0 7 5
  ∴  腐食範 囲  + 0 . 15 0 m

最 小補 強範囲

下 記条件 の最 大値と する。
1 ) 桁高 (m ) の 2 倍に 1m を加 えた値 以上と する。
  ∴  0. 2 00  x  2  + 1 .0 0 0 =  1. 4 00 m

2 ) 腐食範 囲  + 2  x  0 .0 7 5
  ∴  腐食範 囲  + 0 . 15 0 m

最 小補 強範囲

F - F

支点部 S=1:10

最 大ボルト 間隔  ≦  1 0 5 m m最大 ボ ル ト間 隔  ≦  10 5  mm 最大 ボル ト 間隔  ≦  1 0 5  m m最大 ボ ルト 間 隔  ≦  1 05  m m 最 大ボル ト間隔  ≦  1 0 5  m m最大 ボルト間 隔  ≦  1 05  m m

' a '部詳細図 S=1:5 ' b'部詳細図 S=1:10

F F

' d '部詳細図 S=1:5

' c '部詳細図 S=1:5

塗装要領図

断面図

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

対傾構補修詳細図(その1)上弦材

S=1:20 5

対 傾構上 弦材  [ 1 ] 補修 数量　 1m 当 り

　 鋼材数 量     24  k g

　 ボルト 数量   1 0 本

　 素地調整  　 　　 0 . 3 92  m 2

　 孔明工             1 0 ヶ

　 不陸調整 材      1 . 0 54  m 2

　 現場塗装 工      0 . 4 32  m 2

対 傾構 上 弦材  [ 2 ] 補修 数 量　 1m 当 り 対 傾構上 弦材  [ 3]  補修 数量　 1m 当り

　 鋼材 数 量     2 4 k g

　 ボル ト 数量   1 0 本

　 素地 調整  　 　 　 0 . 3 92  m 2

　 孔明 工             1 0 ヶ

　 不陸 調整 材      1. 0 54  m 2

　 現場 塗装 工      0. 4 32  m 2

　 鋼材数量     47  k g

　 ボルト数 量   20  本

　素 地調整  　 　　 0 . 72 9  m2

　孔 明工             2 0 ヶ

　不 陸調整材      2 . 1 08  m 2

　現 場塗装工      0 . 8 09  m 2

2 -L  75 x 7 5x 9 x1 0 00

1 0- T CB  M 20 x 60 ( S1 0 T)

2 -L  75 x 7 5x 9 x1 0 00

1 0- T CB  M 20 x 60 ( S1 0 T)

4 -L  75 x 7 5x 9 x1 0 00

2 0- T CB  M 20 x 60 ( S1 0 T)

対 傾構上 弦材  [ 4 ] 補修 数 量　 1m 当り

　 鋼材数量     24  k g

　 ボルト 数量   1 0 本

　素地 調 整  　　 　 0. 3 9 2 m 2

　孔明 工             1 0  ヶ

　不陸 調 整材      1 .0 5 4  m 2

　現場 塗 装工      0 .4 3 2  m 2

2- L  75 x 75 x 9x 1 00 0

10 - T CB  M2 0 x6 0 (S 1 0 T)

対 傾構 上 弦材  [ 5 ] 補 修数量　 1 m当 り

　 鋼材 数 量     2 4 k g

　 ボル ト 数量   1 0 本

　素地 調整  　　 　 0 .3 9 2  m 2

　孔明 工             10  ヶ

　不陸 調整材      1 . 05 4  m 2

　現場 塗装工      0 . 43 2  m 2

2 -L  7 5x 7 5x 9 x1 0 00

1 0- T C B M 20 x 60 ( S1 0 T )

対 傾構上 弦材  [ 6 ] 補修 数量　 1m 当 り

4 -L  75 x 7 5x 9 x1 0 00

2 0- T CB  M 20 x 60 ( S1 0 T)

　 鋼材数 量     4 7 k g

　 ボルト 数量   2 0 本

　 素地調整  　 　　 0 . 7 29  m 2

　 孔明工             2 0 ヶ

　 不陸調整 材      2. 1 08  m 2

　 現場塗装 工      0. 8 09  m 2
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L  75 x 75 x 9

L  7 5 x7 5 x 9

L  75 x 75 x 9

L  7 5 x7 5 x 9

エポキ シ 樹脂  t = 2m m

エポキ シ樹脂  t = 2m m エポキ シ樹脂  t = 2m m

エポキ シ樹脂  t = 2m m

16 0 1 6 0

1 60

4
5

' a '

3
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4
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3
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4
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1
8
4

4 0 最 大ボ ル ト間 隔  ≦  10 5  m m 4 0 最大ボ ルト間 隔  ≦  10 5  m m40 4 0最大 ボルト間 隔  ≦  10 5  m m40 4 0

4 0 80 3 20

4 0404 0

1 031 08 0

φ 4 0孔φ 4 0 孔

3
3
.
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1
.
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7 07 0 1 0 0
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7
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L  7 5x 7 5 x9

L 7 5x 7 5 x9L 7 5 x7 5 x9
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' d'

1 0 0

8
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1 02 9 0

L  7 5 x7 5 x 9 L 7 5 x7 5 x9

' c '

3 208 0

9 0 9 01 0 1 0

' b'

3 2 08 0

9 0 9 010 1 0

エポ キシ樹 脂  t= 2 m m エポ キシ 樹 脂  t= 2 m m

3 2 08 0

9 0 9 01 0 1 0
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記 号 塗装 系

F- 1 1

J

J

F - 11

接 触部 (無 機ジンク リッチ ペイ ン ト )ま た は ,接 触部 (高 摩擦 有 機ジ ン クペ イ ント )

現 場添接 部 (外面　 ナット 部 ) - 現 場添 接 部 (外 面 　添 接 板 )

対傾構補修詳細図(その2) S =1: 20

(対傾構下弦材)

素地 調整範 囲は ,新設 部材接 触板 + 3 0 mm の 範囲を標 準とす る .

A - A

標準部 S=1:10

B - B C - C

下 記条 件 の最 大 値と する 。
1 ) 桁高 (m ) の 2 倍に 1m を加 えた 値 以上 と する。
  ∴  0. 2 00  x  2  + 1 .0 0 0 =  1. 4 00 m

2 ) 腐食範 囲  + 2  x  0 .0 7 5
  ∴  腐食 範 囲  + 0 . 15 0 m

最 小補 強 範囲

下 記 条 件の最 大値と する。
1 ) 桁高 (m ) の 2 倍に 1m を加 えた値 以上と する。
  ∴  0. 2 00  x  2  + 1 .0 0 0  =  1. 4 00 m

2 ) 腐食範 囲  + 2  x  0 .0 7 5
  ∴  腐食範 囲  + 0 . 15 0 m

最 小補 強範囲

下 記条件 の最 大値と する。
1 ) 桁高 (m ) の 2 倍に 1m を加 えた値 以上と する。
  ∴  0. 2 00  x  2  + 1 .0 0 0 =  1. 4 00 m

2 ) 腐食範 囲  + 2  x  0 .0 7 5
  ∴  腐食範 囲  + 0 . 15 0 m

最 小補 強範囲

支点部 S=1:10

最大ボ ルト間 隔  ≦  10 5  mm最 大ボ ル ト間隔  ≦  1 0 5 m m 最 大 ボル ト間 隔  ≦  1 05  m m最大 ボル ト 間隔  ≦  1 0 5  m m 最大 ボルト間 隔  ≦  10 5  m m最 大ボル ト間隔  ≦  1 0 5  m m

A

A B

B

C

C

注 記

1 )特 記 なき 材 料は 全 て S S 40 0 と す る 。
2 )新 規 製作 部 材の 高 力ボ ル ト孔 は 、φ 2 2 . 5 とす る 。
3 )既 設 部材 の 高力 ボ ルト 孔 （現 場 施工 )は、 φ 2 4 .5

  と す る。
4 )現 場 寸法 計 測の 上 、製 作 及び 施 工を 行 うこ と 。

' a'部詳細図 S=1:5 ' b'部詳細図 S=1:5

塗装要領図

断面図

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

対傾構補修詳細図(その2)下弦材

S=1:20 6

対 傾構下 弦材  [ 1 ] 補修 数量　 1m 当 り

　 鋼材数 量     24  k g

　 ボルト 数量   1 0 本

　 素地調整  　 　　 0 . 3 92  m 2

　 孔明工             1 0 ヶ

　 不陸調整 材      1 . 0 54  m 2

　 現場塗装 工      0 . 4 32  m 2

対 傾構 下 弦材  [ 2 ] 補修 数 量　 1m 当 り 対 傾構下 弦材  [ 3]  補修 数量　 1m 当り

　 鋼材 数 量     2 4 k g

　 ボル ト 数量   1 0 本

　 素地 調整  　 　 　 0 . 3 92  m 2

　 孔明 工             1 0 ヶ

　 不陸 調整 材      1. 0 54  m 2

　 現場 塗装 工      0. 4 32  m 2

　 鋼材数量     47  k g

　 ボルト数 量   20  本

　素 地調整  　 　　 0 . 72 9  m2

　孔 明工             2 0 ヶ

　不 陸調整材      2 . 1 08  m 2

　現 場塗装工      0 . 8 09  m 2

対 傾構下 弦材  [ 4 ] 補修 数量 　 1m 当 り

　 鋼材数 量     2 4 k g

　 ボルト 数量   1 0 本

　素 地 調整  　 　 　 0 .3 9 2  m 2

　孔 明 工             1 0  ヶ

　不 陸 調整 材      1 .0 5 4  m 2

　現 場 塗装 工      0 .4 3 2  m 2

1 0- T CB  M2 0 x6 0 ( S1 0 T)

2 -L  75 x 75 x 9x 1 0 00 2 - L 7 5x 7 5x 9 x1 0 0 0

1 0 -T C B M 20 x 60 ( S1 0 T )

対傾 構 下弦 材  [ 5 ]  補 修数量 　 1 m当 り

　素 地調整  　　 　 0 .3 9 2  m 2

　ボ ル ト数 量   1 0  本

　鋼 材数 量     2 4 k g

　孔明 工             10  ヶ

　現場 塗装工      0 . 43 2  m2

　不陸 調整材      1 . 05 4  m2

4 -L  7 5x 7 5x 9 x1 0 00

2 0- T C B M 20 x 60 ( S1 0 T )

　ボルト 数量   2 0 本

　鋼材数 量     4 7 k g

対傾構下 弦材  [ 6 ] 補 修数量　 1 m当 り

　素地 調整  　　 　 0 .7 2 9  m 2

　孔明 工             20  ヶ

　不陸 調整材      2 . 10 8  m 2

　現場 塗装工      0 . 80 9  m 2

2 -L  75 x 7 5x 9 x1 0 00

1 0- T CB  M 20 x 60 ( S1 0 T)

2 -L  75 x 7 5x 9 x1 0 00

1 0- T CB  M 20 x 60 ( S1 0 T)

4 -L  75 x 7 5x 9 x1 0 00

2 0- T CB  M 20 x 60 ( S1 0 T)
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L - 7 5x 7 5x 9 L- 7 5 x7 5 x9

L -7 5 x 75 x 9 L- 7 5 x7 5 x9

1 6 0 16 0 16 0

'a '

9 0 9 01 0 1 0 9 0 9 01 0 1 0

エポキシ 樹脂  t = 2m m エポキ シ 樹脂  t = 2 mm

9 0 9 01 0 1 0

エポキシ 樹脂  t = 2m m

エポキ シ 樹脂  t = 2m m

エポキ シ樹脂  t = 2m m エポキ シ樹脂  t = 2m m

エポキ シ樹脂  t = 2m m
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ト ル シア型 高力ボ ルト ( M 2 0)

エポキ シ樹脂  t = 2 mm

C 1 0
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記号 塗 装系

F - 1 1

J

J

F -1 1

接触 部 (無機 ジンク リッチ ペ イン ト )また は ,接 触 部 (高 摩 擦有 機 ジン ク ペイ ン ト )

現場 添接部 (外面　 ナット 部 ) -現 場 添 接 部 (外面 　 添接 板 )

対傾構補修詳細図(その3) S =1: 20

(対傾構斜材)

注 記

1 )特 記 なき 材 料は 全 て S S 40 0 と す る 。
2 )　 　 印は ト ルシ ア 型高 力 ボル ト M 2 2 ( S1 0 T )を 示す 。
3 )新 規 製作 部 材の 高 力ボ ル ト孔 は 、φ 2 4 . 5 とす る 。

4 )既 設 部材 の 高力 ボ ルト 孔 （現 場 施工 )は、 φ 2 6 .5
  と す る。

5 )現 場 寸法 計 測の 上 、製 作 及び 施 工を 行 うこ と 。

素 地調整 範囲は ,新 設部材 接触板 + 3 0 m mの 範囲を 標準と する .

塗装要領図
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工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

対傾構補修詳細図(その3)斜材

S=1:20 7

対傾構斜 材  [ 1]

補修数 量　 1本当 り

　鋼材数 量     9 8 k g

　ボルト 数量   4 4 本

　リベッ ト取外 し工   4 4 本

　素地調 整  　　　 0. 5 1 9 m 2

　孔明工             2 6  ヶ

　不陸調 整材      1. 2 1 2 k g

　現場塗 装工      1. 2 9 3 m 2

対 傾構斜 材  [2 ] 対傾 構斜材  [ 3 ] 対傾構 斜材  [ 4 ]

補修数 量　 1本 当り

　鋼材数 量     9 8 k g

　ボル ト数量   3 4  本

　リベ ット取 外し工   3 4  本

　素地 調整  　　　 0. 5 2 4 m 2

　孔明工             2 2  ヶ

　不陸調 整材      0 .4 6 4  k g

　現場塗 装工      0 .8 2 0  m 2

補修 数量 　 1本当り

　鋼 材数量     4 6  kg

　ボ ルト数 量   2 2  本

　リ ベット 取外し 工   2 2  本

　素 地調整  　 　　 0 . 36 2  m2

　孔 明工             1 6 ヶ

　不 陸調整材      0 . 3 11  kg

　現 場塗装工      0 . 5 35  m2

補 修数量 　 1本当 り

　 鋼材数量     41  k g

　 ボルト 数量   22  本

　 リベッ ト取外し 工   22  本

　 素地調整  　 　　 0 . 3 62  m 2

　 孔明工             1 6 ヶ

　 不陸調整 材      0. 3 11  k g

　 現場塗装 工      0. 5 35  m 2

対傾 構斜材  [ 5 ]

補修 数量　 1本当り

　鋼 材数量     8 9  kg

　ボ ルト数 量   3 0  本

　リ ベット 取外し 工   3 0  本

　素 地調整  　 　　 0 . 44 3  m2

　孔 明工             18  ヶ

　不 陸調整材      0 . 38 8  kg

　現 場塗装工      0 . 71 9  m2

対 傾構斜 材連結板  [6 ]

補 修数量 　 1箇所 当り

　 鋼材数量     30  k g

　 ボルト 数量   22  本

　 素地調整  　 　　 0 . 3 09  m 2

　 孔明工             2 2 ヶ

　 不陸調整 材      0. 4 64  k g

　 現場塗装 工      0. 4 20  m 2

対傾 構斜材 連結板  [ 7 ]

補修 数量　 1箇所当 り

　鋼 材数量     2 4  kg

　ボ ルト数 量   1 8  本

　素 地調整  　 　　 0 . 26 4  m2

　孔 明工             1 8 ヶ

　不 陸調整材      0 . 3 88  kg

　現 場塗装工      0 . 3 55  m2

　工場塗 装工      1. 5 6 4 m 2 　 工場塗装 工      0. 5 60  m 2 　工 場塗装工      0 . 7 22  m2 　工場塗 装工      1 .7 8 3  m 2

　工 場塗装工      1 . 62 0  m2

対傾構 斜材  [ 3 ']

補修 数量　 1本 当り

　鋼材 数量     4 4  k g

　ボル ト数量   1 8  本

　リベ ット取 外し工   1 8  本

　素地 調整  　　 　 0 .2 8 1  m 2

　孔明 工             12  ヶ

　不陸 調整材      0 . 23 5  kg

　現場 塗装工      0 . 43 4  m2

　工場 塗装工      0 . 76 7  m2

　 リベッ ト取外し 工   22  本 　リベ ット取外 し工   1 8  本

　工 場塗装 工      0 . 2 52  m 2 　 工場塗装 工      0 . 2 07  m 2

[1]

[2]

[3]

[3]

[4] [3'] [5]

[3']

[4] [3]

[3]
[2]

[1]

[6] [7] [6]
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記号 塗 装 系

F- 1 1

J

J

F -1 1

接 触部 (無機 ジンク リッチ ペイ ン ト )ま た は ,接 触部 (高 摩擦 有 機ジ ン クペ イ ント )

現 場添接 部 (外面　 ナット 部 ) -現 場 添接 部 (外 面 　添 接 板 )

S =1: 20

対傾構 ガセット部

対傾構補修詳細図(その4)

素 地調整範 囲は ,新 設部材接 触板 + 3 0 m mの 範囲を 標準と する .

対傾構下弦材 ガセット部

D - D S = 1: 1 0

A - A S = 1: 1 0

H - H S= 1 :1 0

D

DD

D

G

G

G - G

C - C

B - B

F - F

E - E

注 記

1 )特 記 なき 材 料は 全 て S S 40 0 と す る 。
2 )新 規 製作 部 材の 高 力ボ ル ト孔 は 、
　 M 2 0の 高力 ボ ルト の 場合 は 、φ 2 2 . 5と す る。

　 M 2 2の 高力 ボ ルト の 場合 は 、φ 2 4 . 5と す る。
3 )既 設 部材 の 高力 ボ ルト 孔 （現 場 施工 )は 、

　 M 2 0の 高力 ボ ルト の 場合 は 、φ 2 4 . 5と す る。
　 M 2 2の 高力 ボ ルト の 場合 は 、φ 2 6 . 5と す る。
4 )現 場 寸法 計 測の 上 、製 作 及び 施 工を 行 うこ と 。

(6) 45°

3

(6) 45°

3

(6) 45°

3

塗装要領図

対傾構垂直材 ガセット部

グ ライン ダー 加工

グ ライ ンダー 加工

対傾構上弦材 ガセット部

A

A

グ ライ ンダー 加工

HH

グ ラ イン ダ ー加 工

A

A

グ ラ イン ダ ー加 工

B B CC

EE FF

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

対傾構補修詳細図(その4)ガセット部

S=1:20 8

= 2 58 =2 1 6

= 3 20 = 26 1

= 25 8 =2 1 6

= 32 0 =2 6 1

1 - P L 3 18 × 9 × 7 3 2 対傾構垂 直材部 [ 1]  補修 数量　 1箇 所当り

1 - P L 3 17 x 10 x 15 5 1

1 - P L 1 80 x 10 x 15 5 1

1 6 - TC B  M 2 2x 7 0( S 1 0T )

対 傾構 下 弦 材部 [1 ]  補修数 量　 1箇所 当り

1 - P L 3 18 x 9x 7 32

1 - P L 1 60 × 9 × 7 3 2

対 傾構 上 弦 材部 [1 ]  補修数 量　 1箇所 当り

　 鋼材 数量             3 9  k g

　 ボル ト数 量           2 8  本

　 ガス 切断 延長       0. 7 3 2 m

　 グラ イ ン ダー延 長   0 . 7 32  m

1 -P L  4 2 7x 9 x8 2 9

対 傾構 下 弦材 部 [ 2 ] 補 修 数量　 1箇 所当り

1 -P L  4 2 7x 9 x8 2 9

1 -P L  1 6 0x 9 x8 2 9

　鋼材数量             9 3  kg

　ボルト 数量           6 6  本

　グライ ンダー延 長   1. 5 5 1 m

　ガス切 断延長       1 .5 5 1 m

　現 場塗装工      1 . 2 57  m 2

　不 陸調整材      1 . 4 79  k g

　孔 明工             6 6 ヶ

　素 地調整  　 　　 0 . 92 3  m2

　 鋼材 数量             3 9  k g

　 ボル ト数 量           2 8  本

　素 地調整  　　 　 0 . 43 2  m2

　孔 明工             28  ヶ

　不 陸調整材      0 . 67 1  kg

　現 場塗装工      0 . 57 4  m2

　 ガス 切断 延長       0. 7 3 2 m

　 グラ イン ダー延 長   0 . 7 32  m

　 鋼材 数 量             52  kg

　 ボル ト 数量           36  本

　 素地 調 整  　　 　 0 . 5 08  m 2

　 孔明 工             3 6  ヶ

　 不陸 調整 材      0. 8 0 1 k g

　 現場 塗装 工      0. 6 9 0 m 2

　 ガス 切 断延長       0 .8 2 9  m

　 グラ イ ンダー 延 長   0 .8 2 9  m

1 4 - TC B  M 2 2x 5 5( S 1 0T )

　孔 明工             28  ヶ

　素 地調整  　　 　 0 . 43 2  m2

　不 陸調整材      0 . 67 1  kg

　現 場塗装工      0 . 57 4  m2

　 素地 調 整  　　 　 0 . 5 08  m 2

　 孔明 工             3 6  ヶ

　 不陸 調整 材      0. 8 0 1 k g

　 現場 塗装 工      0. 6 9 0 m 2　 グラ イ ンダー 延 長   0 .8 2 9  m

　 ガス 切 断延長       0 .8 2 9  m

　 ボル ト 数量           36  本

　 鋼材 数 量             52  kg

対 傾構 下 弦材 部 [ 2 ] 補 修 数量　 1箇 所当り

1 4 - TC B  M 2 2x 5 5( S 1 0T )

1 4 - TC B  M 2 2x 5 5( S 1 0T )

1 4 - TC B  M 2 2x 5 5( S 1 0T )

1 8- T CB  M2 2 x5 5 ( S1 0 T)

1 8- T CB  M2 2 x5 5 ( S1 0 T)

1 8- T CB  M2 2 x5 5 ( S1 0 T)

1 8- T CB  M2 2 x5 5 ( S1 0 T)

4 2 - TC B  M 2 2x 5 5( S 1 0T )

　工 場塗装工      0 . 6 71  m 2

　 工場 塗装 工      0. 5 0 2 m 2　工 場塗装工      0 . 30 5  m2

　 工場 塗装 工      0. 5 0 2 m 2　工 場塗装工      0 . 30 5  m2

1 - P L 1 60 × 9 × 7 3 2 1 -P L  1 6 0x 9 x8 2 9

8 - T CB  M2 2 x6 0 (S 1 0 T)
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記号 塗 装系

F - 1 1

J

J

F- 1 1

接 触部 (無機 ジ ンク リ ッチペ イ ント )ま たは ,接触 部 (高摩 擦有機ジ ンクペ イント )

現 場添 接部 (外 面　 ナ ット部 ) - 現 場 添接部 (外 面　添 接板 )

準　備 　工

足 場設 備設置

既 設部 材調査

工場 製作

新 設部 材搬入

新 設部材 取付 け

高 力ボル ト本締 め

現  場  塗  装

足場設 備撤去

跡  片  付  け

芯 出し素 地調 整

施工 フロー チャ ート

内桁標準断面

S=1:10

最小 補 強範 囲

下記 条 件の最 大値 とす る 。
1) 桁 高 ( m) の 2 倍 に 1 mを 加え た 値以 上 とする 。
  ∴  0 .4 5 0 x  2 +  1 . 00 0  =  1 .9 0 0m

2) 腐食 範 囲  +   2  x  0 .1 0 0
  ∴  腐 食 範囲  +  0 . 2 00 m

上フランジ腐食部

注 記

1) 特 記な き材 料 は全 て S S 40 0 と する 。
2) 　 　印 はト ル シア 型 高力 ボ ルト M 2 2 (S 1 0 T )を 示す 。
3) 新 規製 作 部 材 の高 力 ボル ト 孔は 、 φ 2 4 . 5と する 。

4) 既 設部 材 の 高 力ボ ル ト孔 （ 現場 施 工 )は 、 φ 2 6 .5
  と する 。

5 )現 場寸 法 計 測 の 上 、 製 作 及 び 施 工 を 行 う こ と 。

補 修 数量 1 m 当り

2- L  10 0 x1 0 0x 1 3x 1 0 00

7- T C B M 22 x 75 ( S1 0 T )

外桁標準断面

S=1:10

素 地調 整範囲 は , 新設部 材接触 板 + 3 0m m の範 囲を標準 とする .

最小 補 強範 囲

下 記条 件 の最 大値 と する 。

1) 桁 高 ( m) の 2 倍に 1 mを 加 えた 値 以上と する。
  ∴  0 .4 5 0 x  2  +  1 . 00 0  =  1. 9 0 0m
2) 腐 食 範囲  +  2  x  0. 1 0 0

  ∴  腐食 範囲  +  0 . 20 0 m

補 修数量 1m 当り

2 - L 9 0x 9 0x 1 0x 1 0 00

9 - TC B  M 2 2x 7 0( S 1 0T )

=
3
4
0

2 - L 9 0x 9 0x 1 0x 1 1 20

補修 数量 1箇 所当り

外縦桁標準部

内縦桁標準部

外縦桁現場添接部

内縦桁現場添接部

A - A

B - B

C - C

D - D

E - E

F - F

G - G

H - H

I - I

J - J K - K

L - L

M - M

A

A

B

B

C C

D

D

F

E

F

E

I

H

I

H

G

G

J

J

K

K

M M

L

L

M M

L

L

6 - TC B  M 2 2x 9 0( S 1 0T )

1 箇所 当り補修数 量

2- L  10 0 x1 0 0x 1 3x 1 2 40

6- T C B M 22 x 10 0 (S 1 0 T)

2- F i ll  PL   1 0 0x 6 x 46 0

2- F i ll  PL    9 0x 6 x 46 0

項 目 -種 別 単位 数量 備考

 芯 出し 素地 調 整 m 2 0 . 44 5  

 鋼 桁孔 明工  2 6 .5 φ ケ 9  

 不 陸調 整材  エ ポキシ 樹 脂系 パ テ材  γ =1 . 7 相当 k g 1 . 22 4  

 現 場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2 0 . 44 5  

項目 -種 別 単位 数 量 備 考

 芯 出 し素地 調 整 m2 0 . 4 88  

 鋼 桁 孔明 工  26 . 5φ ケ 7  

 不 陸 調整 材  エ ポキ シ樹 脂 系パ テ 材  γ = 1. 7 相当 kg 1 . 3 60  

 現 場 塗装 工  下 -中 -上塗り m2 0 . 4 88  

項目 -種別 単 位 数量 備考

 芯出し 素地調 整 m 2 0 .1 9 3 

 鋼桁孔 明工  2 6. 5 φ ケ 6 

 不陸調 整材  エポ キシ樹 脂系 パテ材  γ = 1 . 7相 当 k g 0 .8 4 5 

 現場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2 0 .1 9 3 

項 目 -種別 単 位 数 量 備考

 芯 出し素 地調整 m 2 0. 2 1 2 

 鋼 桁孔明 工  2 6. 5 φ ケ 6  

 不 陸調整 材  エポ キシ樹 脂系パ テ材  γ = 1 . 7相 当 k g 0. 3 1 3 

 現 場塗装 工  下 -中 -上塗 り m 2 0. 2 1 2 

縦桁補修詳細図(その1) S =1: 10

縦桁補修詳細図(その1)上フランジ腐食部

9

' a'部詳細図
S=1:5

< > 内寸 法 は内 桁 寸法 を 示す 。

       < L- 1 00 x 1 00 x 13 >

<
1
0
0
>

<
6
0
>

' b'部詳細図
S=1:5

' d'部詳細図
S=1:5

' c'部詳細図
S=1:5

塗装要領図

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)
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1
3

4
5
0

1
1

2 0 0

2 0 0

9

L 1 0 0x 1 00 x 13

40 最大ボ ル ト間 隔  ≦  1 5 0  mm 40

1
0

4
5
0

8

1 8 0

1 8 0

9

2
0
0

4 0 最 大ボ ル ト間 隔  ≦  1 2 0 m m (1 2 t) 40

1
8
0

L  9 0x 9 0 x1 0' a ' 7 57 58 07 57 5

5
5

4
@
8
5

4 0 1 2 0 12 0 90 3 8 0 9 0 1 2 0 1 20 4 0

1 1 20

10 4 6 0 1 0

5
5

φ 2 4 . 5孔

φ 4 0 孔

1
8
0

φ 4 0 孔
4 0 7 5 7 5 8 0 7 5 7 5 4 0

4 6 0

5
6
.
5

3
3
.
59
0

3 3 0 33 0

1 1 20

5
3

3
79
03
4

4
07
4

外 側 内 側

外 側 内 側

外
側

内
側

F i l l P L  t = 6m m

エ ポキシ樹 脂  t =1 m m

7 57 58 07 57 5

4 0 1 5 0 1 5 0 90 3 8 0 9 0 1 5 0 1 5 0 4 0

1 2 4 0

10 4 6 0 1 0

5
9
.
5

4
0
.
5

1
0
0

3 9 0

1 2 4 0

4 6 039 0

4 0 7 5 7 5 8 0 7 5 7 5 4 0

外 側 内側

外 側 内側 外 側 内側

外
側

内
側

φ 40 孔

φ 4 0 孔

F i ll  P L t =6 m m

エポ キシ樹脂  t= 1 m m

' b'

' d'

' c '

φ 2 4 . 5孔

6
0

4
0 1
0
0

2

5
0

4
0

2
9
0

エ ポキシ樹 脂  t =2 m m

エポ キシ樹 脂  t= 4 m m

5
0

4
0

2
9
0

6
0

4
0

2
1
0
0

エ ポキ シ樹 脂  t =2 m m

エポ キ シ樹脂  t = 2 mm

エ ポ キシ 樹 脂  t =2 m m

エポ キ シ樹 脂  t= 2 m m

4
7

5
31
0
0

素 地 調整 範囲

3
0

3 0

C 1 0

エ ポ キ シ 樹 脂  t= 2 m m

補 強 材　 L - 90 x 9 0x 1 0

ト ル シ ア 型 高 力ボ ル ト

2
5
0

4
0

9
0

9 0 4 2 54 9 0

補 強 材 　 L -9 0 x 90 x 1 0

エポ キ シ樹 脂  t = 2 mm

エ ポキ シ 樹脂  t =4 m m

φ
4
05

3
3
7

9
0

φ 4 0

5 6 .5 3 3. 5

9 0

補 強 材　 L - 10 0 x 10 0 x1 3

6

1

2 5
1
61 0 0 1 0 0

エ ポキ シ 樹脂  t = 1m m

F il l  P L  t = 6m m

φ
4
04
0

6
01

0
0

φ 4 0

5 9 . 5 4 0. 5

1 0 0

C 1 5

3 0. 5 5 9 . 5

9 0

4
0

6
0 1

0
0

エ ポキシ樹 脂  t =1 m m

R = 1 0

1 0

エポ キシ樹 脂



準　備 　工

足 場設 備設置

既 設部 材調査

工場 製作

新 設部 材搬入

新 設部材 取付 け

高 力ボル ト本締 め

現  場  塗  装

足場設 備撤去

跡  片  付  け

芯 出し素 地調 整

施工 フロー チャ ート

記 号 塗 装 系

F - 11

J

J

F - 1 1

接触 部 (無 機 ジン クリ ッ チペ イ ント )ま たは ,接触 部 (高摩擦 有機ジ ンクペ イント )

現場 添 接部 (外面 　ナ ッ ト部 ) - 現 場 添接部 (外 面　添 接板 )

内桁標準断面

S=1:10

最小 補 強範 囲

下記 条 件の最 大値 とす る 。
1) 桁 高 ( m) の 2 倍 に 1 mを 加え た 値以 上 とする 。
  ∴  0 .4 5 0 x  2 +  1 . 00 0  =  1 .9 0 0m

2) 腐食 範 囲  +   2  x  0 .1 0 0
  ∴  腐 食 範囲  +  0 . 2 00 m

下フランジ腐食部

注 記

1) 特 記な き材 料 は全 て S S 40 0 と する 。
2) 　 　印 はト ル シア 型 高力 ボ ルト M 2 2 (S 1 0 T )を 示す 。
3) 新 規製 作 部 材 の高 力 ボル ト 孔は 、 φ 2 4 . 5と する 。

4) 既 設部 材 の 高 力ボ ル ト孔 （ 現場 施 工 )は 、 φ 2 6 .5
  と する 。

5 )現 場寸 法 計 測 の 上 、 製 作 及 び 施 工 を 行 う こ と 。

補 修 数量 1 m 当り

2- L  10 0 x1 0 0x 1 3x 1 0 00

7- T C B M 22 x 75 ( S1 0 T )

外桁標準断面

S=1:10

素 地調 整範囲 は , 新設部 材接触 板 + 3 0m m の範 囲を標準 とする .

最小 補 強範 囲

下記 条 件の最 大値 とす る 。
1) 桁 高 ( m) の 2 倍 に 1 mを 加え た 値以 上 とする 。

  ∴  0 .4 5 0 x  2 +  1 . 00 0  =  1 .9 0 0m
2) 腐食 範 囲  +   2  x  0 .1 0 0
  ∴  腐 食 範囲  +  0 . 2 00 m

補 修数量 1m 当り

2 - L 9 0x 9 0x 1 0x 1 0 00

9 - TC B  M 2 2x 7 0( S 1 0T )

=
3
4
0

2 - L 9 0x 9 0x 1 0x 1 1 20

補修 数量 1箇 所当り

外縦桁標準部

内縦桁標準部

外縦桁現場添接部

内縦桁現場添接部

A - A

B - B

C - C

D - D

E - E

F - F

G - G

H - H

I - I

J - J K - K

L - L

M - M

A

A

B

B

C C

D

D

F

E

F

E

I

H

I

H

G

G

J

J

K

K

M M

L

L

M M

L

L

6 - TC B  M 2 2x 9 0( S 1 0T )

1 箇所 当り補修数 量

2- L  10 0 x1 0 0x 1 3x 1 2 40

6- T C B M 22 x 10 0 (S 1 0 T)

2- F i ll  PL   1 0 0x 6 x 46 0

2- F i ll  PL    9 0x 6 x 46 0

項 目 -種 別 単位 数量 備考

 芯 出し 素地 調 整 m 2 0 . 44 5  

 鋼 桁孔 明工  2 6 .5 φ ケ 9  

 不 陸調 整材  エ ポキシ 樹 脂系 パ テ材  γ =1 . 7 相当 k g 1 . 22 4  

 現 場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2 0 . 44 5  

項目 -種 別 単位 数 量 備 考

 芯 出 し素地 調 整 m2 0 . 4 88  

 鋼 桁 孔明 工  26 . 5φ ケ 7  

 不 陸 調整 材  エ ポキ シ樹 脂 系パ テ 材  γ = 1. 7 相当 kg 1 . 3 60  

 現 場 塗装 工  下 -中 -上塗り m2 0 . 4 88  

項目 -種別 単 位 数量 備考

 芯出し 素地調 整 m 2 0 .1 9 3 

 鋼桁孔 明工  2 6. 5 φ ケ 6 

 不陸調 整材  エポ キシ樹 脂系 パテ材  γ = 1 . 7相 当 k g 0 .8 4 5 

 現場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2 0 .1 9 3 

項 目 -種別 単 位 数 量 備考

 芯 出し素 地調整 m 2 0. 2 1 2 

 鋼 桁孔明 工  2 6. 5 φ ケ 6  

 不 陸調整 材  エポ キシ樹 脂系パ テ材  γ = 1 . 7相 当 k g 0. 3 1 3 

 現 場塗装 工  下 -中 -上塗 り m 2 0. 2 1 2 

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

縦桁補修詳細図(その2)下フランジ腐食部

S=1:10 10

縦桁補修詳細図(その2) S =1: 10
' a'部詳細図

S=1:5

< > 内 寸法 は 内桁 寸 法を 示 す。

       < L- 1 00 x 10 0 x1 3 >

<
1
0
0
>

<
6
0
>

' b'部詳細図
S=1:5

' d'部詳細図
S=1:5

' c'部詳細図
S=1:5

塗装要領図
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4
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素 地 調整 範囲

3
0

3 0
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0

エ ポ キシ 樹 脂  t = 2 m m

補強 材 　 L - 90 x 90 x 1 0

ト ル シア 型 高力 ボ ルト

2
5
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4
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9
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準　備 　工

足 場設 備設置

既 設部 材調査

工場 製作

新 設部 材搬入

新 設部材 取付 け

高 力ボル ト本締 め

現  場  塗  装

足場設 備撤去

跡  片  付  け

芯 出し素 地調 整

施工 フロー チャ ート

項 目 -種別 単 位 数 量 備 考

 芯 出 し素 地調 整 m2 0. 9 80  

 鋼 桁 孔明 工  26 . 5 φ ケ 18  

 不 陸 調整 材  エ ポキ シ樹脂 系パ テ材  γ = 1 .7 相当 kg 2. 7 49  

 現 場 塗装 工  下 -中 -上塗 り m2 0. 9 80  

項 目 -種別 単 位 数 量 備 考

 芯 出 し素 地調 整 m2 1. 1 20  

 鋼 桁 孔明 工  26 . 5 φ ケ 14  

 不 陸 調整 材  エ ポキ シ樹脂 系パ テ材  γ = 1 .7 相当 kg 3. 1 96  

 現 場 塗装 工  下 -中 -上塗 り m2 1. 1 20  

記 号 塗 装 系

F - 11

J

J

F - 1 1

接触 部 (無 機 ジン クリ ッ チペ イ ント )ま たは ,接触 部 (高摩擦 有機ジ ンクペ イント )

現場 添 接部 (外面 　ナ ッ ト部 ) - 現 場 添接部 (外 面　添 接板 )

内桁標準断面

S=1:10

横トラス支点腐食部

注 記

1) 特 記な き材 料 は全 て S S 40 0 と する 。
2) 　 　印 はト ル シア 型 高力 ボ ルト M 2 2 (S 1 0 T )を 示す 。
3) 新 規製 作 部 材 の高 力 ボル ト 孔は 、 φ 2 4 . 5と する 。

4) 既 設部 材 の 高 力ボ ル ト孔 （ 現場 施 工 )は 、 φ 2 6 .5
  と する 。

5 )現 場寸 法 計 測 の 上 、 製 作 及 び 施 工 を 行 う こ と 。

補 修 数量 1箇所 当 り

4- L  15 0 x1 0 0x 1 2x 9 4 0

14 - T CB  M2 2 x7 5 (S 1 0 T)

外桁標準断面

S=1:10

素 地調 整範囲 は , 新設部 材接触 板 + 3 0m m の範 囲を標準 とする .

補 修数量 1箇 所当 り

4 - L 1 25 x 90 x 10 x 9 40

1 8 -T C B M 22 x 70 ( S 10 T )

外縦桁支点部

内縦桁支点部

A - A B - B

C - C

D - D
E - E

F - F

A

A

B

B

C C

D

D

F

E

F

E

2 - BN  M2 2 x1 0 0

2- B N  M 2 2x 1 10

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

縦桁補修詳細図(その3)横トラス支点腐食部

S=1:10 11

縦桁補修詳細図(その3) S =1: 10

' a'部詳細図
S=1:5

< > 内寸 法は内 桁寸法 を示す 。

' c'部詳細図
S=1:5

<
1
0
0
>

<
5
6
.
5
>

'b '部詳細図
S=1:5

塗装要領図
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記 号 塗 装 系

F - 11

J

J

F- 1 1

接触部 (無機ジ ンクリ ッチペ イ ント )ま たは ,接触 部 (高摩 擦 有機 ジ ンク ペ イン ト )

現場添 接部 (外 面　ナッ ト部 ) - 現 場 添 接 部 (外 面　 添 接板 )

上横構補強詳細図（その1） S=1 :2 0

D1～D6 ,D 9～D14 ,D 26～D2 9, D32～D35, D5 8～D61
      D 64～D6 7,D 79～D82, D8 5～D88

1-
L 

1 3
0 x

1 3
0x

9x
60

90

6 -
T C

B 
M2

2x
55

 (
S 1

0 T
)

リ
ベ

ッ
ト

取
外

し
工

　
6 本

D 7, D8, D30 ,D 31, D62 ,D 63, D83 ,D 84

項目 -種別 単 位 数量 備考

 芯 出し 素地調 整 m 2

 鋼桁孔 明工  2 6. 5 φ ケ

 不陸調 整材  エポ キシ樹 脂系 パテ材  γ = 1 . 7相 当 k g

 現場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2

項目 -種 別 単位 数 量 備 考

 芯出 し素 地 調整 m 2 0 . 14 4  

 鋼桁 孔明 工  2 6 . 5φ ケ 6  

 不陸 調整 材  エ ポキ シ 樹脂 系 パテ 材  γ = 1. 7 相 当 k g 0 . 14 1  

 現場 塗装 工  下 -中 -上塗 り m 2 0 . 17 4  

1 -
L 

13
0x

13
0 x

9 x
6 0

90

6-
TC

B  
M 2

2 x
55

 (
S1

0T
)

リ
ベ

ッ
ト

取
外

し
工

　
6 本

0 .1 4 4 

6 

0 .1 4 1 

0 .1 7 4 

 鋼材 数量 k g 11 2  k g 1 1 2  鋼材数 量

 工場 塗装 工  下 -中 -上塗 り m 2 2 . 96 9   工場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2 2 .9 6 9 

上横構補強詳細図(その1)弦材取替え

12

注 記

1 )特 記なき 材 料 は 全 て S S 40 0 とす る 。

2 )　 　印は ト ル シ ア 型 高 力 ボ ル ト M 2 2 (S 1 0 T )を 示 す。
3 )新 規製作 部材 の 高力 ボ ル ト 孔 は 、 φ 2 4 . 5 と す る。
4 )既 設部材 の高 力 ボ ル ト 孔 （ 現 場 施 工 )は、 φ 2 6 .5

  と する。
5 )現 場寸法 計測 の 上、 製 作及 び 施工 を 行う こ と。

素地調 整範囲 は ,新設部 材接 触 板 + 3 0m m の範 囲 を標 準 とす る .

弦材取替え

塗装要領図

配置図
左側径間 左主径間

右主径間 右側径間

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20 74

Ｒ１徳土　鳴門公園線　鳴・撫養大桑島　橋梁補修工事
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記 号 塗 装 系

F- 1 1

J

J

F - 11

接 触部 (無 機ジン クリッチ ペ イン ト )また は ,接触 部 (高 摩 擦有 機 ジン ク ペイ ン ト )

現 場添接 部 (外面　 ナット 部 ) - 現場 添 接部 (外面 　 添接 板 )

上横構補強詳細図（その2） S=1 :2 0
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 鋼材数 量 k g 3 4 5   鋼材 数量 k g 26 6  

1-
L 

1 3
0 x

1 3
0x

12
x6

09
0

 工場塗 装 工  下 -中 -上 塗 り m 2 6 .6 6 0   工場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 5 . 77 2  

上横構補強詳細図(その2)弦材取替え
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注 記

1 )特 記なき 材 料 は 全 て S S 40 0 とす る 。

2 )　 　印は ト ル シ ア 型 高 力 ボ ル ト M 2 2 (S 1 0 T )を 示 す。
3 )新 規製作 部材 の 高力 ボ ル ト 孔 は 、 φ 2 4 . 5 と す る。
4 )既 設部材 の高 力 ボ ル ト 孔 （ 現 場 施 工 )は、 φ 2 6 .5

  と する。
5 )現 場寸法 計測 の 上、 製 作及 び 施工 を 行う こ と。

素 地調整 範囲は ,新 設部材 接 触 板 +3 0 m mの 範囲 を 標準 と する .

項目 -種 別 単位 数 量 備 考

 芯出 し素地 調整 m 2 0 . 40 3  

 鋼桁 孔明工  2 6 . 5φ ケ 2 4  

 不陸 調整材  エ ポキ シ樹脂 系パテ 材  γ = 1. 7 相当 k g 0 . 99 2  

 現場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 52 4  

項 目 -種 別 単 位 数量 備 考

 芯出し 素 地調 整 m 2 0 .4 1 6  

 鋼桁孔 明 工  2 6 .5 φ ケ 2 4  

 不陸調 整 材  エ ポキ シ 樹脂系 パテ材  γ =1 . 7 相当 k g 1 .0 3 7  

 現場塗 装 工  下 -中 -上 塗 り m 2 0 .5 3 7  

弦材取替え

塗装要領図

配置図
左側径間 左主径間

右主径間 右側径間

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20 74

Ｒ１徳土　鳴門公園線　鳴・撫養大桑島　橋梁補修工事
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記 号 塗 装 系

F- 1 1

J

J

F - 11

接 触部 (無 機ジン クリッチ ペ イン ト )また は ,接触 部 (高 摩 擦有 機 ジン ク ペイ ン ト )

現 場添接 部 (外面　 ナット 部 ) - 現場 添 接部 (外面 　 添接 板 )

上横構補強詳細図（その3） S=1 :2 0

D17～D20, D4 1～D44 ,D 49～D5 2, D73～D76 D2 1～D2 5,D 36～D4 0, D53～D57 ,D6 8～D7 2
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 鋼材 数量 k g 23 0   鋼材 数量 k g 23 1  

 工場 塗装工  下 -中 -上 塗り m 2 5 . 85 5   工場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 5 . 93 8  

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

上横構補強詳細図(その3)弦材取替え

S=1:20 14

注 記

1 )特 記なき 材 料 は 全 て S S 40 0 とす る 。

2 )　 　印は ト ル シ ア 型 高 力 ボ ル ト M 2 2 (S 1 0 T )を 示 す。
3 )新 規製作 部材 の 高力 ボ ル ト 孔 は 、 φ 2 4 . 5 と す る。
4 )既 設部材 の高 力 ボ ル ト 孔 （ 現 場 施 工 )は、 φ 2 6 .5

  と する。
5 )現 場寸法 計測 の 上、 製 作及 び 施工 を 行う こ と。

素 地調整 範囲は ,新 設部材 接 触 板 +3 0 m mの 範囲 を 標準 と する .

項目 -種 別 単位 数 量 備 考

 芯出 し素地 調整 m 2 0 . 34 2  

 鋼桁 孔明工  2 6 . 5φ ケ 2 0  

 不陸 調整材  エ ポキ シ樹脂 系パテ 材  γ = 1. 7 相当 k g 0 . 85 1  

 現場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 44 3  

項目 -種 別 単位 数 量 備 考

 芯出 し素地 調整 m 2 0 . 37 3  

 鋼桁 孔明工  2 6 . 5φ ケ 2 2  

 不陸 調整材  エ ポキ シ 樹脂 系 パテ 材  γ =1 . 7 相 当 k g 0 . 92 2  

 現場 塗装工  下 -中 -上 塗り m 2 0 . 48 4  

弦材取替え

塗装要領図

配置図
左側径間 左主径間

右主径間 右側径間

74

Ｒ１徳土　鳴門公園線　鳴・撫養大桑島　橋梁補修工事
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 鋼材 数量 kg 1 4   鋼材 数量 k g 2 2   鋼 材 数量 k g 2 7   鋼 材 数 量 k g 2 7  鋼 材数 量 k g 1 4 

 工場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 20 8   工 場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 25 9   工 場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2 0 .0 8 7  工 場 塗装 工  下 -中 -上塗 り m 2 0. 2 4 6  工場 塗装工  下 -中 -上塗り m2 0 . 0 87  

上横構補強詳細図（その4） S=1 :1 0

対傾構上弦材との取り合い部

D7,D8,D30,D31,D62,D63,D83,D84

注 記

1 )特 記なき 材 料 は 全 て S S 40 0 とす る 。

2 )　 　印は ト ル シ ア 型 高 力 ボ ル ト M 2 2 (S 1 0 T )を 示 す。
3 )新 規製作 部材 の 高力 ボ ル ト 孔 は 、 φ 2 4 . 5 と す る。
4 )既 設部材 の高 力 ボ ル ト 孔 （ 現 場 施 工 )は、 φ 2 6 .5

  と する。
5 )現 場寸法 計測 の 上、 製 作及 び 施工 を 行う こ と。

項目 -種 別 単 位 数量 備考

 芯 出し 素地調 整 m 2 0 .2 2 2 

 鋼 桁孔 明工  2 6. 5 φ ケ 1 1 

 不 陸調 整材  エポ キシ 樹脂系 パ テ材  γ = 1 . 7相 当 k g 0 .2 7 7 

 現 場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2 0 .2 7 8 

1 -G U S S P L 2 50 x 9x 5 0 0

5 -T C B  M 2 2x 5 5 ( S1 0 T )

リベッ ト取外 し工　 11 本

A -A

AA

ガセット部取替え

D1～D6,D9～D14,D26～D29,D32～D35,D58～D61
      D64～D67,D79～D82,D85～D88

D17～D20,D41～D44
D49～D52,D73～D76

1 -G U S S P L 3 20 x 9x 8 0 0

9 -T C B  M 2 2x 5 5 ( S1 0 T )

TC B 取外し 工　 1 9 本

D15,D46,D47,D78 D16,D45,D48,D77

DD

CC

D- DC -C

1 -G U SS  P L 3 20 x 9x 6 50

7 -T C B M 2 2x 5 5 ( S1 0 T)

T C B 取外し 工　 1 5 本

項目 -種 別 単位 数 量 備 考

 芯 出 し素地 調整 m 2 0 . 47 0  

 鋼 桁 孔明工  2 6 . 5φ ケ 1 9  

 不 陸 調整材  エ ポキシ 樹脂 系パテ 材  γ = 1. 7 相当 k g 0 . 64 2  

 現 場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 42 5  

項目 -種別 単位 数 量 備 考

 芯出 し素地 調整 m 2 0 . 39 5  

 鋼桁 孔明工  2 6 . 5φ ケ 1 5  

 不陸 調整材  エポキ シ樹脂 系パテ 材  γ = 1. 7 相当 k g 0 . 53 1  

 現場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 35 2  

B B

B- B

項 目 -種別 単 位 数量 備考

 芯 出 し素 地 調 整 m 2 0. 5 0 1 

 鋼 桁 孔明 工  2 6. 5 φ ケ 1 9 

 不 陸 調整 材  エ ポ キシ 樹 脂系パ テ 材  γ = 1 . 7相 当 k g 0. 6 8 7 

 現 場 塗装 工  下 -中 -上塗 り m 2 0. 4 4 1 

1 - G US S  P L  3 2 0x 9 x 80 0

9 - T CB  M2 2 x5 5  ( S 1 0T )

T CB 取 外 し工　 1 9本

6 -T C B  M 2 2x 5 5 ( S1 0 T ) 1 0 - TC B  M 2 2x 7 5 ( S 10 T ) 1 0- T C B M 22 x 70  (S 1 0 T) 8 -T C B M 2 2x 7 0 ( S1 0 T)

項目 -種別 単位 数 量 備 考

 芯出 し素地 調整 m2 0 . 3 21  

 鋼桁 孔明工  26 . 5φ ケ 1 1  

 不陸 調整材  エポキ シ樹脂 系パ テ 材  γ = 1. 7 相 当 kg 0 . 4 19  

 現場 塗装工  下 -中 -上塗り m2 0 . 2 78  

1- G US S  P L  25 0 x9 x 50 0

5- T CB  M2 2 x 55  (S 1 0T )

T C B取 外 し 工 　 1 1本

E- E

EE

D21～D25,D36～D40
D53～D57,D68～D72

6- T CB  M2 2 x 70  (S 1 0T )

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

上横構補強詳細図(その4)ガセット部取替え

S=1:10 15

配置図
左側径間 左主径間

右主径間 右側径間
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上横構補強詳細図（その5） S=1 :1 0

主構上弦材との取り合い部

注 記

1 )特 記なき 材 料 は 全 て S S 40 0 とす る 。

2 )　 　印は ト ル シ ア 型 高 力 ボ ル ト M 2 2 (S 1 0 T )を 示 す。
3 )新 規製作 部材 の 高力 ボ ル ト 孔 は 、 φ 2 4 . 5 と す る。
4 )既 設部材 の高 力 ボ ル ト 孔 （ 現 場 施 工 )は、 φ 2 6 .5

  と する。
5 )現 場寸法 計測 の 上、 製 作及 び 施工 を 行う こ と。

ガセット部取替え

A

A

B- B

A- A

項目 -種 別 単 位 数量 備考

 芯出し 素地調 整 m 2 0 .2 7 2  

 鋼桁孔 明工  2 6 .5 φ ケ 1 6  

 不陸調 整材  エ ポキシ 樹脂系 パテ材  γ = 1 . 7 相当 k g 0 .4 6 2  

 現場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2 0 .3 6 5  

3 0  k g 鋼材数 量

D1～D6,D9～D14,D26～D29,D32～D35,D58～D61
      D64～D67,D79～D82,D85～D88

D7,D8,D30,D31,D62,D63,D83,D84 D15,D46,D47,D78 D16,D45,D48,D77

D17～D20,D41～D44,D49～D52,D73～D76

項目 -種 別 単 位 数量 備考

 芯出し 素地調 整 m 2 0 .3 4 1  

 鋼桁孔 明工  2 6 .5 φ ケ 2 0  

 不陸調 整材  エ ポキシ 樹脂系 パテ材  γ = 1 . 7 相当 k g 0 .5 7 5  

 現場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2 0 .4 5 6  

3 4  k g 鋼材数 量

項目 -種 別 単 位 数量 備考

 芯出し 素地調 整 m 2 0 .3 6 7  

 鋼桁孔 明工  2 6 .5 φ ケ 1 8  

 不陸調 整材  エ ポキシ 樹脂系 パテ材  γ = 1 . 7 相当 k g 0 .6 1 3  

 現場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2 0 .3 9 8  

3 3  k g 鋼材数 量

項目 -種別 単位 数 量 備 考

 芯出 し素地 調整 m 2 0 . 36 9  

 鋼桁 孔明工  2 6 . 5φ ケ 1 8  

 不陸 調整材  エ ポキ シ樹脂 系パ テ 材  γ = 1. 7 相 当 k g 0 . 61 7  

 現場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 39 9  

3 3  k g 鋼材 数量

項目 -種別 単位 数 量 備 考

 芯出 し素地 調整 m 2 0 . 36 9  

 鋼桁 孔明工  2 6 . 5φ ケ 1 7  

 不陸 調整材  エ ポキ シ樹脂 系パ テ 材  γ = 1. 7 相 当 k g 0 . 61 7  

 現場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 39 4  

3 2  k g 鋼材 数量

D 1～ D6 , D9 ～ D 1 4, D 2 6～ D 2 9 ,D 3 2～ D3 5 ,D 5 8 ～ D 61

      D 6 4～ D 6 7 ,D 7 9～ D8 2 ,D 8 5 ～ D8 8

D 7 ,D 8 ,D 3 0 ,D 3 1, D 62 , D6 3 ,D 8 3 ,D 8 4

D 1 5, D 4 6, D 47 , D7 8

D1 6 , D4 5 ,D 4 8, D 77

D 1 7 ～ D2 0 , D4 1 ～ D 44 , D4 9 ～ D 5 2, D 73 ～ D 7 6

項目 -種別 単位 数 量 備 考

 芯出 し素地 調整 m 2 0 . 31 7  

 鋼桁 孔明工  2 6 . 5φ ケ 1 6  

 不陸 調整材  エ ポキ シ樹脂 系パ テ 材  γ = 1. 7 相 当 k g 0 . 52 3  

 現場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 35 9  

2 9  k g 鋼材 数量

D 2 1 ～ D2 5 , D3 6 ～ D 40 , D5 3 ～ D 57 , D 68 ～ D 7 2

5 -ワ ンサ イド ボル ト  M U TF 2 4 -2 5  ( S C M4 4 0 ) ( 平均）

T C B 取 外し 工　 1 1 本

3 -T C B M 22 x 7 0 ( S1 0 T)

　 孔明工        16 ヶ

1 - FI L L  P L  1 6 0x 9 x2 0 0

1 -G U SS  PL  3 45 x 9x 4 73

1 -F I LL  PL  1 30 x 11 x 18 7

B

B

=1
20

D21～D25,D36～D40,D53～D57,D68～D72

1 - SP L  PL  16 0 x9 x 40 0

8 - TC B  M2 2 x6 5  ( S 10 T )

5 - ワン サイ ド ボルト  M U T F2 4 - 25  (S C M 44 0 )  ( 平 均 ）

TC B 取外 し 工　 1 2 本

4 - TC B  M 2 2x 8 0 ( S 10 T )

　孔 明工        1 7ヶ

1 - GU S S P L 3 45 x 9 x5 2 2

1 - FI L L P L 1 30 x 1 1x 2 51

5 -ワ ンサイド ボルト  M U TF 2 4 -2 5  ( S C M4 4 0 ) ( 平均）

T C B 取外し 工　 1 1 本

3 -T C B M 22 x 8 0 ( S1 0 T)

　 孔明工        16 ヶ

1 -G U SS  PL  3 45 x 9x 4 59

1 -F I LL  PL  1 30 x 11 x 16 9

6 -ワ ンサイド ボルト  M U TF 2 4- 2 5  ( S C M4 4 0 ) ( 平均）

T C B 取外し 工　 1 4 本

6 -T C B M 22 x 70  ( S1 0 T)

　 孔明工        20 ヶ

1 -G U SS  PL  34 5 x 9x 5 66

2 -F I LL  PL  13 0 x 11 x 18 7

5 -ワン サイド ボルト  M UT F 2 4- 2 5  ( S CM 4 4 0)  ( 平均）

T C B 取外し工 　 1 3 本

5- T C B M 22 x 80  (S 1 0 T)

　 孔明工        18 ヶ

1- G U SS  PL  34 5 x9 x 5 22

1- F I LL  PL  15 0 x1 1 x 24 7

5 -ワ ン サイ ド ボル ト  M U TF 2 4 -2 5  ( S C M4 4 0 ) ( 平均 ）

T C B 取 外 し 工 　 1 3 本

5 -T C B M 22 x 8 0 ( S1 0 T)

　 孔 明 工        18 ヶ

1 -G U SS  PL  3 45 x 9x 5 22

1 -F I LL  PL  1 30 x 11 x 25 1

L 130x130x 9

1 - FI L L P L 1 6 0x 9 x2 0 0

1 - SP L  P L  1 6 0 x9 x 40 0

8 - TC B  M 2 2x 6 5  ( S 10 T )

1 - FI L L P L  1 6 0x 9 x2 0 0

1 - SP L  PL  16 0 x9 x 40 0

8 - TC B  M 2 2 x6 5  ( S 10 T )

1 - FI L L P L 1 60 x 9 x2 0 0

1 - SP L  P L  1 6 0x 9 x 40 0

8 - TC B  M 2 2x 6 5 ( S 10 T )

1- F IL L  P L  16 0 x9 x 20 0

1- S PL  PL  1 60 x 9x 4 00

8- T CB  M2 2 x 65  (S 1 0T )

1 - FI L L  P L  1 6 0x 9 x2 0 0

1 - SP L  PL  16 0 x9 x 40 0

8 - TC B  M2 2 x6 5  ( S 10 T )

 工場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2 0 .1 1 9   工場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 12 7  

 工場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 12 7  

 工場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 11 7   工場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2 0 .1 2 8  

 工場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2 0 .1 1 6  

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線
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上横構補強詳細図(その5)ガセット部取替え

S=1:10 16

配置図
左側径間 左主径間

右主径間 右側径間
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記 号 塗 装 系

F - 11

J

J

F- 1 1

接触部 (無機ジ ンクリ ッチペ イ ント )ま たは ,接触 部 (高摩 擦 有機 ジ ンク ペ イン ト )

現場添 接部 (外 面　ナッ ト部 ) - 現 場 添 接 部 (外 面　 添 接板 )

下横構補強詳細図（その1） S=1 :2 0

D1 5,D 16, D4 5,D 46, D4 7,D 48, D7 7,D 78
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      D 64～D7 6,D 79～D82, D8 5～D88

項目 -種別 単 位 数量 備考

 芯 出し 素地調 整 m 2

 鋼桁孔 明工  2 6. 5 φ ケ

 不陸調 整材  エポ キシ樹 脂系 パテ材  γ = 1 . 7相 当 k g

 現場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2

項目 -種 別 単位 数 量 備 考

 芯出 し素 地 調整 m 2 0 . 11 6  

 鋼桁 孔明 工  2 6 . 5φ ケ 8  

 不陸 調整 材  エ ポキ シ 樹脂 系 パテ 材  γ = 1. 7 相 当 k g 0 . 26 1  

 現場 塗装 工  下 -中 -上塗 り m 2 0 . 15 6  
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 鋼材数 量 k g 1 3 7  鋼材 数量 k g 14 6  

 工場塗 装工  下 -中 -上 塗り m 2 3 .8 6 5  工場 塗装 工  下 -中 -上塗 り m 2 4 . 10 1  

下横構補強詳細図(その1)
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注 記

1 )特 記なき 材 料 は 全 て S S 40 0 とす る 。

2 )　 　印は ト ル シ ア 型 高 力 ボ ル ト M 2 2 (S 1 0 T )を 示 す。
3 )新 規製作 部材 の 高力 ボ ル ト 孔 は 、 φ 2 4 . 5 と す る。
4 )既 設部材 の高 力 ボ ル ト 孔 （ 現 場 施 工 )は、 φ 2 6 .5

  と する。
5 )現 場寸法 計測 の 上、 製 作及 び 施工 を 行う こ と。

素地調 整範囲 は ,新設部 材接 触 板 + 3 0m m の 範 囲 を 標 準 と する .

塗装要領図

配置図
左側径間 左主径間

右主径間 右側径間

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)
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下横構補強詳細図（その2） S=1 :2 0

D7 ,D 8,D 30, D3 1,D 62, D6 3,D 83, D8 4

項目 -種 別 単 位 数 量 備 考

 芯出 し素地 調 整 m 2

 鋼桁 孔明工  2 6 . 5φ ケ

 不陸 調整材  エ ポキ シ樹 脂 系パ テ 材  γ = 1. 7 相当 k g

 現場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2

0 . 11 1  
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 工場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 3 . 86 5  

18

注 記

1 )特 記なき 材 料 は 全 て S S 40 0 とす る 。

2 )　 　印は ト ル シ ア 型 高 力 ボ ル ト M 2 2 (S 1 0 T )を 示 す。
3 )新 規製作 部材 の 高力 ボ ル ト 孔 は 、 φ 2 4 . 5 と す る。
4 )既 設部材 の高 力 ボ ル ト 孔 （ 現 場 施 工 )は、 φ 2 6 .5

  と する。
5 )現 場寸法 計測 の 上、 製 作及 び 施工 を 行う こ と。

ガセット部　S=1 : 10

対傾構下弦材との取り合い部

項目 -種 別 単位 数量 備 考

 芯出し 素地 調整 m 2 0 . 27 3  

 鋼桁孔 明工  2 6 .5 φ ケ 1 3  

 不陸調 整材  エ ポキシ 樹脂系 パテ材  γ =1 . 7 相当 k g 0 . 34 7  

 現場塗 装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 33 9  

A- A

D1～D14,D17～D44,D49～D76,D78～D88

AA

< 5 0
>

<5 0
>

1 -G U S S P L 2 50 x 9x 5 4 0

5 -T C B  M 2 2x 5 5 ( S1 0 T )

リベッ ト取外 し工　 13 本

8 -T C B  M 2 2x 5 5 ( S1 0 T )

< D15,D16,D45,D46,D47,D48,D77,D78 >

< > 内は  D 15 , D 16 , D4 5 , D4 6 ,D 4 7, D 4 8, D 77 , D 78  を示す。

項 目 -種別 単 位 数 量 備 考

 芯出 し素 地調整 m2 0. 3 17  

 鋼桁 孔明 工  26 . 5 φ ケ 21  

 不陸 調整 材  エポキ シ樹脂 系パテ 材  γ = 1 .7 相当 kg 0. 5 47  

 現場 塗装 工  下 -中 -上塗 り m2 0. 4 40  

D7,D8,D30,D31,D62,D63,D83,D84

項目 -種 別 単位 数 量 備 考

 芯出 し素地 調整 m 2 0 . 22 1  

 鋼桁 孔明工  2 6 . 5φ ケ 1 5  

 不陸 調整材  エ ポキシ 樹脂 系パテ 材  γ = 1. 7 相当 k g 0 . 38 3  

 現場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 30 9  

主構下弦材との取り合い部

5 -ワ ンサ イド ボ ルト  M U TF 2 4 -2 0  ( S C M4 4 0 )

リ ベッ ト 取外 し 工　 10 本

1 0- T CB  M 22 x 65  (S 1 0T )

D1～D6,D9～D29,D32～D61,D64～D82,D85～D88

　孔 明 工             15 ヶ

1 -F I LL  P L 1 90 < 20 0 >x 9 x 15 5

1 -G U SS  P L 3 75 x 9x 4 66<
5 0>

<5 0
>

< > 内は  D 15 , D1 6 ,D 4 5 ,D 4 6, D 4 7, D 48 , D7 7 , D7 8  を 示す。

1 -F I LL  P L 1 60 x 9x 2 30

下 図詳細 図に記載 する寸 法、数 量は下弦 材の B O L L P L  の板厚 が 9 mm の
場 合を示 す。現 場調査に よって 当該箇 所の B O T T P L  の板厚 を調査後
寸 法、数 量を適 宜反 映させ ること 。

7 - ワ ンサ イ ドボ ル ト  MU T F 24 - 20  ( SC M 44 0 )

リ ベ ット 取 外し 工 　 1 4 本

1 4 - TC B  M 2 2x 6 5 ( S 10 T )

　孔 明 工             2 1ヶ

2 - F IL L  P L  1 9 0x 9 x 15 5

1 - G US S  P L  3 7 5x 9 x 65 3

1 - F IL L  P L  1 6 0x 9 x 23 0

項目 -種 別 単位 数量 備 考

 芯出し 素地 調整 m 2 0 . 28 0  

 鋼桁孔 明工  2 6 .5 φ ケ 1 3  

 不陸調 整材  エ ポキシ 樹脂系 パテ材  γ =1 . 7 相当 k g 0 . 35 8  

 現場塗 装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 34 6  

D 1 ～ D1 4 , D1 7 ～ D 44 , D4 9 ～ D 76 , D 78 ～ D 8 8

D 15 , D 16 , D4 5 ,D 4 6, D 47 , D 48 , D7 7 ,D 7 8

項目 -種 別 単位 数 量 備 考

 芯出 し素地 調整 m 2 0 . 22 5  

 鋼桁 孔明工  2 6 . 5φ ケ 1 5  

 不陸 調整材  エ ポキシ 樹脂 系パテ 材  γ = 1. 7 相当 k g 0 . 38 8  

 現場 塗装工  下 -中 -上塗り m 2 0 . 31 3  

D 1 ～ D 6, D 9～ D1 4 ,D 1 7 ～ D2 9 , D3 2 ～ D 44 , D4 9 ～ D 61 , D 64 ～ D 7 6, D 79 ～ D 8 2, D 8 5～ D8 8

D 1 5, D 16 , D4 5 ,D 4 6 ,D 4 7, D 48 , D7 7 ,D 7 8

B

B

B -B

C -C

C

C
1 6  k g 鋼材数 量

2 5  k g 鋼材 数量

 鋼材 数量 k g 2 5  

 鋼 材数量 kg 36  

 鋼材数 量 k g 1 6  

　孔明 工             13 ヶ

 工場 塗装工 m 2 0 . 12 3  

 工場 塗装工 m 2 0 . 12 0  

 工場塗 装工 m 2 0 . 06 6  

 工場塗 装工 m 2 0 . 06 0  

 工場 塗装 工 m2 0. 1 67  

D 7 , D8 , D3 0 ,D 3 1, D 62 , D 63 , D8 3 ,D 8 4

配置図
左側径間 左主径間

右主径間 右側径間

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

下横構補強詳細図(その2)

S=1:20 74
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4 0 4 x 9 6. 5 =3 8 6 4 0

4 6 6

4 0

6 53
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2 2
8～
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4
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2 28～
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1 60
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45

1 0
0  4

5

1
90 <

2 0
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エポ キシ樹 脂  t= 2 m m

ワ ンサイ ドボル ト　 M 2 4

エポ キシ樹 脂  t= 2 m m

4 5
1 00

1 9
0 45

D 1 D 2 D3 D 4 D 5 D 6 D7 D 8 D 9 D 1 0 D1 1 D 12 D 1 3 D 1 4 D 15 D 1 6 D 1 7 D1 8 D 19 D 2 0 D 2 1 D2 2 D2 3 D 24 D 2 5 D 2 6 D2 7 D 28 D 2 9 D 3 0 D3 1 D 32 D 3 3 D 3 4 D3 5 D 36 D 3 7 D 3 8 D 3 9 D4 0 D 41 D 4 2 D 4 3 D4 4 D 45 D 4 6

D 47 D 4 8 D 4 9 D5 0 D 51 D 5 2 D 5 3 D5 4 D 55 D 56 D 5 7 D 5 8 D5 9 D 60 D 6 1 D 6 2 D6 3 D 64 D 6 5 D 6 6 D6 7 D 68 D 6 9 D 7 0 D7 1 D7 2 D 73 D 7 4 D 7 5 D7 6 D 77 D 7 8 D7 9 D 80 D 8 1 D 8 2 D8 3 D 84 D 8 5 D 8 6 D 8 7 D8 8

8
5
0
0

8
5
0
0



単管 φ48.6mm
L=4.0m N=18本

L=3.0m N=10本

使用材料

a部 詳細図

正面図 側面図

S=1:5

※対傾構下弦材も同様に単管と連結する

側面図正面図

起点 終点

1
-
L
 7

5
x
7 5

x
9 x

1
7
0 0

1
-
L  

7
5
x 7

5
x 9

x
1
6 2

5

2
- L

 
9
0 x

7
5 x

9
x
3 5

4
5

上部工補修施工要領図

S=1:25 S=1:25

片側交互通行Ａ 片側交互通行Ｂ

取替作業Ｂ 取替作業Ａ

部材取替え あて板補強

足場設備設置 足場設備設置

既設部材取外し 素　地　調　整

既設部材撤去 新設部材搬入

素　地　調　整 新設部材取付け

新設部材搬入 高力ボルト本締め

新設部材取付け 現　場　塗　装

高力ボルト本締め 足場設備撤去

現　場　塗　装

足場設備撤去

施工フローチャート

片側交互通行

<施工時留意事項>
部材取替時において、取替箇所に活荷重が載荷されないように配慮する。
(端部斜材作用力が大きいため配慮。
片側通行Ａ→取替作業Ａ,片側通行Ｂ→取替作業Ｂ)
あて板作業時の規制必要性無し。

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

上部工補修施工要領図(参考図)

S=1:25 19

(参考図)
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単管 φ48.6mm L=4.0m

単管 φ48.6mm L=3.0m

単管 φ48.6mm L=4.0m

単管 φ48.6mm L=3.0m
単管 φ48.6mm L=4.0m
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箇所
孔食

範囲
素地調整・
再塗装面積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(3-1) 有 60 x 20 x 5 0.001 0.01 金属パテ補修

(3-2) 無 200 x 80 x 3 0.016 再塗装

(3-3) 無 140 x 40 x 3 0.006 0.04 金属パテ補修

(3-4) 無 180 x 30 x 3 0.005 0.04 金属パテ補修

(T1-1) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 金属パテ補修

(T2-1) 無 100 x 30 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(T3-1) 無 100 x 60 x 3 部材補修

(T4-1) 無 280 x 90 x 3 部材補修

(T5-1) 無 100 x 50 x 3 部材補修

(T5-2) 無 300 x 100 x 3 部材補修

(T6-1) 無 130 x 40 x 3
部材補修

(T6-2) 無 50 x 50 x 5

(T7-1) 有 80 x 80 x 5

部材補修

(T7-2) 無 30 x 50 x 5

(T7-3) 有 850 x 80 x 5

(T7-4) 無 50 x 50 x 3

(T7-5) 無 30 x 70 x 3

(T8-1) 無 200 x 20 x 3
部材補修

(T8-2) 無 170 x 30 x 3

(T8-3) 無 200 x 80 x 3 部材補修

(T9-1) 無 50 x 50 x 4

部材補修
(T9-2) 無 200 x 100 x 4

(T9-3) 無 220 x 60 x 3

(T9-4) 有 450 x 90 x 5

(T10-1) 無 250 x 80 x 3 部材補修

(T11-1) 無 100 x 20 x 3 部材補修

(T12-1) 有 130 x 70 x 5
部材補修

(T12-2) 無 30 x 60 x 3

(T13-1) 無 100 x 80 x 3 0.008 再塗装

小　計 0.044 0.00 0.14

S=1:20

 ブロック番号(34)

補　修　図

対傾構<起点側>

（起点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0116

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

マーク図

(1) (88)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

(34)

(3-1)

(T7-5)

(T1-1)

(3-4)

(T2-1)

(T4-1)

(T7-3)

(T10-1)

(T13-1)

(T7-1)

(T6-1)

(T6-2)

(T9-3)

(T9-2)
(T12-1)

(T7-4)

(T5-2)

(T8-1)
(T5-1)

(T9-4)

(T8-3)

(T9-1)

(3-3)

(3-2)

(T3-1)

(T7-2)

(T8-2)

(T11-1)
(T12-2)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(34) 対傾構<起点側>

20S=1:20

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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箇所
孔食

範囲
素地調整・
再塗装面積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(4-1) 有 350 x 80 x 5 0.028 0.24 0.32 部材補修

(4-2) 有 250 x 80 x 5 0.020 0.17 0.23 部材補修

(4-3) 有 80 x 80 x 5 0.006 0.05 0.07 部材補修

(4-4) 無 100 x 70 x 3 0.007 0.04 0.05 再塗装

(4-5) 有 80 x 60 x 5 0.005 0.04 0.06 金属パテ補修

(4-6) 無 80 x 80 x 3 0.006 0.03 0.04 再塗装

(4-7) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 0.03 再塗装

(4-8) 無 200 x 70 x 3 0.014 0.07 0.10エポキシ樹脂パテ補修

(4-9) 有 100 x 60 x 5 0.006 0.05 0.07 金属パテ補修

(4-10) 有 250 x 50 x 5 0.013 0.11 0.14 金属パテ補修

(4-11) 有 100 x 50 x 5 0.005 0.04 0.06
部材補修

(4-12) 有 200 x 200 x 5 0.040 0.34 0.46

(4-13) 無 200 x 70 x 3 0.014 0.07 0.10エポキシ樹脂パテ補修

(4-14) 無 150 x 50 x 3 0.008 0.04 0.05エポキシ樹脂パテ補修

(4-15) 無 600 x 80 x 3 0.048 0.24 0.33エポキシ樹脂パテ補修

(4-16) 無 300 x 100 x 3 0.030 0.15 0.21エポキシ樹脂パテ補修

(4-17) 無 200 x 30 x 3 0.006 0.03 0.04エポキシ樹脂パテ補修

(4-18) 無 130 x 40 x 3 0.005 0.03 0.04エポキシ樹脂パテ補修

(4-19) 無 100 x 80 x 3 0.008 0.04 0.06エポキシ樹脂パテ補修

(4-20) 無 250 x 40 x 3 0.010 0.05 0.07エポキシ樹脂パテ補修

(4-21) 無 300 x 40 x 3 0.012 0.06 0.08エポキシ樹脂パテ補修

(4-22) 有 200 x 150 x 5 0.030 0.26 0.35
部材補修

(4-23) 有 430 x 30 x 5 0.013 0.11 0.15

(T16-1) 無 80 x 50 x 3 0.004 0.02 0.03 部材補修

(T16-2) 有 200 x 150 x 5 0.030 0.26 0.35 部材補修

(T17-1) 有 150 x 60 x 5 0.009 0.08 0.10

部材補修
(T17-2) 無 100 x 70 x 3 0.007 0.04 0.05

(T18-1) 無 300 x 60 x 3 0.018 0.09 0.12

(T18-2) 無 120 x 70 x 3 0.008 0.04 0.06

(T19-1) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 0.03 部材補修

(T19-2) 有 200 x 70 x 5 0.014 0.12 0.16
部材補修

(T19-3) 無 300 x 150 x 4 0.045 0.31 0.41

(T19-4) 無 150 x 40 x 3 0.006 0.03 0.04 部材補修

(T22-1) 有 150 x 70 x 5 0.011 0.09 0.12 部材補修

(T22-2) 無 300 x 100 x 3 0.030 0.15 0.21 部材補修

(T23-1) 無 100 x 30 x 3 0.003 0.02 0.02 部材補修

(T23-2) 無 100 x 40 x 3 0.004 0.02 0.03 再塗装

(T23-3) 無 200 x 50 x 3 0.010 0.05 0.07 再塗装

(T25-1) 無 120 x 70 x 3 0.008 0.04 0.06 再塗装

(T25-2) 無 100 x 70 x 3 0.007 0.04 0.05 再塗装

(T25-3) 無 350 x 150 x 3 0.053 0.27 0.36 金属パテ補修

(T25-4) 無 300 x 60 x 3 0.018 0.09 0.12 金属パテ補修

(T26-1) 無 80 x 60 x 3 0.005 0.02 0.03 部材補修

小　計 0.296 0.79 0.75

（終点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0117

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(34)

補　修　図

対傾構<終点側>

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

マーク図

(1) (88)

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は

　　パテ整形+再塗装を行う。この時、健全部に30mm程度余裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済 )とする。

　・対傾構補修において起点側と終点側に補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

(34)

(T16-2)

(4-9)

(4-11)

(4-14)

(4-8) (4-12)

(T19-3)

(T25-4)

(4-10)

(4-13) (4-15)

(T19-1)

(T18-1)

(T16-1)

(T19-4)

(4-16) (4-17) (4-19) (4-21)

(4-18) (4-20)

(T17-1)

(T17-2)

(T23-3)

(T26-1)

(T18-2)

(T22-2)

(T25-3)

(4-7)

(T25-1)

(T23-1)

(4-22)

(4-23)

(T25-2)

(T19-2) (T22-1)

(4-6)

(4-5)
(4-3)

(4-2)

(4-1)

(4-4)

(T23-2)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(34) 対傾構<終点側>

S=1:20 21

取替箇所マーク図

取替箇所一覧表

取替部材 箇所

斜材 1

斜材 2

斜材 3

斜材3’

斜材 4

斜材 5

連結板6

連結板7

上弦材ガセット1

上弦材ガセット2

下弦材ガセット1

下弦材ガセット2

垂直材ガセット1

0

1

1

0

0

0

2

0

〈補修方針〉

　・可能減肉率及び閾値(減肉率10%)以上の損傷は部材補修を行う。

　・孔食箇所及び応力集中箇所は金属パテ補修を行う。

　・雨水滞水箇所はエポキシパテ補修を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装とする。

　・損傷状況に応じて適宜対策工法を変更すること。

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所

3

2

2

1

2

上弦材
ガセット1

上弦材
ガセット2

斜材4

垂直材
ガセット1

上弦材
ガセット1

上弦材
ガセット2

斜材1

斜材2

斜材3

斜材3 斜材3'

斜材3' 斜材3
斜材1

斜材2
斜材3

下弦材

ガセット1

下弦材

ガセット2

下弦材

ガセット1

下弦材

ガセット2

垂直材
ガセット1

斜材4 斜材5

連結板6 連結板6連結板7

74

Ｒ１徳土　鳴門公園線　鳴・撫養大桑島　橋梁補修工事



箇所
孔食

範囲
素地調整・
再塗装面積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(1-1) 有 80 x 50 x 5 0.004 0.05 金属パテ補修

(1-2) 無 260 x 60 x 3 0.016 再塗装

(1-3) 有 300 x 50 x 5 部材補修

(1-4) 無 120 x 30 x 3 0.004 再塗装

(1-5) 無 150 x 40 x 3 0.006 再塗装

(1-6) 無 270 x 40 x 3 0.011 再塗装

(1-7) 無 130 x 50 x 3 0.007 再塗装

(1-8) 無 70 x 60 x 3 0.004 再塗装

(1-9) 無 50 x 50 x 3 0.003 再塗装

(1-10) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 金属パテ補修

(1-11) 有 300 x 100 x 5 部材補修

(1-12) 無 200 x 100 x 3 0.020 再塗装

(1-13) 有 200 x 70 x 5 部材補修

(1-14) 無 700 x 70 x 3 0.049 再塗装

(1-15) 有 100 x 80 x 5 部材補修

(1-16) 有 250 x 50 x 5 部材補修

小　計 0.127 0.00 0.08

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

S=1:20

 ブロック番号(34)

補　修　図

主構<弦材・斜材・垂直材>

側面図(主構)

（左側）

垂
直

材
：
01

16

斜
材
：
01
16

上弦材：0116

下弦材：0316

斜
材
：
0116

垂
直
材

：
01
17

左側

起点側

マーク図

(1) (88)

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

(34)

(1-4)

(1-10)

(1-1)

(1-15)

(1-16)

(1-5)

(1-6)

(1-2)

(1-7)

(1-8)

(1-9)

(1-3) (1-11)

(1-12)
(1-13)

(1-14)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(34) 主構<左側>

22

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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箇所
孔食

範囲
素地調整・
再塗装面積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(2-1) 無 60 x 60 x 3 0.004 再塗装

(2-2) 無 150 x 80 x 3 0.012 再塗装

(2-3) 無 130 x 80 x 3 0.010 再塗装

(2-4) 有 130 x 60 x 5 部材補修

(2-5) 無 30 x 40 x 3 0.001 再塗装

(2-6) 無 200 x 80 x 3 0.016 再塗装

(2-7) 有 100 x 80 x 5 0.008 0.09 金属パテ補修

(2-8) 無 150 x 70 x 3 0.011 再塗装

(2-9) 無 300 x 120 x 3 0.036 再塗装

(2-10) 無 150 x 40 x 3 0.006 再塗装

(2-11) 無 120 x 30 x 3 0.004 再塗装

小　計 0.107 0.00 0.09

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(34)

補　修　図

主構<弦材・斜材・垂直材>

右側

側面図(主構)

（右側）

垂
直

材
：
02

16

上弦材：0216

下弦材：0416

斜
材
：
02
16

垂
直
材

：
02
17 斜

材
：
0216

起点側

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

マーク図

(1) (88)

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

(34)

(2-5)

(2-4)

(2-9)
(2-3)

(2-8)

(2-11)

(2-6)

(2-1)

(2-10)

(2-2)

(2-7)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(34) 主構<右側>

23

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所

74

Ｒ１徳土　鳴門公園線　鳴・撫養大桑島　橋梁補修工事



箇所
孔食

範囲
素地調整・
再塗装面積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(5-1) 無 2600 x 50 x 4 0.130 再塗装

(5-2) 有 300 x 80 x 5

部材補修(5-3) 無 300 x 50 x 4

(5-4) 有 400 x 70 x 5

(5-5) 有 80 x 80 x 5 0.006 0.07 金属パテ補修

(5-6) 有 500 x 30 x 5 部材補修

(5-7) 有 400 x 120 x 5 部材補修

(5-8) 有 600 x 30 x 5 部材補修

(5-9) 有 1200 x 20 x 5 部材補修

(5-10) 有 100 x 100 x 5 0.010 0.12 金属パテ補修

(5-11) 無 150 x 80 x 3

部材補修

(5-12) 無 80 x 70 x 3

(5-13) 無 150 x 40 x 3

(5-14) 有 100 x 50 x 5

(5-15) 無 120 x 50 x 3

(5-16) 無 300 x 50 x 3

(5-17) 無 200 x 50 x 3

(5-18) 無 800 x 40 x 3

(5-19) 無 350 x 40 x 3

(5-20) 有 600 x 200 x 5 部材補修

(5-21) 有 300 x 80 x 5

部材補修

(5-22) 有 130 x 80 x 5

(5-23) 有 90 x 70 x 5

(5-24) 無 380 x 80 x 3

(5-25) 有 450 x 50 x 3

(5-26) 無 80 x 40 x 3

小　計 0.146 0.00 0.19

S=1:20

 ブロック番号(34)

補　修　図

主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

横
桁

：
01
16

横
桁

：
02
16

主桁：0116

縦桁：0116

縦桁：0216

上
横
構
：
01
16

上
横
構
：
0116

主桁：0116

縦桁：0316

縦桁：0416

主桁：0316

縦桁：0516

縦桁：0616

主桁：0416

（主桁・縦桁・横桁・上横構）

平面図
（下横構）

平面図

下
横
構
：
01
16

下
横
構
：
0116

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

マーク図

(1) (88)

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。この時、健全部に30mm程度余裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とする。

　・対傾構補修において起点側と終点側に補修ヵ所がある場合は

　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

(5-20)

(34)

(5-9)

(5-25)

(5-26)

(5-21)

(5-5)(5-4)

(5-2)

(5-3)(5-1)

(5-10)(5-7)

(5-8)(5-6)

(5-14)

(5-13)

(5-17)

(5-18)

(5-16)

(5-15)

(5-24)

(5-23)

(5-22)

(5-12)

(5-11)

(5-19)

起点側 終点側 起点側 終点側

左
側

左
側

右
側

右
側

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(34)
主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

24

取替箇所一覧表

取替部材 箇所

上横構 弦材

上横構 ガセット(対傾構上弦材)

上横構 ガセット(主構上弦材)

0

0

0

2

1

0

下横構 弦材

下横構 ガセット(対傾構下弦材)

下横構 ガセット(主構下弦材)

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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 ブロック番号(34)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10 25

S=1:10補 修 詳 細 図

主構(左側)

補修詳細図  ブ ロック番号 (34 )　 主構<左側>
注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

補修詳細
(1-3,11)

1 0
C

A - A
断面図

： 損 傷 箇所

A A

側面図

垂直 材補修 数 量 ( 1 箇所 当 たり )　 ※ 2箇所

　鋼材 数量    20  k g

　ボ ルト数 量   8  本

　素 地調 整  　 　　 0. 2 9 1 m 2

　孔 明工              8  ヶ

　不 陸調 整材      0 .7 8 1  k g

　現 場塗 装工      0 .3 3 1  m 2

2 -P L  41 0 x9 x 28 0 (S S 4 00 )

8 -T C B  M 2 2x 7 0 ( S1 0 T )

※ウェブあて板において、トルシアボルトは
　健全部に4本以上定着すること

A A

側面図

補修詳細
 (1-16)

1 0
C

A - A
断面図

垂 直 材補 修 数 量

　 鋼 材数 量     13  k g

　 ボ ルト 数 量    4  本

　 素 地調 整  　 　 　 0 .1 9 3  m2

　 孔 明 工              4  ヶ

　 不 陸調 整 材      0 . 49 0  kg

　 現 場塗 装 工      0 . 21 3  m2

2 - L  9 0 x9 0 x1 0 x4 0 0

4 - T CB  M2 2 x7 0  ( S 1 0T )

t = 2 mm

1 0 C

A - A

斜 材補 修数量

　 鋼材数量     16  k g

　 ボルト 数量    4 本

　素 地調整  　 　　 0 . 24 2  m2

　孔 明工              4 ヶ

　不 陸調整材      0 . 6 48  kg

　現 場塗装工      0 . 2 62  m2

2- L  9 0 x9 0 x1 0 x 53 0

4- T CB  M2 2 x7 0  (S 1 0T )

側面図

A A

1 0
C

B

B

断面図
B - B
断面図

補修詳細
 (1-15)

t= 2 m m

8 0
C

※鋼材長は損傷範囲より2×90mm以上延長する

A A

TCB交換

B B

1 0
C

側面図

B - B

補修詳細
 (1-13)

1 0
C

A - A
断面図 断面図

斜材補 修数量

　鋼材数 量     1 5 k g

　ボルト 数量    8 本

　素 地調整  　 　　 0 . 19 3  m2

　孔 明工              4 ヶ

　不 陸調整材      0 . 4 90  k g

　現 場塗装工      0 . 2 33  m 2

2- L  9 0 x9 0 x 10 x 40 0

4- T CB  M2 2 x 70  (S 1 0T )

4- T CB  M2 2 x 75  (S 1 0T )

　リベッ ト撤去 数量　  4 本

< あて 板 補修 施 工順 序 >

1 . 既設 リ ベット 撤 去 (片 側 2箇 所）
2 . 鋼材 補 修 (リベ ッ ト部 S 1 0T 締 付 )

3 . 既設 リ ベット 撤 去 (片 側 2箇 所）
4 . 鋼材 補 修 (リベ ッ ト部 S 1 0T 締 付 )
5 . 垂直 材 ウェブ 部 締付

※鋼材長は損傷範囲より1×90mm以上延長する

マーク図
（左側）

垂
直
材
：
0
1
1
6

斜
材

：
0 1

16

上弦材：0116

下弦材：0316

斜
材
：
011

6

垂
直
材
：
0
1
1
7

起点側

(1-15)

(1-16)

(1-3) (1-11)

(1-13)
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L  90 x 9 0x 1 0

エポキ シ樹脂  t = 2m m

2 1
8
0

9

2 00

9
9 2

4 04 0

3 10

1 5 2 80 1 5

4
1
0

40 200 40

28015 15

5
5

310

4
0

3
x
1
0
5
=
3
1
5

4
0

2
90

50
40

L 90x90x10

L  90 x 90 x 1 0

エポ キ シ樹 脂  t= 2 m m

9
0

2 1
8
0

9

3 1 0

553 5

9 0 2

損
傷

範
囲

エ ポキ シ 樹脂

4
0

3
x
1
0
6
.
7
=
3
2
0

4
0
0

L  9 0x 9 0x 1 0

エ ポキシ 樹脂  t = 2m m

9
0

21
8
0

9

3 10

55 3 5

9 02

2 9 0

55 3 5L  90 x 9 0x 1 0

損
傷

範
囲

9
0
m
m
以

上
確

保

92
9
0

5
5
3
5

6512095

280 1515

9
5

1
1
5

4
0

2
5
0

1
0

9 0 2

9

L 9 0x 9 0x 1 0

エポキ シ樹脂  t = 2 mm

ステ ィフナ -

5
5

3
5

9
0

2

エ ポキ シ樹 脂

2

90

50

40

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

 
t
=
2
m
m

L 90x90x10

既 設リ ベ ッ ト 撤 去 ・

L 90x90x10 エポキシ樹脂 t=2mm

9
0

21
8
0

9

50
40

2

90

310

TCB M22

1
0
0

L  9 0x 9 0x 1 0

エ ポ キシ 樹 脂  t= 2 m m

9
0

2 1
8
0

9

3 10

5 53 5

90 2

4
0

4
0
0

8
0

3
x
9
3
.
3
=
2
8
0

損
傷

範
囲

9
0
m
m
以

上
確

保

4
0

8
0



 ブロック番号(34)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10 26

S=1:10補 修 詳 細 図

主構(右側)

補修詳細図  ブ ロック番号 (34 )　 主構<右側>
注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

A

A

　鋼材数 量     1 2 k g

　ボル ト数量    4  本

　素 地調整  　 　　 0 . 18 0  m2

　孔 明工              4 ヶ

　不 陸調整材      0 . 4 49  k g

　現 場塗装工      0 . 2 40  m 2

2 - L 1 0 0x 7 5x 1 0x 4 00

4 - TC B  M2 0 x6 0  ( S 10 T )

斜材 補修 数量

断
面
図

側
面
図

補
修
詳
細

 (
2-
4)

A 
-  
A

※
平

均
値
：

1 8
0

1
0
C

※鋼材長は損傷範囲より2×100mm以上延長する

マーク図

（右側）

垂
直

材
：

0
21
6

上弦材：0216

下弦材：0416

斜
材
：
02
16

垂
直

材
：
0
2
1
7

斜
材
：
0
216

起点側

(2-4)
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3
x1

0
6.

6 =
3
20

4
0

40

2
7 5

4 5
3 0

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

 
t=

2
mm

L
 1

0 0
x
75

x 1
0

4
00 10

0 m
m以

上
確
保

1
00

m
m以

上
確

保

損
傷

範
囲

2
7 5

4 5
3 0

3 0 4～
3 1 0

L  
1
0 0

x 7
5x

1
0

1
0
0
2

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

 t
=
2m

m

9

  
  

  
B

T
C
B  

M 2
0



工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10補 修 詳 細 図

主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

補 修詳細図 ブロ ック番号(34)
主 桁・縦桁 ・横桁・横 構・主構 上弦材・ 対傾構上 弦材

注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

S=1:10 27

 ブロック番号(34)

対 傾 構上 弦 材補 修 数量

　 鋼材 数 量     5 8  k g

　 ボ ルト 数量   2 4  本

　 素地 調整  　 　 　 0 . 9 44  m 2

　 孔明 工             2 4 ヶ

　 不陸 調整 材      2 . 5 96  k g

　 現場 塗装 工      1 . 0 40  m 2

2 4 -T C B M 20 x 65 ( S1 0 T )

6 - L 7 5x 7 5x 9 x8 2 1

正面図

補修詳細
(4-1,2,3)

断面図
A -  A

側面図

補修詳細
(5-2,3,4)

断面図
A - A

平面図
C -  C

損 傷箇 所 ：

　 素 地調整  　 　 　 0 . 39 5  m2

　 孔 明工              8 ヶ

　 不 陸調整材      1 . 0 78  k g

　 現 場塗装工      0 . 4 35  m 2

主 桁補修 数量 ( 5 -2 , 3 ,4 )

　 鋼材 数 量     28  k g

　 ボル ト 数 量    8  本

　鋼 材数量     6 6  kg

　ボ ルト数量    1 2  本

　 素地 調整  　 　　 0 . 4 95  m 2

　 孔明 工             1 2 ヶ

　 不陸 調整 材      2. 0 56  k g

　現 場 塗装 工      0 . 55 7  m2

補修詳細
(5-6～9)

側面図

補修詳細
(5-6～9)断面図

A - A

平面図
C -  C

損傷 箇 所 ：

　素地 調整  　　 　 0 .9 9 1  m 2

　孔明 工             2 0  ヶ

　不陸 調整 材      2 .7 4 2  k g

　現場 塗装 工      1 .0 5 2  m 2

主桁 補修数 量 ( 5- 6 ～ 9 )

　鋼材 数量     6 9  k g

　ボル ト数 量   2 0  本

横
桁
：

0
1
1
6

横
桁
：

0
2
1
6

主桁：0116

縦桁：0116

縦桁：0216

上
横
構
：
01
16

上
横
構
：
0116

主桁：0116

縦桁：0316

縦桁：0416

主桁：0316

縦桁：0516

縦桁：0616

主桁：0416

（主桁・縦桁・横桁・上横構） （下横構）

下
横
構
：
01
16

下
横
構
：
0116

(5-20)

(5-9)

(5-25)

(5-26)

(5-21)

(5-4)

(5-2)

(5-7)

(5-8)(5-6)

(5-14)

(5-13)

(5-17)

(5-18)

(5-16)

(5-15)

(5-24)

(5-23)

(5-22)

(5-12)

(5-11)

(5-19)

起点側 終点側 起点側 終点側

左
側

左
側

右
側

右
側

下横構弦材及び
ガセットプレート取替

（終点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0117

(4-3)

(4-2)

(4-1)

マーク図マーク図マーク図

(5-3)

A

A

A

A

C C

2- L  90 x 90 x 10 x 88 0

8- T C B M 22 x 70 ( S1 0 T )

=
3
4
0

4 -L  9 0x 9 0x 1 0x 1 12 0

外縦桁現場添接部

B - B

A - A

C - C

C

A

C

A

B

B

1 2- T CB  M 22 x 90 ( S1 0 T)

A

A

C C

8 - L 9 0 x9 0 x1 0 x5 6 0

2 0 -T C B  M 2 2x 7 0( S 10 T )

'c '部詳細図
S=1:5

' c '部詳細図
S=1:5

' a'部詳細図
S=1:5

' b '部詳細図
S=1:5
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7x91.6=641 9090

821

L  75 x 75 x 9

1 6 0

4
5

2

1
8
4

10 10

1
3
7

7x91.6=641 9090

821
10

' c '

4
0

5
0 9
0

2

4 0 4 0

1 3 6 0

2 8 04 × 1 20 = 48 0 4 0

' c'

4 0

16 0 0

4× 12 0 = 48 0 40 4 04× 12 0 = 48 04 0

C 5
5 C 5 5 C 5

5 C 5 5

外 側内 側
1
8
0

9
0

2 92

9
0

L -9 0 x9 0 x 10

エポキシ 樹脂  t = 2m m

7 57 58 07 57 5

5
5

4
@
8
5

4 0 1 2 0 12 0 9 0 3 8 0 9 0 1 2 0 1 20 4 0

1 1 20

1 0 4 6 0 1 0

5
5

φ 2 4 . 5孔

φ 4 0 孔

1
8
0

φ 4 0 孔
4 0 7 5 7 5 8 0 7 5 7 5 4 0

4 6 0

5
6
.
5

3
3
.
59
0

3 3 0 33 0

1 1 20

5
3

3
7

9
0

3
4
4
0

7
4

外
側

内
側

外 側 内側

'a '

' b '

5
0
4
0

2
9
0

エ ポキシ樹 脂  t =2 m m

エポ キシ樹 脂  t= 4 m m

外 側内 側

1
8
0

9
0

2 92

9
0

L - 9 0x 9 0 x1 0

エ ポキシ樹 脂  t =2 m m

C 1
0

エポ キシ 樹 脂  t = 2m m

補 強材 　 L - 9 0x 9 0 x1 0

ト ルシア 型 高力 ボルト
2

5
0

4
0

9
0

C 1
0

エ ポキシ 樹脂  t =2 m m

補 強 材　 L - 90 x 9 0x 1 0

トル シア 型 高力 ボ ルト

2
5
0

4
0

9
0

9 0 4 2 54 9 0

補 強材 　 L- 9 0 x9 0 x 10

エポ キシ 樹 脂  t = 2m m

エポ キ シ樹 脂  t= 4 m m

φ
4
0

5
3

3
7

9
0

φ 4 0

5 6. 5 33 . 5

90

R =
1 0

1 0



S=1:20

 ブロック番号(35)

補　修　図

対傾構<起点側>

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

マーク図

(1) (88)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

（起点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0116

(T4-3)

(T7-2)
(T10-1)

(T11-2)

(T11-1)

(T3-1)

(T3-2)

(T9-5)

(T2-1)

(3-5)

(3-1)

(T7-1)

(3-4)

(T9-6)

(T9-4)

(T9-3)

(T9-2)

(T9-1)

(T11-3)

(T8-1)

(T6-1)

(T6-2)

(3-2) (3-3)

(T4-2)

(T4-1)

(35)

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整・
再 塗 装 面積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(3-1) 有 250 x 60 x 3 部材補修

(3-2) 有 400 x 100 x 5 部材補修

(3-3) 有 800 x 80 x 5 部材補修

(3-4) 有 50 x 50 x 5 0.003 0.03 金属パテ補修

(3-5) 有 80 x 50 x 5 0.004 0.05 金属パテ補修

(T2-1) 無 70 x 30 x 3 部材補修

(T3-1) 無 120 x 70 x 3
部材補修

(T3-2) 有 70 x 60 x 5

(T4-1) 無 130 x 100 x 3 部材補修

(T4-2) 無 60 x 50 x 3
部材補修

(T4-3) 無 80 x 30 x 3

(T6-1) 有 150 x 50 x 5 部材補修

(T6-2) 有 100 x 60 x 5 部材補修

(T7-1) 有 100 x 40 x 5
部材補修

(T7-2) 有 200 x 70 x 5

(T8-1) 有 120 x 30 x 5 部材補修

(T9-1) 無 150 x 60 x 4

部材補修

(T9-2) 有 300 x 80 x 5

(T9-3) 有 150 x 80 x 5

(T9-4) 有 80 x 80 x 5

(T9-5) 無 150 x 70 x 3

(T9-6) 有 120 x 50 x 5

(T10-1) 無 130 x 70 x 4 部材補修

(T11-1) 有 120 x 60 x 5

部材補修(T11-2) 無 80 x 60 x 3

(T11-3) 有 120 x 40 x 5

小　計 0.007 0.00 0.075

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(35) 対傾構<起点側>

28S=1:20

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(35)

補　修　図

対傾構<終点側>

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

マーク図

(1) (88)

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は

　　パテ整形+再塗装を行う。この時、健全部に30mm程度余裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済 )とする。

　・対傾構補修において起点側と終点側に補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

（終点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0117

(4-10)

(T22-2)

(4-8)

(T16-4)

(4-15)(4-11)

(T22-3)

(T18-1)

(T16-1)

(T16-5)

(4-9) (4-12) (4-14)

(4-13)

(4-16)

(T23-3)

(T25-1)

(T23-1)

(T19-3)

(T17-3)

(4-1)

(T26-1)

(4-6)

(4-5)

(T26-3)

(T19-5)

(T16-2)

(T19-4)
(T22-4)

(T19-2)

(T19-1)

(T17-2)

(T18-2)

(T20-3)

(T24-1)

(T20-4)

(T23-2)

(T20-2)

(T26-2)

(4-7)

(T14-1)

(4-2)

(T17-1)

(4-3)
(4-4)

(T22-1)

(T21-1)

(T20-1)

(T16-3)

(35)

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整 ・
再 塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(4-1) 無 90 x 70 x 3 0.006 0.03 エポキシ樹脂パテ補修

(4-2) 無 150 x 50 x 4 0.008 0.07 金属パテ補修

(4-3) 無 70 x 50 x 3 0.004 0.02 金属パテ補修

(4-4) 無 100 x 50 x 4 0.005 0.05 金属パテ補修

(4-5) 有 150 x 70 x 5 0.011 0.12 金属パテ補修

(4-6) 無 100 x 50 x 4 0.005 再塗装

(4-7) 無 150 x 30 x 4 0.005 0.04 金属パテ補修

(4-8) 有 200 x 100 x 5 部材補修

(4-9) 無 350 x 60 x 3 0.021 0.11 エポキシ樹脂パテ補修

(4-10) 無 120 x 50 x 3 0.006 0.03 エポキシ樹脂パテ補修

(4-11) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 エポキシ樹脂パテ補修

(4-12) 無 80 x 60 x 3 0.005 0.02 エポキシ樹脂パテ補修

(4-13) 無 150 x 50 x 3 0.008 0.04 エポキシ樹脂パテ補修

(4-14) 無 180 x 50 x 4 部材補修

(4-15) 無 250 x 70 x 3 0.018 0.09 エポキシ樹脂パテ補修

(4-16) 無 70 x 60 x 3 0.004 0.03 金属パテ補修

(T14-1) 有 80 x 50 x 5 0.004 0.05 金属パテ補修

(T16-1) 無 450 x 70 x 4

部材補修

(T16-2) 有 500 x 80 x 5

(T16-3) 無 300 x 80 x 4

(T16-4) 無 300 x 70 x 4

(T16-5) 無 150 x 80 x 3

(T17-1) 有 100 x 50 x 5

部材補修(T17-2) 有 200 x 50 x 5

(T17-3) 有 200 x 80 x 5

(T18-1) 無 60 x 50 x 4
部材補修

(T18-2) 有 100 x 50 x 5

(T19-1) 無 100 x 50 x 3

部材補修

(T19-2) 有 400 x 50 x 5

(T19-3) 有 300 x 70 x 5

(T19-4) 有 350 x 70 x 5

(T19-5) 有 300 x 70 x 5

(T20-1) 無 150 x 40 x 3

部材補修
(T20-2) 無 150 x 50 x 3

(T20-3) 有 200 x 60 x 5

(T20-4) 無 130 x 40 x 3

(T21-1) 無 300 x 100 x 4 部材補修

(T22-1) 無 300 x 50 x 4

部材補修
(T22-2) 無 300 x 100 x 4

(T22-3) 無 300 x 40 x 3

(T22-4) 有 200 x 70 x 5

(T23-1) 無 300 x 100 x 3

部材補修(T23-2) 有 50 x 30 x 5

(T23-3) 無 150 x 50 x 4

(T24-1) 有 300 x 100 x 5 部材補修

(T25-1) 無 200 x 60 x 4 0.012 再塗装

(T26-1) 無 100 x 40 x 3 0.004 0.03 金属パテ補修

(T26-2) 無 60 x 40 x 3 0.002 0.02 金属パテ補修

(T26-3) 有 70 x 50 x 5 部材補修

合計 0.131 0.347 0.420

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(35) 対傾構<終点側>

S=1:20 29

取替箇所マーク図

取替箇所一覧表

取替部材 箇所

斜材 1

斜材 2

斜材 3

斜材3’

斜材 4

斜材 5

連結板6

連結板7

上弦材ガセット1

上弦材ガセット2

下弦材ガセット1

下弦材ガセット2

垂直材ガセット1

0

2

1

0

0

2

1

0

〈補修方針〉

　・可能減肉率及び閾値(減肉率10%)以上の損傷は部材補修を行う。

　・孔食箇所及び応力集中箇所は金属パテ補修を行う。

　・雨水滞水箇所はエポキシパテ補修を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装とする。

　・損傷状況に応じて適宜対策工法を変更すること。

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所

4

1

2

1

2

上弦材
ガセット1

上弦材
ガセット2

斜材4

垂直材
ガセット1

上弦材
ガセット1

上弦材
ガセット2

斜材1

斜材2

斜材3

斜材3 斜材3'

斜材3' 斜材3
斜材1

斜材2
斜材3

下弦材

ガセット1

下弦材

ガセット2

下弦材

ガセット1

下弦材

ガセット2

垂直材
ガセット1

斜材4 斜材5

連結板6 連結板6連結板7
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(35)

補　修　図

主構<弦材・斜材・垂直材>

左側

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

側面図(主構)

（左側）

垂
直

材
：
01

16

斜
材
：
01
16

上弦材：0116

下弦材：0316

斜
材
：
0116

垂
直
材

：
01
17

起点側

(1-16)
(1-1)

(1-31)

(1-5)

(1-11)

(1-13)

(1-14)

(1-29)

(1-6)

(1-7)

(1-8)

(1-9)

(1-2)

(1-12)

(1-10)

(1-15)

(1-19)

(1-22)

(1-28)

(1-26)

(1-24)

(1-32)

(1-3)

(1-18)

(1-20)

(1-21)

(1-23)

(1-25)

(1-27)

(1-4)

(1-17)

(1-30)

マーク図

(1) (88)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

(35)

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整 ・
再 塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(1-1) 有 150 x 50 x 5 0.008 0.09 金属パテ補修

(1-2) 有 80 x 60 x 5 0.005 0.06 金属パテ補修

(1-3) 無 90 x 50 x 3 0.005 再塗装

(1-4) 無 250 x 120 x 3 0.030 0.21 金属パテ補修

(1-5) 有 60 x 30 x 5 0.002 0.02 金属パテ補修

(1-6) 有 250 x 50 x 5 部材補修

(1-7) 無 150 x 70 x 3 0.011 再塗装

(1-8) 無 700 x 70 x 3 0.049 再塗装

(1-9) 有 200 x 70 x 5 部材補修

(1-10) 無 100 x 50 x 3 0.005 再塗装

(1-11) 無 60 x 30 x 3 0.002 再塗装

(1-12) 無 60 x 30 x 3 0.002 再塗装

(1-13) 無 100 x 40 x 3 0.004 再塗装

(1-14) 無 200 x 30 x 4 0.006 再塗装

(1-15) 有 200 x 50 x 5 部材補修

(1-16) 無 150 x 80 x 3 0.012 0.08 金属パテ補修

(1-17) 無 150 x 70 x 3 0.011 0.07 金属パテ補修

(1-18) 無 120 x 50 x 3 0.006 0.04 金属パテ補修

(1-19) 有 50 x 50 x 5 0.003 0.03 金属パテ補修

(1-20) 無 100 x 80 x 3 0.008 0.06 金属パテ補修

(1-21) 無 300 x 60 x 3 0.018 0.12 金属パテ補修

(1-22) 無 200 x 70 x 4 0.014 0.13 金属パテ補修

(1-23) 無 70 x 50 x 3 0.004 0.02 金属パテ補修

(1-24) 無 100 x 50 x 4 0.005 0.05 金属パテ補修

(1-25) 無 120 x 70 x 3 0.008 0.06 金属パテ補修

(1-26) 無 130 x 50 x 3 0.007 0.04 金属パテ補修

(1-27) 無 200 x 50 x 3 0.010 0.07 金属パテ補修

(1-28) 無 60 x 50 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(1-29) 有 60 x 60 x 5 部材補修

(1-30) 無 100 x 60 x 3 部材補修

(1-31) 有 120 x 70 x 5 部材補修

(1-32) 無 200 x 80 x 3 部材補修

小　計 0.234 0.00 1.165

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(35) 主構<左側>

30

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(35)

補　修　図

主構<弦材・斜材・垂直材>

右側

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

側面図(主構)

（右側）

垂
直

材
：
02

16

上弦材：0216

下弦材：0416

斜
材
：
02
16

垂
直
材

：
02
17 斜

材
：
0216

起点側

(2-9)
(2-8)

(2-4)
(2-7)

(2-1)

(2-6)

(2-5)

(2-3)

(2-2)

マーク図

(1) (88)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

(35)

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整 ・
再 塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(2-1) 無 200 x 200 x 3 0.040 0.28 金属パテ補修

(2-2) 無 150 x 80 x 4 0.012 再塗装

(2-3) 有 100 x 80 x 5 部材補修

(2-4) 無 80 x 60 x 3 0.005 再塗装

(2-5) 無 120 x 100 x 3 0.012 再塗装

(2-6) 有 80 x 50 x 5 0.004 0.05 金属パテ補修

(2-7) 無 80 x 80 x 3 0.006 再塗装

(2-8) 無 80 x 80 x 3 0.006 再塗装

(2-9) 無 150 x 40 x 3 0.006 再塗装

小　計 0.092 0.00 0.32

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(35) 主構<右側>

31

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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S=1:20

 ブロック番号(35)

補　修　図

主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。この時、健全部に30mm程度余裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とする。

　・対傾構補修において起点側と終点側に補修ヵ所がある場合は

　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

横
桁
：
01

16

横
桁
：
02

16

主桁：0116

縦桁：0116

縦桁：0216

上
横
構
：
01
16

上
横
構
：
0116

主桁：0116

縦桁：0316

縦桁：0416

主桁：0316

縦桁：0516

縦桁：0616

主桁：0416

（主桁・縦桁・横桁・上横構）

平面図
（下横構）

平面図

下
横
構
：
01
16

下
横
構
：
0116

(5-13)

(5-17)

(5-1)

(5-3)

(5-6)

(5-7)

(5-5)

(5-2)

(5-4)

(5-15)

(5-14)

(5-12)

(5-11)

(5-10)

(5-9)

(5-8)

(5-16)

起点側 終点側 起点側 終点側

左
側

左
側

右
側

右
側

マーク図

(1) (88)

(35)

箇所
孔食

範囲
素 地調 整 ・
再 塗装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(5-1) 有 150 x 100 x 5 部材補修

(5-2) 無 150 x 100 x 4 0.015 0.14 金属パテ補修

(5-3) 無 300 x 300 x 3 0.090 0.46 エポキシ樹脂パテ補修

(5-4) 無 200 x 80 x 3 0.016 0.08 エポキシ樹脂パテ補修

(5-5) 無 80 x 40 x 4 0.003 0.02 エポキシ樹脂パテ補修

(5-6) 無 40 x 40 x 4 0.002 0.01 エポキシ樹脂パテ補修

(5-7) 無 80 x 40 x 4 0.003 0.02 エポキシ樹脂パテ補修

(5-8) 有 500 x 50 x 5 部材補修

(5-9) 無 250 x 80 x 4

部材補修

(5-10) 無 70 x 40 x 3

(5-11) 有 130 x 70 x 5

(5-12) 無 100 x 60 x 3

(5-13) 有 200 x 80 x 5

(5-14) 無 200 x 80 x 4

(5-15) 有 70 x 60 x 5

(5-16) 有 150 x 70 x 5

(5-17) 無 90 x 90 x 3 0.008 0.06 金属パテ補修

小　計 0.137 0.60 0.19

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(35)
主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

32

取替箇所一覧表

取替部材 箇所

上横構 弦材

上横構 ガセット(対傾構上弦材)

上横構 ガセット(主構上弦材)

0

0

0

1

1

0

下横構 弦材

下横構 ガセット(対傾構下弦材)

下横構 ガセット(主構下弦材)

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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 ブロック番号(35)

A A

t = 2m m

A A

TCB交換

B B

A

A

t= 2 m m

(1-31)

(1-29)

(1-6)

(1-9)

(1-15)

(1-32)

(1-30)

A

A

TCB交換

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10 33

S=1:10補 修 詳 細 図

主構(左側)

補修詳細図  ブ ロック番号 (35 )　 主構<左側>
注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

側面図

補修詳細
 (1-6,29(30),32)

1 0
C

A - A
断面図

垂直材 補 修数 量 ( 1箇 所当 た り )  ※ 3 箇所

　鋼材 数 量     1 3 k g

　ボル ト 数量    4  本

1 0
C

側面図

B - B

補修詳細
 (1-9)

1 0
C

A -  A
断面図 断面図

斜 材補修 数量

　鋼 材数量     1 5  kg

　ボ ルト数 量    8  本

　素地 調整  　　 　 0 .1 9 3  m 2

　孔明 工              4  ヶ

　不陸 調整材      0 . 49 0  k g

　現場 塗装工      0 . 23 3  m 2

2 - L 9 0x 9 0 x1 0 x4 0 0

4 - TC B  M 2 2 x7 0  ( S 10 T )

4 - TC B  M 2 2 x7 5  ( S 10 T )

　リ ベット 撤去数 量　  4  本

< あ て板 補修施 工順序 >
1 .既 設 リベ ット撤 去 (片側 2箇 所）

2 .鋼 材 補修 (リ ベット部 S 10 T 締付 )
3 .既 設 リベ ット撤 去 (片側 2箇 所）

4 .鋼 材 補修 (リ ベット部 S 10 T 締付 )
5 .垂 直 材ウ ェブ部 締付

※鋼材長は損傷範囲より1×90mm以上延長する

垂 直材補 修 数 量

　 鋼材数 量     7 k g

　 ボルト 数 量   3 本

　 素 地調整  　　 　 0 .1 2 1  m 2

　 孔明 工              3  ヶ

　 不陸 調整 材      0 . 28 6  kg

　 現場 塗装 工      0 . 13 3  m2

2 - L 7 5 x7 5 x9 x 28 0

3 - TC B  M2 0 x6 5  ( S 10 T )

側面図

1 0
C

A - A
断面図

補修詳細
 (1-31)

断
面
図

側
面
図

補
修
詳
細

 (1-15)

A - A

※
平

均
値

：
1
8
0

1 0 C

　鋼材 数量     1 5  k g

　ボル ト数量   8  本

2 - L  1 0 0x 7 5x 1 0x 4 4 0

4 - T CB  M2 0 x6 5  ( S 1 0T )

斜 材補修 数量

4 -T C B M 22 x 75  ( S1 0 T)

　リベ ット撤 去数量 　  4  本

<あ て板補 修施工 順序 >
1. 既 設リベッ ト撤去 (片側 2箇所 ）

2. 鋼材 補修 (リベ ット部 S1 0 T 締付 )
3. 既 設リベッ ト撤去 (片側 2箇所 ）
4. 鋼材 補修 (リベ ット部 S1 0 T 締付 )

5. 斜 材ウェ ブ部締 付

※鋼材長は損傷範囲より2×100mm以上延長する

　 素地調 整  　 　 　 0 . 1 93  m 2

　 孔明工              4 ヶ

　 不陸調 整 材      0. 4 90  k g

　 現場塗 装 工      0. 2 33  m 2

2- L  90 x 90 x 10 x 40 0

4- T C B M 22 x 70  (S 1 0 T)

　 素地調整  　 　　 0 . 1 95  m 2

　 孔明工             4  ヶ

　 不陸調整 材      0 . 4 93  k g

　 現場塗装 工      0 . 2 31  m 2

マーク図
（左側）

垂
直
材

：
0
1
1
6

斜
材
：
0
11
6

上弦材：0116

下弦材：0316

斜
材

：
0 1

16

垂
直

材
：

0
1
1
7

起点側
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L 90x90x10

L 9 0x 9 0x 1 0

エポ キシ樹 脂  t= 2 m m

エポ キシ 樹脂

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

 
t
=
2
m
m

L 90x90x10

既 設リ ベ ッ ト 撤去 ・

L 90x90x10 エポキシ樹脂 t=2mm

TCB M22

L  90 x 90 x 1 0

エポキ シ樹脂  t = 2 mm

L  75 x 75 x 9

L  7 5x 7 5x 9

エ ポキ シ 樹脂  t = 2m m

ス ティ フナ -

エポ キ シ樹 脂

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

 t
=
2m

m

L
 1

0
0 x

75
x1

0

既 設 リ ベッ ト 撤 去 ・

L 
1 0

0
x7

5 x
10

エ
ポ

キ
シ

樹
脂
 
t=

2m
m

T C
B 

M2
0

4
0

2
90

50

40

9
0

2 1
8
0

9

3 10

5 53 5

90 2

損
傷

範
囲

4
0

3
x
1
0
6
.
7
=
3
2
0

4
0
0

2
90

50
40

9
0

21
8
0

9

50
40

2
90

310

1
0
0

9
0

2 1
8
0

9

3 1 0

5 53 5

9 0 2

4
0

4
0
0

8
0

3
x
9
3
.
3
=
2
8
0

損
傷

範
囲

9
0
m
m
以

上
確

保

4
0

8
0

402x100=20040

280 1515

9 0 2

9

4
5
3
0

7
5

2

92
7
5

4
5
3
0

3x
1 0

6 .
7
= 3

2 0

80
2

7 5

45

3 0

4
4 0

10
0
m m

以
上

確
保

損
傷

範
囲

2
7 5

4 5

3 0

3 0
4 ～

3 1
0

1
00

2

9

  
  

  
B

40

1
0
0m

m以
上

確
保



 ブロック番号(35)

A A

B

B

t = 2 mm

(2-3)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10 34

S=1:10補 修 詳 細 図

主構(右側)

補修詳細図  ブ ロック番号 (35 )　 主構<右側>
注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

10 C

A  -  A

斜 材補 修 数 量

　 鋼材 数 量     2 3 k g

　 ボル ト 数量    6  本

　 孔 明工              6 ヶ

　 不 陸調 整 材      0. 9 30  k g

2- L  90 x 90 x 10 x 76 0

6- T C B M 22 x 70  (S 1 0T )

側面図

1 0 C

断面図
B -  B
断面図

補修詳細
 (2-3)

8 0
C

5 5 C

※鋼材長は損傷範囲より2×90mm以上延長する

　 素 地調 整  　 　　 0 . 3 56  m 2

　 現 場塗 装 工      0. 3 86  m 2

マーク図
（右側）

垂
直

材
：

0
2
1
6

上弦材：0216

下弦材：0416

斜
材
：
0
21
6

垂
直

材
：

0
2
1
7

斜
材
：
02
1 6

起点側
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L  9 0x 9 0x 1 0

エ ポ キシ 樹脂  t = 2m m

L  90 x 9 0x 1 0

L  9 0 x9 0 x 10

エポ キシ 樹脂  t = 2 mm

ステ ィフ ナ -

エ ポキ シ樹脂

9
0

21
8
0

9

3 1 0

5 5 3 5

9 02

2 9 0

5 53 5

9
0
m
m
以

上
確

保
損

傷
範

囲

4
0

7
0

2
3
0

1
0

9 2
9
05
5

3
5

6512095

280 1515

9
5

1
1
5

4
0

2
5
0

1
0

9 0 2

9

5
5

3
5 9

0
2

1
2
0



A

A

B B

(5-13)

(5-1) (5-15)
(5-14)

(5-12)

(5-11)
(5-10)

(5-9)

(5-8)

(5-16)

A

A

A

A

(3-1) (3-2) (3-3)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10補 修 詳 細 図

主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

補 修詳細図 ブロ ック番号(35)
主 桁・縦桁 ・横桁・横 構・主構 上弦材・ 対傾構上 弦材

注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

S=1:10 35

 ブロック番号(35)

主桁補修 数量 ( 5 - 25 )

平面図
B -  B

： 損傷 箇 所

断面図 側面図

補修詳細
 (5-1)

A - A

　鋼材 数量     3 5  k g

　ボル ト数量    9  本

　 素地調整  　 　　 0 . 47 6  m 2

　孔 明工              9 ヶ

　不 陸調整 材      1 . 3 74  k g

　現 場塗装 工      0 . 5 27  m 2

対傾 構 上弦 材 補修 数 量

　鋼 材 数量     1 9  k g

　ボ ル ト数 量    8  本 　 孔 明工              8 ヶ

　 不 陸調 整材      0 . 8 66  k g

8 -T C B M 2 0x 6 5( S 10 T )

2 -L  75 x 7 5x 9 x8 2 1

正面図

補修詳細
 (3-1)

断面図
A -  A

対 傾 構上 弦 材補修 数量

　 鋼材 数 量     3 9  k g

　 ボル ト 数量   1 6  本 　孔 明 工             1 6 ヶ

　不 陸 調整材      1 . 7 30  kg

1 6- T CB  M2 0 x 65 ( S1 0 T)

4 -L  75 x 75 x 9 x8 2 1

正面図

補修詳細
(3-2,3)

断面図
A -  A

　 素 地調 整  　 　　 0 . 31 2  m2

　 現 場塗 装工      0 . 3 44  m 2

　素 地 調整  　 　　 0 . 62 2  m2

　現 場 塗装工      0 . 6 86  m2

横
桁

：
0
1
1
6

横
桁

：
0
2
1
6

主桁：0116

縦桁：0116

縦桁：0216

上
横
構
：
01
16

上
横
構
：
0116

主桁：0116

縦桁：0316

縦桁：0416

主桁：0316

縦桁：0516

縦桁：0616

主桁：0416

（主桁・縦桁・横桁・上横構）

マーク図
（ 下 横 構 ）

マーク図

下
横

構
：

01
16

下
横
構
：
0116

起点側 終点側 起点側 終点側

左
側

左
側

右
側

右
側

下横構弦材及び
ガセットプレート取替

（起点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0116

2- L  1 2 5x 9 0 x1 0 x9 4 0

9- T CB  M2 2 x 70 ( S1 0 T)

1- B N M 22 x 1 00

' a'部詳細図
S=1:5

' b'部詳細図
S=1:5
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' b '

C 1
0

エ ポ キシ 樹 脂  t = 2 m m

補 強 材　 L - 12 5 x 90 x 1 0

ト ルシ ア 型高 力 ボル ト

セ ッ トボ ル ト

L -1 2 5x 9 0 x1 0

'a '

外 側内側

エポキ シ樹脂  t = 2 mm

1 - B. N . M 22 x 1 00

C 9
0

L  7 5 x7 5 x 9

C 5 5C 5
5

L  7 5 x7 5 x 9

C 5 5C 5
5C 5 5C 5

5

7x91.6=64190 90

821

1 60

4
5

2

1
8
4

1010

1
3
7

7x91.6=64190 90

821

1 60

4
5

2

1
8
4

1010

1
3
7

7x91.6=64190 90

821

10

1
8
0

8 0

1
0
0

9
0

2 92

9
0

5
0

2
1
2
5

7 5

9 4 0

9 4 01 0

4 0

3
5
4
0

8 @1 0 3. 1 =8 2 5

9 50

2
4
0

1
2
5

6 5

2
5 4
6
.
5

4
3
.
5 9
0

5
0

3
5

9



S=1:20

 ブロック番号(36)

補　修　図

対傾構<起点側>

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

マーク図

(1) (88)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

（起点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0116

(T2-1)

(T7-1)

(T10-1)

(T7-3)
(T5-1)

(T8-1)
(T13-1)

(T3-1)

(T9-3)

(T7-4)

(T4-1)

(T5-2)

(3-1)

(T8-3)

(T8-2)

(T13-2)

(T7-2)

(T9-1)

(T9-2)

(T9-4)

(T11-2)

(T10-2)

(3-2)

(T7-5)

(T11-1)

(36)

箇所
孔食

範囲
素地 調 整 ・
再塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(3-1) 無 50 x 80 x 3
部材補修

(3-2) 有 100 x 30 x 5

(T2-1) 無 80 x 50 x 3 0.004 0.03 金属パテ補修

(T3-1) 有 50 x 60 x 5 部材補修

(T4-1) 無 300 x 60 x 3 部材補修

(T5-1) 無 70 x 60 x 3 部材補修

(T5-2) 無 100 x 70 x 4 部材補修

(T7-1) 無 60 x 60 x 3

部材補修
(T7-2) 無 80 x 30 x 4

(T7-3) 有 300 x 100 x 5

(T7-4) 有 300 x 50 x 5

(T7-5) 無 80 x 80 x 4 部材補修

(T8-1) 無 150 x 60 x 4

部材補修(T8-2) 無 60 x 60 x 3

(T8-3) 無 250 x 60 x 4

(T9-1) 無 100 x 70 x 3

部材補修
(T9-2) 無 150 x 40 x 3

(T9-3) 無 100 x 50 x 4

(T9-4) 無 200 x 50 x 4

(T10-1) 無 350 x 70 x 4
部材補修

(T10-2) 有 100 x 50 x 5

(T11-1) 有 60 x 60 x 5
部材補修

(T11-2) 有 200 x 60 x 5

(T13-1) 無 80 x 80 x 5
部材補修

(T13-2) 無 300 x 70 x 3

小　計 0.004 0.00 0.03

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(36) 対傾構<起点側>

36S=1:20

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(36)

補　修　図

対傾構<終点側>

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は

　　パテ整形+再塗装を行う。この時、健全部に30mm程度余裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済 )とする。

　・対傾構補修において起点側と終点側に補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

取替箇所マーク図

取替箇所一覧表

（終点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0117

(4-12)

(4-8)

(T18-5)

(4-15)

(T18-7)

(4-10) (4-14)

(4-13)

(T17-3)

(4-2)

(T26-1)

(4-4)

(4-7)

(T26-3)

(T16-1)

(T19-4)

(T19-2)(T19-1)

(T17-2)

(T18-1)

(T20-2)

(T23-1)
(T26-2)

(4-1)

(T17-1) (T22-1)

(T21-1)

(T18-3)

(4-9)(4-6) (4-18) (4-19)(4-11) (4-16)

(4-17)

(4-5)

(4-3)

(T18-6)

(T18-2)

(T18-4)
(T20-1)

(T19-3)

(T23-2) (T22-2)

(T22-3)

(T22-4)

(T24-1)

マーク図

(1) (88)

(36)

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整・
再 塗 装 面積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(4-1) 無 80 x 50 x 4 0.004 0.04 金属パテ補修

(4-2) 無 120 x 60 x 3 0.007 0.05 金属パテ補修

(4-3) 有 120 x 80 x 3 部材補修

(4-4) 無 200 x 80 x 3 0.016 再塗装

(4-5) 無 200 x 200 x 3 0.040 0.28 金属パテ補修

(4-6) 無 100 x 60 x 4 部材補修

(4-7) 有 100 x 70 x 5 0.007 0.08 金属パテ補修

(4-8) 有 150 x 80 x 5 部材補修

(4-9) 無 250 x 60 x 4 0.015 0.10 エポキシ樹脂パテ補修

(4-10) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 エポキシ樹脂パテ補修

(4-11) 有 500 x 100 x 5 部材補修

(4-12) 無 150 x 60 x 4 0.009 0.06 エポキシ樹脂パテ補修

(4-13) 無 150 x 50 x 4 0.008 0.05 エポキシ樹脂パテ補修

(4-14) 無 300 x 80 x 4 0.024 0.22 金属パテ補修

(4-15) 無 120 x 80 x 4 0.010 0.07 エポキシ樹脂パテ補修

(4-16) 無 300 x 150 x 4 0.045 0.41 金属パテ補修

(4-17) 無 150 x 150 x 4 0.023 0.21 金属パテ補修

(4-18) 無 150 x 150 x 4
部材補修

(4-19) 無 100 x 80 x 3

(T16-1) 無 80 x 30 x 4 部材補修

(T17-1) 無 80 x 60 x 4 部材補修

(T17-2) 有 100 x 60 x 5
部材補修

(T17-3) 無 200 x 50 x 4

(T18-1) 無 100 x 100 x 4
部材補修

(T18-2) 有 100 x 50 x 5

(T18-3) 有 400 x 80 x 5

部材補修

(T18-4) 有 80 x 30 x 5

(T18-5) 無 100 x 60 x 3

(T18-6) 無 200 x 60 x 4

(T18-7) 無 350 x 60 x 4

(T19-1) 有 200 x 60 x 5

部材補修
(T19-2) 無 100 x 80 x 3

(T19-3) 有 100 x 50 x 5

(T19-4) 有 200 x 100 x 5

(T20-1) 有 150 x 60 x 5 部材補修

(T20-2) 無 300 x 60 x 4 部材補修

(T21-1) 有 300 x 100 x 5 部材補修

(T22-1) 有 250 x 50 x 5 部材補修

(T22-2) 無 100 x 10 x 4

部材補修(T22-3) 有 130 x 50 x 5

(T22-4) 無 130 x 60 x 4

(T23-1) 有 250 x 60 x 5
部材補修

(T23-2) 無 150 x 50 x 4

(T24-1) 無 80 x 40 x 3 部材補修

(T26-1) 無 100 x 100 x 3 0.010 0.07
金属パテ補修

(T26-2) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03

(T26-3) 無 200 x 50 x 3 0.010

小　計 0.237 0.30 1.39

再塗装

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(36) 対傾構<終点側>

S=1:20 37

取替部材 箇所

斜材 1

斜材 2

斜材 3

斜材3’

斜材 4

斜材 5

連結板6

連結板7

上弦材ガセット1

上弦材ガセット2

下弦材ガセット1

下弦材ガセット2

垂直材ガセット1

0

0

1

0

0

1

2

0

〈補修方針〉

　・可能減肉率及び閾値(減肉率10%)以上の損傷は部材補修を行う。

　・孔食箇所及び応力集中箇所は金属パテ補修を行う。

　・雨水滞水箇所はエポキシパテ補修を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装とする。

　・損傷状況に応じて適宜対策工法を変更すること。

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所

3

2

2

1

2

上弦材
ガセット1

上弦材
ガセット2

斜材4

垂直材
ガセット1

上弦材
ガセット1

上弦材
ガセット2

斜材1

斜材2

斜材3

斜材3 斜材3'

斜材3' 斜材3
斜材1

斜材2
斜材3

下弦材

ガセット1

下弦材

ガセット2

下弦材

ガセット1

下弦材

ガセット2

垂直材
ガセット1

斜材4 斜材5

連結板6 連結板6連結板7
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

S=1:20

 ブロック番号(36)

補　修　図

主構<弦材・斜材・垂直材>

左側

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

側面図(主構)

（左側）

垂
直

材
：
01

16

斜
材
：
01
16

上弦材：0116

下弦材：0316

斜
材
：
0116

垂
直
材

：
01
17

起点側

(1-5)

(1-8)

(1-3)

(1-6)

(1-4)

(1-2)

(1-1)

(1-7)

マーク図

(1) (88)

(36)

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整 ・
再 塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(1-1) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 金属パテ補修

(1-2) 無 100 x 80 x 3 0.008 0.06 金属パテ補修

(1-3) 有 120 x 50 x 5 部材補修

(1-4) 無 100 x 60 x 3 0.006 再塗装

(1-5) 無 200 x 80 x 3 0.016 再塗装

(1-6) 有 300 x 100 x 5 部材補修

(1-7) 有 300 x 150 x 5 部材補修

(1-8) 無 160 x 100 x 4 0.016 再塗装

小　計 0.051 0.00 0.09

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(36) 主構<左側>

38

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(36)

補　修　図

主構<弦材・斜材・垂直材>

右側

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

側面図(主構)

（右側）

垂
直

材
：
02

16

上弦材：0216

下弦材：0416

斜
材
：
02
16

垂
直
材

：
02
17 斜

材
：
0216

起点側

(2-9)

(2-4)

(2-7)

(2-8)

(2-14)

(2-12)

(2-3)

(2-5)

(2-6)

(2-1)

(2-10)

(2-11)

(2-2)

(2-13)

(2-16)

(2-15)

マーク図

(1) (88)

(36)

箇所
孔食

範囲
素地 調 整 ・
再塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(2-1) 無 120 x 50 x 4 0.006 再塗装

(2-2) 有 150 x 70 x 5 部材補修

(2-3) 有 80 x 40 x 5 部材補修

(2-4) 有 80 x 80 x 5 部材補修

(2-5) 有 150 x 80 x 5 部材補修

(2-6) 無 100 x 50 x 4 0.005 再塗装

(2-7) 無 120 x 70 x 3 0.008 再塗装

(2-8) 無 130 x 40 x 3 0.005 再塗装

(2-9) 無 200 x 30 x 3 0.006 再塗装

(2-10) 無 130 x 30 x 3 0.004 0.03 金属パテ補修

(2-11) 有 200 x 100 x 5 部材補修

(2-12) 無 120 x 100 x 3 0.012 再塗装

(2-13) 無 120 x 80 x 3 0.010 再塗装

(2-14) 有 80 x 80 x 5 部材補修

(2-15) 有 80 x 70 x 5 部材補修

(2-16) 無 80 x 80 x 3 0.006 再塗装

小　計 0.063 0.00 0.03

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(36) 主構<右側>

39

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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S=1:20

 ブロック番号(36)

補　修　図

主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。この時、健全部に30mm程度余裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とする。

　・対傾構補修において起点側と終点側に補修ヵ所がある場合は

　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

取替箇所一覧表

横
桁
：

01
16

横
桁
：

02
16

主桁：0116

縦桁：0116

縦桁：0216

上
横
構
：
01
16

上
横
構
：
0116

主桁：0116

縦桁：0316

縦桁：0416

主桁：0316

縦桁：0516

縦桁：0616

主桁：0416

（主桁・縦桁・横桁・上横構）

平面図
（下横構）

平面図

下
横
構
：
01
16

下
横
構
：
0116

(5-2)

(5-4)

(5-10)

(5-9)

(5-12)

(5-6)

(5-1)
(5-3)

(5-5)

(5-7)

(5-8)

(5-11)

(5-13)

起点側 終点側 起点側 終点側

左
側

左
側

右
側

右
側

マーク図

(1) (88)

(36)

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整 ・
再 塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(5-1) 無 180 x 60 x 3 0.011 0.06 エポキシ樹脂パテ補修

(5-2) 無 300 x 100 x 3 0.030 再塗装

(5-3) 無 100 x 50 x 3 0.005 再塗装

(5-4) 無 150 x 100 x 3 0.015 0.10 金属パテ補修

(5-5) 有 300 x 300 x 4 部材補修

(5-6) 有 500 x 200 x 5 部材補修

(5-7) 有 100 x 60 x 5 部材補修

(5-8) 無 180 x 50 x 4 0.009 0.06 エポキシ樹脂パテ補修

(5-9) 無 450 x 80 x 3 0.036 0.18 エポキシ樹脂パテ補修

(5-10) 無 80 x 80 x 3 0.006 0.03 エポキシ樹脂パテ補修

(5-11) 有 70 x 60 x 5 0.004 0.05 金属パテ補修

(5-12) 無 80 x 70 x 3 0.006 0.03 エポキシ樹脂パテ補修

(5-13) 無 180 x 80 x 3 0.014 0.07 エポキシ樹脂パテ補修

小　計 0.136 0.43 0.15

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(36)
主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

40

取替部材 箇所

上横構 弦材

上横構 ガセット(対傾構上弦材)

上横構 ガセット(主構上弦材)

0

0

0

下横構 弦材

下横構 ガセット(対傾構下弦材)

下横構 ガセット(主構下弦材)

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所

0

1

1
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 ブロック番号(36)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10 41

S=1:10補 修 詳 細 図

主構(左側)

補修詳細図  ブ ロック番号 (36 )　 主構<左側>
注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

A

A

　 ボルト 数量    4 本

　素 地調整  　　 　 0 .1 8 0  m 2

　孔明 工              4  ヶ

　不陸 調整材      0 . 44 9  kg

2 - L 1 00 x 75 x 10 x 4 00

4 - TC B  M 2 0x 6 0 ( S 10 T )

斜材 補修数 量

断
面
図

側
面
図

補
修
詳
細

 (
1-
3)

A 
-  

A

※
平

均
値
：

18
0

1
0
C

※鋼材長は損傷範囲より2×100mm以上延長する

A A

側面図

補修詳細
 (1-7)

1 0
C

A  - A
断面図

斜材 補修 数量

　鋼 材数量    20  k g

　ボ ルト数 量   8  本

　素地 調整  　　　 0. 2 9 1 m 2

　孔明工              8  ヶ

　不陸調 整材      0 .7 8 1  k g

　現場塗 装工      0 .3 3 1  m 2

2 - PL  41 0 x9 x 28 0 ( SS 4 00 )

8 - TC B  M 2 2x 7 0 ( S 10 T )

※ウェブあて板において、トルシア
　ボルトは健全部に4本以上定着する

A

A

側面図

補修詳細
 (1-6)

1 0
C

A  - A
断面図

垂直 材補修 数量

　鋼材 数量     1 9  k g

　ボル ト数量    6  本

　 素地調 整  　　　 0 . 2 77  m 2

　 孔明工              6  ヶ

　 不陸調整 材      0. 7 3 4 k g

　 現場塗装 工      0. 3 0 7 m 2

2 -L  90 x 90 x 1 0x 6 00

6 -T C B M 22 x 7 0 ( S1 0 T)

t =2 m m

　 鋼材数 量     1 1 k g

　現場 塗装工      0 . 19 6  m2

マーク図
（左側）

垂
直

材
：

0
1
1
6

斜
材
：
01
1
6

上弦材：0116

下弦材：0316

斜
材
：
0
11
6

垂
直

材
：

0
1
1
7

起点側

(1-3)

(1-6)

(1-7)
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3
x 1

0
6 .

6 =
32

0

4
0

40

2
7 5

4 5
3 0

エ
ポ
キ

シ
樹

脂
 
t =

2
mm

L
 1

0 0
x
7 5

x 1
0

4
0 0 1 0

0m
m以

上
確
保

1
00

m
m以

上
確

保

損
傷
範
囲

2
7 5

4 5
30

3 04 ～
3 10

L 
1
0 0

x7
5x

1
0

1
0
0
2

エ
ポ

キ
シ
樹

脂
 t

=
2 m

m

9

  
  

  
B

T
C
B  

M2
0

4
1
0

L  9 0x 9 0 x1 0

エポ キシ樹脂  t = 2 m m

2 1
8
0

9

2 0 0

40 40

28015 15

5
5

9
9 2

4 04 0

3 1 0

1 5 2 8 0 1 5

310

4
0

3
x
1
0
5
=
3
1
5

200

4
0

2

90

50
40

L 90x90x10

L 9 0 x9 0 x1 0

エ ポ キシ 樹脂  t = 2m m

9
0

2 1
8
0

9

3 1 0

5 53 5

9 0 2

損
傷

範
囲

エ ポ キシ 樹脂

4
0

5
x
1
0
4
.
0
=
5
2
0

6
0
0



 ブロック番号(36)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10 42

S=1:10補 修 詳 細 図

主構(右側)

補修詳細図  ブ ロック番号 (36 )　 主構<右側>
注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

A A

側面図

補修詳細
 (2-2)

1 0
C

A -  A
断面図

垂 直材補 修 数 量

　 鋼材数 量     13  k g

　 ボルト 数 量    4  本

　 素地 調整  　　 　 0 .1 9 3  m 2

　 孔明 工              4  ヶ

　 不陸 調整 材      0 . 49 0  kg

　 現場 塗装 工      0 . 21 3  m2

2 - L 9 0 x9 0 x1 0 x4 0 0

4 - TC B  M2 2 x7 0  ( S 10 T )

t = 2 mm

1 0 C

A -  A

垂直 材補修 数量（ 1箇 所当た り）　 ※ 2箇所

　鋼材 数量     2 3  k g

　ボ ルト数量    6  本

　孔明工              6  ヶ

　不陸調 整材      0 .9 3 0 k g

2 -L  9 0x 9 0x 1 0x 7 60

6 -T C B  M 2 2x 7 0 ( S1 0 T)

側面図

A A

1 0 C

B

B

断面図
B - B
断面図

補修詳細
 (2-3(4),14(15))

t = 2m m

8 0
C

5 5 C

※鋼材長は損傷範囲より2×90mm以上延長する

A A

TCB交換

B B

1 0
C

側面図

B - B

補修詳細
 (2-5)

1 0
C

A -  A
断面図 断面図

斜 材補修 数量

　 ボルト数 量    8  本

　素 地調整  　　 　 0 .1 9 3  m 2

　孔明 工              4  ヶ

　不陸 調整材      0 . 49 0  kg

　現場 塗装工      0 . 23 3  m2

2 - L 9 0 x9 0 x1 0 x4 0 0

4 - TC B  M2 2 x7 0  ( S 10 T )

4 - TC B  M2 2 x7 5  ( S 10 T )

　 リベッ ト撤去 数量　  4  本

< あて板 補修施 工順序 >
1 . 既設リベ ット撤 去 (片側 2箇 所）

2 .鋼 材補修 (リ ベット 部 S 10 T 締付 )
3 . 既設リベ ット撤 去 (片側 2箇 所）
4 .鋼 材補修 (リ ベット 部 S 10 T 締付 )

5 . 垂直材 ウェブ 部締付

※鋼材長は損傷範囲より1×90mm以上延長する

A A

側面図

補修詳細
 (2-11)

1 0
C

A - A
断面図

斜材補 修数 量

　鋼材数 量    2 0  k g

　ボル ト数量   8  本

　 素地調整  　 　 　 0 . 2 91  m 2

　 孔明工              8 ヶ

　 不陸調整 材      0. 7 81  k g

　 現場塗装 工      0. 3 31  m 2

2- P L  4 1 0x 9 x2 8 0( S S4 0 0 )

8- T C B M 22 x 70  (S 1 0T )

※ウェブあて板において、トルシア

　ボルトは健全部に4本以上定着する

： 損 傷箇 所

　素地調 整  　　　 0. 3 5 6 m 2

　現場塗 装工      0 .3 8 6 m 2

　 鋼材数量     15  k g

マーク図
（右側）

垂
直
材

：
0
2
1
6

上弦材：0216

下弦材：0416

斜
材
：
02
16

垂
直
材

：
0
2
1
7 斜

材
：
02
16

起点側

(2-4)

(2-14)

(2-3)

(2-5)

(2-11)

(2-2)

(2-15)
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工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10補 修 詳 細 図

主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

補 修詳細図 ブロ ック番号(36)
主 桁・縦桁 ・横桁・横 構・主構 上弦材・ 対傾構上 弦材

注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

S=1:10 43

 ブロック番号(36)

対 傾 構 上弦 材 補修 数 量

　 鋼 材数 量     19  k g

　 ボ ルト 数 量    8 本

　 素地 調 整  　　 　 0. 3 1 2  m 2

　 孔明 工              8  ヶ

　 不陸 調 整材      0 .8 6 6  k g

　 現場 塗 装工      0 .3 4 4  m 2

8- T CB  M2 0 x 65 ( S1 0 T)

2- L  7 5 x7 5 x 9x 8 21

正面図

補修詳細
 (4-3)

断面図
A - A

A

A

1-PL 150x9x1000 (SM400A)

1-PL 200x8x1000 (SM400A)

※リベット取外し工,TCB数量等は

　ガセットプレート取替で計上

B

B

　
 L=1 00 0

既
設

部
材

流
用

6

下横 構復旧 (1 箇 所当た り )

断面図
A - A

断面図
B - B

　鋼材 数量     4 4  k g

　ボ ルト数量   1 2  本

　素地 調整  　  　   　 0 .1 7 2  m 2

　孔明 工               1 2 ヶ

　不陸 調整材         0 . 64 3  k g

　現場 塗装工         0 . 39 0  m 2

平面図

補修詳細
(5-7)

　ガス 切断数量  　    0 .3 5 0  m

　グラ インダ ー延長   0 .3 5 0  m

　工場 塗装工         0 . 48 4  m 2
横

桁
：

0
1
1
6

横
桁

：
0
2
1
6

主桁：0116

縦桁：0116

縦桁：0216

上
横
構
：
01
16

上
横
構
：
0116

主桁：0116

縦桁：0316

縦桁：0416

主桁：0316

縦桁：0516

縦桁：0616

主桁：0416

（主桁・縦桁・横桁・上横構）

マーク図
（ 下 横 構 ）

マーク図

下
横
構
：
01
16

下
横
構
：
0116

(5-6)

(5-5)

(5-7)

起点側 終点側 起点側 終点側

左
側

左
側

右
側

右
側

（終点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0117

(4-3)

取替

取替

A

A

下 横構連 結 ( 1 箇所当 たり )

2- L  1 2 5 x9 0 x1 0 x4 4 0

4- T CB  M 22 x 70 ( S1 0 T)

8- T CB  M 22 x 60 ( S1 0 T)
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S=1:20

 ブロック番号(37)

補　修　図

対傾構<起点側>

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

マーク図

(1) (88)

(37)

（起点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0116

(T2-1)

(T7-1)

(T10-2)

(T7-2)

(T3-3)

(T7-3)

(T4-3)

(T5-2)

(T8-2)

(T8-1)

(T9-1)

(3-1)

(T2-2)

(T1-1)

(3-2) (3-4) (3-5) (3-6)(3-3)

(T3-2)

(T3-1)

(T4-1)

(T4-2)

(T5-1)

(T4-4)

(T6-1)

(T7-4)
(T7-5)

(T9-2)

(T9-3)

(T10-1)

(T11-1)

(T13-1)

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整・
再 塗 装 面積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(3-1) 無 120 x 100 x 3 0.012 0.08 金属パテ補修

(3-2) 無 400 x 100 x 4 部材補修

(3-3) 無 50 x 50 x 4 0.003

(3-4) 無 150 x 80 x 4 0.012 0.11

(3-5) 無 100 x 100 x 4 0.010 0.09

(3-6) 無 80 x 30 x 3 部材補修

(T1-1) 有 200 x 80 x 5 0.016 0.18 金属パテ補修

(T2-1) 無 100 x 100 x 4 0.010 0.09 金属パテ補修

(T2-2) 無 100 x 80 x 4 0.008 0.07 金属パテ補修

(T3-1) 無 80 x 60 x 3
部材補修

(T3-2) 有 100 x 50 x 5

(T3-3) 有 130 x 80 x 5 部材補修

(T4-1) 無 80 x 30 x 3

部材補修
(T4-2) 有 100 x 30 x 5

(T4-3) 無 150 x 40 x 4

(T4-4) 無 250 x 80 x 4

(T5-1) 無 100 x 30 x 4 部材補修

(T5-2) 無 200 x 60 x 4 部材補修

(T6-1) 有 160 x 50 x 5 部材補修

(T7-1) 無 200 x 40 x 3

部材補修

(T7-2) 有 300 x 70 x 5

(T7-3) 有 250 x 50 x 5

(T7-4) 無 80 x 60 x 4

(T7-5) 有 100 x 50 x 5

(T8-1) 有 200 x 70 x 5
部材補修

(T8-2) 無 100 x 70 x 4

(T9-1) 有 300 x 50 x 5

部材補修(T9-2) 無 80 x 40 x 4

(T9-3) 有 200 x 70 x 5

(T10-1) 有 80 x 50 x 5
部材補修

(T10-2) 無 60 x 60 x 3

(T11-1) 無 80 x 30 x 4 部材補修

(T13-1) 有 200 x 70 x 5 0.014 0.16 金属パテ補修

小　計 0.085 0.00 0.80

金属パテ補修

金属パテ補修

再塗装

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(37) 対傾構<起点側>

44S=1:20

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(37)

補　修　図

対傾構<終点側>

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は

　　パテ整形+再塗装を行う。この時、健全部に30mm程度余裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済 )とする。

　・対傾構補修において起点側と終点側に補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

取替箇所マーク図

取替箇所一覧表

（終点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0117

(4-14)

(4-16)

(T18-4)

(4-11)

(T18-2)

(4-9)

(T19-1)

(T20-6)

(T23-1)
(T26-1)

(4-1)

(T17-1)

(T20-1)

(T18-1)

(4-10)(4-8) (4-19)(4-17)

(4-18)

(4-4)

(T20-3) (T23-2)

(T22-2)

(T15-1)

(T14-3)

(T14-2)

(4-2)
(4-3)

(4-5)

(4-6)

(4-7) (4-13)(4-12) (4-15) (4-20) (4-21)

(T14-1)

(T15-2)

(T16-1)

(T17-2)

(T17-3)

(T18-3)
(T21-1)

(T20-2)

(T20-4)

(T20-5)

(T21-2)

(T22-1)

(T25-4)

(T26-2)

(T25-3)

(T25-1) (T25-2)

マーク図

(1) (88)

(37)

※4-4損傷は仮設部材のため、
復旧対象外とする

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整 ・
再 塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(4-1) 無 80 x 40 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(4-2) 無 100 x 60 x 3 0.006 0.04 金属パテ補修

(4-3) 有 100 x 60 x 5 部材補修

(4-4) 有 100 x 70 x 5
部材補修

(4-5) 有 160 x 60 x 5

(4-6) 有 130 x 80 x 5 0.010 0.12 金属パテ補修

(4-7) 無 100 x 100 x 4 0.010 0.09 金属パテ補修

(4-8) 有 500 x 200 x 5 部材補修

(4-9) 有 70 x 70 x 5 0.005 0.06 金属パテ補修

(4-10) 無 180 x 80 x 4 0.014 0.10 エポキシ樹脂パテ補修

(4-11) 有 400 x 50 x 5 0.020 0.23 金属パテ補修

(4-12) 無 60 x 50 x 4 0.003 0.03 金属パテ補修

(4-13) 有 100 x 100 x 5 0.010 0.12 金属パテ補修

(4-14) 無 190 x 80 x 3 0.015 0.08 エポキシ樹脂パテ補修

(4-15) 無 100 x 80 x 4 0.008 0.05 エポキシ樹脂パテ補修

(4-16) 無 60 x 50 x 4 0.003 0.02 エポキシ樹脂パテ補修

(4-17) 無 60 x 50 x 4 0.003 0.02 エポキシ樹脂パテ補修

(4-18) 無 160 x 100 x 4 0.016 0.11 エポキシ樹脂パテ補修

(4-19) 無 100 x 80 x 3 0.008 0.06 金属パテ補修

(4-20) 無 160 x 160 x 3 0.026 0.18 金属パテ補修

(4-21) 無 200 x 60 x 3 0.012 0.06 エポキシ樹脂パテ補修

(T14-1) 無 120 x 80 x 3 0.010 再塗装

(T14-2) 有 200 x 70 x 5 0.014 0.16 金属パテ補修

(T14-3) 無 550 x 40 x 4 0.022 0.20 金属パテ補修

(T15-1) 有 350 x 300 x 5 0.105 1.21 金属パテ補修

(T15-2) 無 60 x 40 x 4 0.002 再塗装

(T16-1) 無 60 x 60 x 3 部材補修

(T17-1) 無 50 x 50 x 4

部材補修(T17-2) 有 400 x 100 x 5

(T17-3) 有 150 x 50 x 5

(T18-1) 有 700 x 100 x 5

部材補修
(T18-2) 無 80 x 50 x 3

(T18-3) 無 80 x 80 x 4

(T18-4) 無 150 x 60 x 4

(T19-1) 有 500 x 70 x 5 部材補修

(T20-1) 有 300 x 300 x 5

部材補修(T20-2) 無 80 x 50 x 3

(T20-3) 無 80 x 40 x 4

(T20-4) 無 50 x 50 x 4
部材補修

(T20-5) 無 50 x 50 x 4

(T20-6) 無 80 x 80 x 4 0.006 0.06 金属パテ補修

(T21-1) 無 300 x 80 x 4
部材補修

(T21-2) 無 150 x 60 x 4

(T22-1) 無 100 x 80 x 3
部材補修

(T22-2) 無 60 x 60 x 3

(T23-1) 有 50 x 50 x 5
部材補修

(T23-2) 無 50 x 50 x 4

(T25-1) 無 150 x 100 x 4 0.015 0.14 金属パテ補修

(T25-2) 無 120 x 50 x 4 0.006 0.06 金属パテ補修

(T25-3) 無 100 x 100 x 4 0.010 0.09 金属パテ補修

(T25-4) 有 300 x 40 x 5 0.012 0.14 金属パテ補修

(T26-1) 無 80 x 80 x 4
部材補修

(T26-2) 無 300 x 70 x 4

小　計 0.375 0.44 2.99

箇所
孔食

範囲
素 地調 整 ・
再 塗装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(37) 対傾構<終点側>

45

取替部材 箇所

斜材 1

斜材 2

斜材 3

斜材3’

斜材 4

斜材 5

連結板6

連結板7

上弦材ガセット1

上弦材ガセット2

下弦材ガセット1

下弦材ガセット2

垂直材ガセット1

0

1

1

1

1

0

1

0

〈補修方針〉

　・可能減肉率及び閾値(減肉率10%)以上の損傷は部材補修を行う。

　・孔食箇所及び応力集中箇所は金属パテ補修を行う。

　・雨水滞水箇所はエポキシパテ補修を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装とする。

　・損傷状況に応じて適宜対策工法を変更すること。

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所

3

2

2

1

2

上弦材
ガセット1

上弦材
ガセット2

斜材4

垂直材
ガセット1

上弦材
ガセット1

上弦材
ガセット2

斜材1

斜材2

斜材3

斜材3 斜材3'

斜材3' 斜材3
斜材1

斜材2
斜材3

下弦材

ガセット1

下弦材

ガセット2

下弦材

ガセット1

下弦材

ガセット2

垂直材
ガセット1

斜材4 斜材5

連結板6 連結板6連結板7
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

S=1:20

 ブロック番号(37)

補　修　図

主構<弦材・斜材・垂直材>

左側

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

側面図(主構)

（左側）

垂
直

材
：
01

16 斜
材
：
01
16

上弦材：0116

下弦材：0316

斜
材
：
0116

垂
直
材

：
01
17

起点側

(1-5)

(1-4)

(1-11)

(1-3)

(1-1) (1-2)

(1-12)

(1-13)

(1-8)

(1-7)

(1-6)

(1-10)

(1-9)

マーク図

(1) (88)

(37)

箇所
孔食

範囲
素 地 調整 ・
再 塗 装面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(1-1) 無 200 x 40 x 4 0.008 再塗装

(1-2) 無 250 x 50 x 4 0.013 再塗装

(1-3) 有 100 x 50 x 4 0.005 0.05 金属パテ補修

(1-4) 無 100 x 100 x 3 0.010 0.07 金属パテ補修

(1-5) 有 450 x 50 x 5 部材補修

(1-6) 無 200 x 80 x 4 0.016 0.15 金属パテ補修

(1-7) 無 300 x 100 x 4 0.030 0.28 金属パテ補修

(1-8) 有 50 x 50 x 5 0.003 0.03 金属パテ補修

(1-9) 無 120 x 30 x 3 0.004 再塗装

(1-10) 無 200 x 80 x 4 0.016 再塗装

(1-11) 有 300 x 100 x 5 部材補修

(1-12) 有 100 x 80 x 5 部材補修

(1-13) 無 300 x 80 x 4 0.024 再塗装

小　計 0.128 0.00 0.57

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(37) 主構<左側>
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補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(37)

補　修　図

主構<弦材・斜材・垂直材>

右側

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

側面図(主構)

（右側）

垂
直

材
：
02

16

上弦材：0216

下弦材：0416

斜
材
：
02
16

垂
直
材

：
02
17 斜

材
：
0216

起点側

(2-13)

(2-18)

(2-11)(2-4)

(2-14)

(2-1)

(2-3)

(2-15)
(2-6)

(2-5)

(2-7)

(2-2)

(2-19)

(2-10)

(2-8)

(2-9)

(2-12)

(2-16)

(2-17)

マーク図

(1) (88)

(37)

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整・
再 塗 装 面積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(2-1) 無 80 x 30 x 3 0.002 再塗装

(2-2) 無 150 x 40 x 3 0.006 再塗装

(2-3) 無 300 x 70 x 3 0.021 再塗装

(2-4) 無 200 x 70 x 3 0.014 再塗装

(2-5) 無 80 x 80 x 4 0.006 再塗装

(2-6) 有 80 x 40 x 5 部材補修

(2-7) 無 400 x 60 x 4 部材補修

(2-8) 有 100 x 100 x 5 部材補修

(2-9) 無 100 x 50 x 4 0.005 再塗装

(2-10) 無 700 x 100 x 3 0.070 再塗装

(2-11) 無 90 x 70 x 3 0.006 再塗装

(2-12) 無 130 x 70 x 3 0.009 再塗装

(2-13) 無 100 x 80 x 3 0.008 再塗装

(2-14) 有 150 x 80 x 5 0.012 0.14 金属パテ補修

(2-15) 無 450 x 80 x 4 0.036 再塗装

(2-16) 無 120 x 50 x 4 0.006 再塗装

(2-17) 無 200 x 80 x 3 0.016 再塗装

(2-18) 有 150 x 70 x 5 0.011 0.12 金属パテ補修

(2-19) 無 100 x 50 x 3 0.005 再塗装

小　計 0.234 0.00 0.26

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(37) 主構<右側>
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補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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S=1:20

 ブロック番号(37)

補　修　図

主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。この時、健全部に30mm程度余裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とする。

　・対傾構補修において起点側と終点側に補修ヵ所がある場合は

　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

取替箇所一覧表

横
桁
：
01
16

横
桁
：
02
16

主桁：0116

縦桁：0116

縦桁：0216

上
横
構
：
01
16

上
横
構
：
0116

主桁：0116

縦桁：0316

縦桁：0416

主桁：0316

縦桁：0516

縦桁：0616

主桁：0416

（主桁・縦桁・横桁・上横構）

平面図
（下横構）

平面図

下
横
構
：
01
16

下
横
構
：
0116

(5-15)

(5-11)

(5-14)

(5-16)

(5-3)

(5-1)

(5-2)

(5-4)

(5-5)

(5-6)

(5-7)

(5-8)

(5-9)

(5-10)

(5-13)

(5-12)

起点側 終点側 起点側 終点側

左
側

左
側

右
側

右
側

マーク図

(1) (88)

(37)

箇所
孔食

範囲
素 地調 整 ・
再 塗装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg)

(5-1) 無 80 x 70 x 3 0.006 再塗装

(5-2) 有 180 x 40 x 5 部材補修

(5-3) 無 450 x 70 x 3 0.032 0.16 エポキシ樹脂パテ補修

(5-4) 有 200 x 80 x 5 部材補修

(5-5) 有 400 x 90 x 5

部材補修

(5-6) 有 300 x 90 x 5

(5-7) 有 700 x 90 x 5

(5-8) 無 250 x 90 x 3

(5-9) 無 400 x 80 x 4

(5-10) 無 100 x 80 x 3

(5-11) 無 500 x 200 x 4 部材補修

(5-12) 無 300 x 80 x 4

部材補修

(5-13) 有 700 x 80 x 5

(5-14) 有 150 x 80 x 5

(5-15) 無 300 x 80 x 3

(5-16) 有 500 x 90 x 5

小　計 0.037 0.16 0.00

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(37)
主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材
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取替部材 箇所

上横構 弦材

上横構 ガセット(対傾構上弦材)

上横構 ガセット(主構上弦材)

0

0

0

2

1

0

下横構 弦材

下横構 ガセット(対傾構下弦材)

下横構 ガセット(主構下弦材)

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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 ブロック番号(37)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10 49

S=1:10補 修 詳 細 図

主構(左側)

補修詳細図  ブ ロック番号 (37 )　 主構<左側>
注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

A A

TCB交換

B B

1 0
C

側面図

B - B

補修詳細
 (1-12)

1 0
C

A  -  A
断面図 断面図

垂直 材補修 数量

　鋼材 数量     1 5  k g

　ボ ルト数量    8  本

　素地調 整  　　　 0. 1 9 3 m 2

　孔明工              4  ヶ

　不陸調 整材      0 .4 9 0  k g

　現場塗 装工      0 .2 3 3  m 2

2 -L  9 0x 9 0x 1 0x 4 00

4 -T C B  M 2 2x 7 0 ( S1 0 T )

4 -T C B  M 2 2x 7 5 ( S1 0 T )

　リ ベット 撤去数 量　  4  本

<あ て板補 修施工 順序 >
1. 既 設リベッ ト撤去 (片側 2箇所 ）
2. 鋼材 補修 (リベ ット部 S1 0 T 締付 )

3. 既 設リベッ ト撤去 (片側 2箇所 ）
4. 鋼材 補修 (リベ ット部 S1 0 T 締付 )

5. 垂 直材ウ ェブ部 締付

※鋼材長は損傷範囲より1×90mm以上延長する

A A

側面図

補修詳細
 (1-11)

1
0 C

A - A
断面図

垂直 材補修 数量

　鋼材 数量    2 0  kg

　ボル ト数量   8  本

　素地調 整  　　　 0. 2 9 1 m 2

　孔明工              8  ヶ

　不陸調 整材      0 .7 8 1 k g

　現場塗 装工      0 .3 3 1 m 2

2 -P L  4 1 0 x9 x 28 0 (S S 40 0 )

8 -T C B M 2 2x 7 0 ( S1 0 T)

※ウェブあて板において、トルシア
　ボルトは健全部に4本以上定着する

A

A

　鋼 材 数量     2 1  kg

　ボ ル ト数量    7  本

　 素地 調 整  　 　　 0 . 2 97  m 2

　 孔明 工             7  ヶ

　 不陸 調整 材      0. 7 8 5 k g

　 現場 塗装 工      0. 3 2 5 m 2

2- L  1 0 0 x7 5 x1 0 x7 0 0

7- T CB  M 20 x 65  (S 1 0T )

斜 材補 修 数量

断
面
図

側
面
図

補
修
詳
細

(1
-5
)

A 
-  

A

※
平
均

値
：
1
80

1
0
C

※鋼材長は損傷範囲より2×100mm以上延長する

マーク図
（左側）

垂
直

材
：
0
1
1
6

斜
材
：
0
11
6

上弦材：0116

下弦材：0316

斜
材
：
0116 垂

直
材
：
0
1
1
7

起点側

(1-5)

(1-11)

(1-12)
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50
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t
=
2
m
m

L 90x90x10

既 設 リ ベッ ト 撤 去・

L 90x90x10 エポキシ樹脂 t=2mm

9
0

21
8
0

9

50

40

2
90

310

TCB M22

1
0
0

L  9 0 x9 0 x1 0

エポキ シ樹脂  t = 2m m

9
0

2 1
8
0

9

3 1 0

5 53 5

9 0 2

4
0

4
0
0

8
0

3
x
9
3
.
3
=
2
8
0

損
傷
範

囲

9
0
m
m
以

上
確

保

4
0

8
0

4
1
0

L  9 0x 9 0x 1 0

エポキ シ樹脂  t = 2 mm

2 1
8
0

9

2 00

40 40

28015 15

5
5

9
9 2

4 04 0

3 10

1 5 2 80 1 5

310

4
0

3
x
1
0
5
=
3
1
5

200

6
x 1

0
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3 =
6 2

0

4
0
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0
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m
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x
10
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0

1
0 0
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上
確

保
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上
確
保

損
傷
範
囲
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3 0

30 4～
31 0

L
 
1 0

0x
75

x
10
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 ブロック番号(37)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10 50

S=1:10補 修 詳 細 図

主構(右側)

補修詳細図  ブ ロック番号 (37 )　 主構<右側>
注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

A

A

　ボ ルト数量    4  本

　 素地調整  　　　 0 . 1 80  m 2

　 孔明工              4  ヶ

　 不陸調整 材      0. 4 4 9 k g

2- L  1 0 0x 7 5 x1 0 x4 0 0

4- T CB  M2 0 x6 0  (S 1 0T )

斜 材補修 数量

断
面
図

側
面
図

補
修
詳
細

 (
2-
8)

A 
-  

A

※
平
均

値
：
1
80

1
0
C

※鋼材長は損傷範囲より2×100mm以上延長する

10
C

B - B

補修詳細
 (2-6,7)

1
0 C

A -  A
断面図 断面図

A A

B B

側面図

垂 直材補 修数 量

　 鋼材数量     22  k g

　 ボルト数 量    1 0  本

　素 地調 整  　　 　 0 .2 9 4  m2

　孔明 工              6  ヶ

　不陸 調 整材      0 . 78 4  kg

　現場 塗 装工      0 . 34 5  m2

2 - L  9 0 x9 0 x1 0 x6 4 0

6 - TC B  M2 2 x7 0  ( S 10 T )

4 - TC B  M2 2 x7 5  ( S 10 T )

　 リベッ ト撤 去 数量　 4 本

t = 2 mm

< あ て板補 修施工 順序 >

1 . 既設 リベッ ト撤去 (片 側 5箇所）
2 . 鋼材 補修 (リベッ ト部 S 1 0 T締 付 )
3 . 既設 リベッ ト撤去 (片 側 5箇所）

4 . 鋼材 補修 (リベッ ト部 S 1 0 T締 付 )
5 . 垂直 材ウェ ブ部締 付

※ 既設リ ベッ ト撤去 時は、 リベッ ト撤去 毎
　 にドリ フト ピン等 で仮受 けし、 鋼材セ ット
　 後に S 1 0 Tで 締付

※鋼材長は損傷範囲より2×90mm以上延長する

TCB交換

　鋼材 数量     1 1  k g

　 現場塗装 工      0. 1 9 6 m 2

マーク図
（右側）

垂
直

材
：
0
2
1
6

上弦材：0216

下弦材：0416

斜
材
：
02
16

垂
直
材
：

0
2
1
7

斜
材
：
0216

起点側

(2-6)

(2-7)

(2-8)

74

Ｒ１徳土　鳴門公園線　鳴・撫養大桑島　橋梁補修工事

3 x
1 0

6
. 6

=3
20

4
0

4
0

2
7 5

45
3 0

エ
ポ
キ

シ
樹
脂

 
t
= 2

m
m

L
 
1 0

0x
75

x
10

4
00 1
00
mm
以
上
確
保

10
0 m

m 以
上

確
保

損
傷
範
囲

2
7 5

4 5
3 0

30 4～
31 0

L
 1

0
0x

75
x1

0

1 0
0
2

エ
ポ
キ

シ
樹
脂

 
t=

2
m m

9

  
 
  

 B

TC
B
 M

20

L 90x90x10 エポキシ樹脂 t=2mm
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0
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損
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囲
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工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10補 修 詳 細 図

主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

補 修詳細図 ブロ ック番号(37)
主 桁・縦桁 ・横桁・横 構・主構 上弦材・ 対傾構上 弦材

注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

S=1:10 51

 ブロック番号(37)

正面図

補修詳細
(5-2,4)

断面図
A - A

対 傾 構上 弦材 補修 数 量 ( 5- 2 , 4 )　

　 鋼材 数 量     3 4  kg

　 ボ ルト 数量   1 4  本 　 孔明 工             1 4 ヶ

　 不陸 調整 材      1 . 5 30  k g

1 4 -T C B M 20 x 65 ( S 10 T )

2 - L 7 5x 7 5x 9 x8 2 1

2 - L 7 5x 7 5x 9 x6 3 0

b - b'a'部詳細

　 素地 調整  　 　 　 0 . 5 60  m 2

　 現場 塗装 工      0 . 6 16  m 2
横
桁
：
0
1
1
6

横
桁
：
0
2
1
6

主桁：0116

縦桁：0116

縦桁：0216

上
横
構
：
01
16

上
横
構
：
0116

主桁：0116

縦桁：0316

縦桁：0416

主桁：0316

縦桁：0516

縦桁：0616

主桁：0416

（主桁・縦桁・横桁・上横構）

マーク図
（ 下 横構 ）

マーク図

下
横
構
：
01
16

下
横
構
：
0116

(5-15)

(5-11)

(5-14)

(5-16)

(5-2)

(5-4)

(5-5)

(5-6)

(5-7)

(5-8)

(5-9)

(5-10)

(5-13)

(5-12)

起点側 終点側 起点側 終点側

左
側

左
側

右
側

右
側

下横構弦材及び

ガセットプレート取替

A

A

bb
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90

L 7 5x 7 5x 9
1 6 0

4
5

2

1
8
4

10

1
3
7

630

450 90

7x91.6=64190 90

821 1010

' a'

7 07 0 1 0 0

L  7 5 x7 5 x9

L  7 5 x7 5 x9

8
0

2
9 2
52
4

7
7

4
1
3
6

C 5 5C 5
5

C 5
5C 5

5



S=1:20

 ブロック番号(38)

補　修　図

対傾構<起点側>

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

（起点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0116

(T7-2)

(T10-3)

(T7-5)

(T3-3)

(T10-2)

(T3-1)

(T8-2)

(T10-1)

(T12-1)

(3-5)(3-4) (3-6)

(T3-2)

(T4-2)

(T4-4)

(T6-2)

(T10-4)

(T7-7)

(T9-1)

(T11-1)

(3-2)
(3-1)

(3-3)

(T10-5)

(T4-1)

(T4-3)

(T5-1)

(T5-2)

(T5-3)

(T5-4)

(T6-1)

(T7-4)

(T6-3)

(T7-1)

(T7-3)

(T7-6)

(T8-1)

(T8-3)

(T9-3)

(T9-2)

(T9-4)

(T13-1)

(T11-2)

マーク図

(1) (88)

(38)

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整・
再 塗 装 面積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(3-1) 無 100 x 30 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(3-2) 無 150 x 60 x 4 0.009 0.08 金属パテ補修

(3-3) 無 200 x 200 x 4 0.040 0.37
金属パテ補修

(3-4) 無 200 x 100 x 4 0.020 0.18

(3-5) 無 300 x 200 x 3 0.060 0.41 金属パテ補修

(3-6) 有 50 x 50 x 5 0.003 0.03 金属パテ補修

(T3-1) 無 250 x 60 x 3 0.015 再塗装

(T3-2) 無 100 x 60 x 3
部材補修

(T3-3) 有 350 x 60 x 5

(T4-1) 無 150 x 50 x 4 部材補修

(T4-2) 無 200 x 50 x 4

部材補修(T4-3) 無 100 x 50 x 4

(T4-4) 無 300 x 90 x 4

(T5-1) 有 200 x 50 x 5

部材補修
(T5-2) 有 130 x 80 x 5

(T5-3) 有 300 x 90 x 5

(T5-4) 無 200 x 90 x 4

(T6-1) 無 300 x 50 x 3
部材補修

(T6-2) 有 200 x 60 x 5

(T6-3) 有 150 x 100 x 5 部材補修

(T7-1) 無 100 x 60 x 3

部材補修

(T7-2) 無 70 x 30 x 3

(T7-3) 無 80 x 80 x 4

(T7-4) 無 80 x 80 x 4

(T7-5) 有 80 x 40 x 5

(T7-6) 無 250 x 90 x 3

(T7-7) 有 90 x 50 x 5

(T8-1) 無 100 x 30 x 4

部材補修(T8-2) 無 100 x 80 x 4

(T8-3) 無 70 x 70 x 4

(T9-1) 有 300 x 70 x 5

部材補修
(T9-2) 無 200 x 70 x 4

(T9-3) 無 100 x 50 x 4

(T9-4) 無 100 x 70 x 4

(T10-1) 無 100 x 30 x 3

部材補修

(T10-2) 有 100 x 30 x 5

(T10-3) 無 200 x 70 x 4

(T10-4) 無 100 x 30 x 3

(T10-5) 無 80 x 30 x 4

(T11-1) 有 100 x 30 x 5
部材補修

(T11-2) 無 100 x 100 x 4

(T12-1) 有 100 x 60 x 5 0.006 0.07 金属パテ補修

(T13-1) 無 80 x 40 x 4 0.003 再塗装

小　計 0.159 0.00 1.17

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(38) 対傾構<起点側>

52S=1:20

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(38)

補　修　図

対傾構<終点側>

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は

　　パテ整形+再塗装を行う。この時、健全部に30mm程度余裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済 )とする。

　・対傾構補修において起点側と終点側に補修ヵ所がある場合は

　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

取替箇所マーク図

取替箇所一覧表

（終点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0117

(4-8)

(T18-2)

(4-5)

(T19-3)

(T20-5)

(T23-2)

(T26-1)

(T20-2)

(T18-1)

(4-6)(4-4) (4-11) (4-12)

(T21-1)
(T23-1)

(T22-6)

(T15-2)

(4-1)

(4-14)(4-9) (4-15)

(T17-1)

(T18-4)

(T16-1)

(T17-2)

(T17-3)

(T18-3)

(T21-2)

(T20-3)

(T20-4)

(T22-1)

(T26-2)

(T25-2)

(4-2)

(4-3) (4-7)

(T21-4)

(4-10) (4-13)

(T22-9)

(T25-1)

(T14-1)

(T15-1)

(T16-2)

(T16-3)

(T18-5)

(T19-1)

(T19-2)

(T20-1)

(T21-3)

(T22-2)

(T22-3)

(T22-4)

(T22-5)

(T22-7)

(T22-8)(T23-4)

(T23-3)

マーク図

(1) (88)

(38)

箇所
孔食

範囲
素 地調 整 ・
再 塗装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(4-1) 有 100 x 40 x 5 部材補修

(4-2) 無 150 x 50 x 4 0.008 0.07 金属パテ補修

(4-3) 無 50 x 50 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(4-4) 有 600 x 200 x 5 部材補修

(4-5) 有 50 x 50 x 5 0.003 0.03 金属パテ補修

(4-6) 無 150 x 100 x 3 0.015 0.08 エポキシ樹脂パテ補修

(4-7) 無 280 x 60 x 4
部材補修

(4-8) 有 200 x 100 x 5

(4-9) 無 400 x 70 x 4 0.028 0.19 エポキシ樹脂パテ補修

(4-10) 有 100 x 30 x 5
部材補修

(4-11) 無 100 x 80 x 3

(4-12) 無 160 x 50 x 4 0.008 0.05 エポキシ樹脂パテ補修

(4-13) 無 160 x 50 x 3 0.008 0.04 エポキシ樹脂パテ補修

(4-14) 無 100 x 70 x 3 0.007 0.05 金属パテ補修

(4-15) 無 100 x 30 x 3 0.003 0.02 エポキシ樹脂パテ補修

(T14-1) 無 250 x 100 x 4 0.025 0.23 金属パテ補修

(T15-1) 無 200 x 150 x 4 0.030 0.28 金属パテ補修

(T15-2) 有 100 x 100 x 5 0.010 0.12 金属パテ補修

(T16-1) 無 150 x 10 x 4

部材補修(T16-2) 有 100 x 50 x 5

(T16-3) 無 200 x 200 x 3

(T17-1) 無 100 x 70 x 4

部材補修(T17-2) 有 70 x 60 x 5

(T17-3) 無 150 x 40 x 4

(T18-1) 有 400 x 200 x 5

部材補修(T18-2) 無 100 x 100 x 4

(T18-3) 無 50 x 50 x 3

(T18-4) 無 250 x 70 x 4
部材補修

(T18-5) 無 100 x 100 x 4

(T19-1) 無 130 x 70 x 3

部材補修(T19-2) 無 200 x 70 x 3

(T19-3) 有 700 x 80 x 5

(T20-1) 無 150 x 50 x 3 部材補修

(T20-2) 有 400 x 300 x 5
部材補修

(T20-3) 無 100 x 50 x 3

(T20-4) 無 100 x 70 x 3
部材補修

(T20-5) 有 100 x 70 x 5

(T21-1) 有 50 x 50 x 5

部材補修
(T21-2) 有 300 x 100 x 5

(T21-3) 有 300 x 80 x 5

(T21-4) 無 50 x 50 x 4

(T22-1) 無 100 x 80 x 3

部材補修

(T22-2) 無 100 x 80 x 3

(T22-3) 有 160 x 60 x 5

(T22-4) 無 300 x 80 x 4

(T22-5) 無 300 x 80 x 4

(T22-6) 無 200 x 100 x 3

(T22-7) 無 100 x 100 x 3

(T22-8) 有 200 x 70 x 5

(T22-9) 無 70 x 50 x 3

(T23-1) 無 70 x 70 x 4

部材補修
(T23-2) 有 80 x 50 x 5

(T23-3) 無 200 x 40 x 3

(T23-4) 有 80 x 70 x 5

(T25-1) 無 100 x 60 x 3 0.006 再塗装

(T25-2) 無 100 x 80 x 3 0.008 再塗装

(T26-1) 無 120 x 30 x 3 0.004 0.02 金属パテ補修

(T26-2) 無 70 x 70 x 3 0.005 再塗装

小　計 0.169 0.38 0.81

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整・
再 塗 装 面積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(38) 対傾構<終点側>

S=1:20 53

取替部材 箇所

斜材 1

斜材 2

斜材 3

斜材3’

斜材 4

斜材 5

連結板6

連結板7

上弦材ガセット1

上弦材ガセット2

下弦材ガセット1

下弦材ガセット2

垂直材ガセット1

0

0

1

1

0

2

1

0

〈補修方針〉

　・可能減肉率及び閾値(減肉率10%)以上の損傷は部材補修を行う。

　・孔食箇所及び応力集中箇所は金属パテ補修を行う。

　・雨水滞水箇所はエポキシパテ補修を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装とする。

　・損傷状況に応じて適宜対策工法を変更すること。

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所

3

2

2

1

2

上弦材

ガセット1
上弦材

ガセット2

斜材4

垂直材
ガセット1

上弦材

ガセット1
上弦材

ガセット2

斜材1

斜材2

斜材3

斜材3 斜材3'

斜材3' 斜材3
斜材1

斜材2
斜材3

下弦材
ガセット1

下弦材

ガセット2

下弦材
ガセット1

下弦材

ガセット2

垂直材
ガセット1

斜材4 斜材5

連結板6 連結板6連結板7
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

S=1:20

 ブロック番号(38)

補　修　図

主構<弦材・斜材・垂直材>

左側

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

側面図(主構)

（左側）

垂
直

材
：
01

16

上弦材：0116

下弦材：0316

斜
材
：
0116

垂
直
材

：
01
17

起点側

(1-2)

(1-18)

(1-19)
(1-14)

(1-12)

斜
材
：
0116

(1-6)

(1-7)

(1-20)

(1-3) (1-4) (1-5)

(1-1)

(1-9)

(1-10)

(1-8)

(1-11)

(1-16)

(1-17)

(1-15)

(1-13)

マーク図

(1) (88)

(38)

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整 ・
再 塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(1-1) 無 100 x 100 x 4 0.010 再塗装

(1-2) 無 100 x 50 x 4 0.005 再塗装

(1-3) 無 120 x 50 x 4 0.006 再塗装

(1-4) 無 500 x 60 x 4 0.030 再塗装

(1-5) 無 150 x 80 x 3 0.012 再塗装

(1-6) 無 150 x 80 x 4 0.012 再塗装

(1-7) 有 300 x 80 x 5 部材補修

(1-8) 無 130 x 50 x 4 0.007 0.06 金属パテ補修

(1-9) 無 60 x 40 x 4 0.002 0.02 金属パテ補修

(1-10) 無 60 x 40 x 4 0.002 0.02 金属パテ補修

(1-11) 有 150 x 50 x 5 0.008 0.09 金属パテ補修

(1-12) 無 300 x 100 x 4 0.030 0.28 金属パテ補修

(1-13) 有 250 x 50 x 5 0.013 0.14 金属パテ補修

(1-14) 無 300 x 130 x 4 0.039 0.36 金属パテ補修

(1-15) 無 60 x 30 x 4 0.002 0.02 金属パテ補修

(1-16) 無 100 x 30 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(1-17) 無 150 x 100 x 3 0.015 0.10 金属パテ補修

(1-18) 有 300 x 80 x 4 0.024 0.22 金属パテ補修

(1-19) 無 200 x 50 x 3 0.010 再塗装

(1-20) 無 800 x 120 x 3 0.096 再塗装

小　計 0.325 0.00 1.33

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(38) 主構<左側>

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(38)

補　修　図

主構<弦材・斜材・垂直材>

右側

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

側面図(主構)

（右側）

垂
直

材
：
02

16

上弦材：0216

下弦材：0416

斜
材
：
02
16

垂
直
材

：
02
17 斜

材
：
0216

起点側

(2-17)

(2-24)

(2-9)
(2-1)

(2-23)

(2-3)

(2-4)

(2-2)

(2-7)

(2-8)

(2-5)

(2-13)

(2-27)

(2-28)

(2-16)

(2-14)

(2-15)

(2-18)

(2-19)

(2-20)

(2-22)

(2-21)
(2-25)

(2-26)

(2-29)

(2-30)

(2-31)

(2-6)

(2-11)

(2-10)

(2-12)

マーク図

(1) (88)

(38)

箇所
孔食

範囲
素 地 調整 ・
再 塗 装面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(2-1) 無 80 x 80 x 4 0.006 再塗装

(2-2) 無 200 x 200 x 4 0.040 0.37 金属パテ補修

(2-3) 有 80 x 70 x 5 部材補修

(2-4) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 金属パテ補修

(2-5) 無 100 x 100 x 3 0.010 0.07 金属パテ補修

(2-6) 無 100 x 100 x 3 0.010 0.07 金属パテ補修

(2-7) 無 70 x 40 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(2-8) 有 150 x 100 x 5 0.015 0.17 金属パテ補修

(2-9) 無 500 x 80 x 4 0.040 0.37 金属パテ補修

(2-10) 無 180 x 60 x 3 0.011 0.07 金属パテ補修

(2-11) 有 80 x 50 x 5 0.004 0.05 金属パテ補修

(2-12) 無 200 x 70 x 4 0.014 0.13 金属パテ補修

(2-13) 無 250 x 60 x 3 0.015 0.10 金属パテ補修

(2-14) 無 130 x 50 x 3 0.007 0.04 金属パテ補修

(2-15) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 金属パテ補修

(2-16) 無 80 x 70 x 4 0.006 0.05 金属パテ補修

(2-17) 無 200 x 60 x 3 0.012 0.08 金属パテ補修

(2-18) 無 200 x 70 x 4 0.014 0.13 金属パテ補修

(2-19) 無 100 x 70 x 4 0.007 0.06 金属パテ補修

(2-20) 無 150 x 70 x 4 0.011 0.10 金属パテ補修

(2-21) 無 250 x 50 x 3 0.013 0.09 金属パテ補修

(2-22) 無 300 x 70 x 4 0.021 0.19 金属パテ補修

(2-23) 無 400 x 60 x 4 0.024 再塗装

(2-24) 有 80 x 40 x 5 部材補修

(2-25) 有 60 x 60 x 5 部材補修

(2-26) 有 80 x 70 x 5 部材補修

(2-27) 無 100 x 70 x 4 0.007 再塗装

(2-28) 無 400 x 70 x 4 0.028 再塗装

(2-29) 無 300 x 70 x 3 0.021 再塗装

(2-30) 無 300 x 70 x 3 0.021 再塗装

(2-31) 無 200 x 70 x 3 0.014 再塗装

小　計 0.382 0.00 2.24

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(38) 主構<右側>
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補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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S=1:20

 ブロック番号(38)

補　修　図

主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。この時、健全部に30mm程度余裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とする。

　・対傾構補修において起点側と終点側に補修ヵ所がある場合は

　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

取替箇所一覧表

横
桁

：
01
16

横
桁

：
02
16

主桁：0116

縦桁：0116

縦桁：0216

上
横
構
：
01
16

上
横
構
：
0116

主桁：0116

縦桁：0316

縦桁：0416

主桁：0316

縦桁：0516

縦桁：0616

主桁：0416

（主桁・縦桁・横桁・上横構）

平面図
（下横構）

平面図

下
横
構
：
01
16

下
横
構
：
0116

右
側

(5-22)

(5-14)(5-9)

(5-1)

(5-4)

(5-3)

(5-5)

(5-8)(5-7)(5-6)

(5-2)
(5-10)

(5-11)

(5-13)

(5-12)

(5-15)

(5-16)

(5-18)

(5-20)

(5-21)

(5-17)

(5-19)

(5-23)

(5-24)

(5-26)

(5-27)

(5-28)

(5-30)

(5-25)

(5-29)

(5-31)(5-32)

(5-33)

起点側 終点側 起点側 終点側

左
側

左
側

右
側

右
側

マーク図

(1) (88)

(38)

箇所
孔食

範囲
素地 調 整 ・
再塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(5-1) 有 150 x 40 x 5 部材補修

(5-2) 有 180 x 40 x 5 部材補修

(5-3) 無 400 x 80 x 3

(5-4) 無 800 x 40 x 3 0.032 再塗装

(5-5) 無 80 x 40 x 3 0.003 0.02 エポキシ樹脂パテ補修

(5-6) 有 120 x 40 x 5 部材補修

(5-7) 無 120 x 70 x 4 0.008 0.06 エポキシ樹脂パテ補修

(5-8) 無 500 x 70 x 3 0.035 0.18 エポキシ樹脂パテ補修

(5-9) 有 400 x 70 x 5 部材補修

(5-10) 有 100 x 70 x 5 部材補修

(5-11) 無 100 x 70 x 2 0.007 0.02 エポキシ樹脂パテ補修

(5-12) 有 100 x 70 x 5
部材補修

(5-13) 無 150 x 60 x 3

(5-14) 有 250 x 100 x 5 部材補修

(5-15) 無 200 x 80 x 3

部材補修

(5-16) 無 450 x 110 x 4

(5-17) 無 120 x 50 x 3

(5-18) 無 120 x 50 x 3

(5-19) 無 200 x 50 x 30

(5-20) 無 50 x 50 x 3

(5-21) 有 250 x 60 x 5

(5-22) 有 500 x 200 x 5 部材補修

(5-23) 無 400 x 50 x 3

部材補修

(5-24) 有 1200 x 80 x 5

(5-25) 無 250 x 80 x 3

(5-26) 無 300 x 80 x 4

(5-27) 有 300 x 50 x 5

(5-28) 有 450 x 80 x 5

(5-29) 無 100 x 80 x 3

(5-30) 有 300 x 80 x 5

(5-31) 無 350 x 80 x 3

(5-32) 有 700 x 80 x 5

(5-33) 無 250 x 200 x 3 0.050 0.35 金属パテ補修

小　計 0.136 0.28 0.35

部材補修

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(38)
主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

56

取替部材 箇所

上横構 弦材

上横構 ガセット(対傾構上弦材)

上横構 ガセット(主構上弦材)

0

0

0

2

1

1

下横構 弦材

下横構 ガセット(対傾構下弦材)

下横構 ガセット(主構下弦材)

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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 ブロック番号(38)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10 57

S=1:10補 修 詳 細 図

主構(左側)

補修詳細図  ブ ロック番号 (38 )　 主構<左側>
注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

A A

側面図

1 0
C

A  -  A
断面図

垂直 材補 修数量

　鋼 材数量     1 3  kg

　ボ ルト数 量    4  本

　素地 調 整  　　 　 0. 1 9 3  m 2

　孔明工              4  ヶ

　不陸 調 整材      0 .4 9 0  k g

　現場 塗 装工      0 .2 1 3  m 2

2 - L 9 0x 9 0x 1 0 x4 0 0

4 - TC B  M 2 2x 7 0 ( S 10 T )

t = 2m m

補修詳細
 (1-7)

マーク図
（左側）

垂
直
材
：
0
1
1
6

上弦材：0116

下弦材：0316

斜
材
：
0116

垂
直
材
：
0
1
1
7

起点側

斜
材
：
01
16

(1-7)

74

Ｒ１徳土　鳴門公園線　鳴・撫養大桑島　橋梁補修工事

4
0

2
90

50
40

L 90x90x10

L  9 0 x9 0 x 10

エポキ シ樹脂  t = 2 mm

9
0

2 1
8
0

9

3 1 0

5 53 5

9 0 2

損
傷

範
囲

エ ポキシ 樹脂

4
0

4
x
1
0
5
=
4
2
0

5
0
0



 ブロック番号(38)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10 58

S=1:10補 修 詳 細 図

主構(右側)

補修詳細図  ブ ロック番号 (38 )　 主構<右側>
注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

10
C

A -  A

斜材 補修 数量

　鋼 材数量     1 6  kg

　ボ ルト数量    4  本

　孔明工              4  ヶ

　不陸調 整材      0 .6 4 8  k g

2 - L 9 0x 9 0x 1 0x 5 3 0

4 - TC B  M 2 2x 7 0 ( S 10 T )

側面図

AA

1 0 C

B

B

断面図
B - B
断面図

補修詳細
(2-26)

t =2 m m

8
0 C

※鋼材長は損傷範囲より2×90mm以上延長する

A A

TCB交換

B B

1 0
C

側面図

B - B

補修詳細
 (2-3)

1 0
C

A - A
断面図 断面図

斜材補 修数 量

　ボルト 数量    8 本

　 素地調整  　 　 　 0 . 1 93  m 2

　 孔明工              4 ヶ

　 不陸調整 材      0 . 4 90  k g

　 現場塗装 工      0 . 2 33  m 2

2- L  9 0 x 90 x 10 x 40 0

4- T CB  M 22 x 70  (S 1 0T )

4- T CB  M 22 x 75  (S 1 0T )

　リベ ット撤 去数量　  4 本

< あて 板補修 施工順 序 >
1 . 既設リ ベット 撤去 (片 側 2箇所）
2 . 鋼材補 修 (リベッ ト部 S 1 0T 締 付 )

3 . 既設リ ベット 撤去 (片 側 2箇所）
4 . 鋼材補 修 (リベッ ト部 S 1 0T 締 付 )

5 . 垂直 材ウェ ブ部締 付

※鋼材長は損傷範囲より1×90mm以上延長する

A A

側面図

補修詳細
(2-24,25)

1 0
C

A  -  A
断面図

垂直 材補修 数量（ 1箇 所当た り）　 ※ 2箇所

　鋼材 数量     1 3  k g

　ボル ト数量    4  本

　素地調 整  　　　 0. 1 9 3 m 2

　孔明工              4  ヶ

　不陸調 整材      0 .4 9 0 k g

　現場塗 装工      0 .2 1 3 m 2

2 -L  9 0x 9 0x 1 0x 4 00

4 -T C B M 2 2x 7 0 ( S1 0 T)

t = 2m m

　鋼材数 量     1 5 k g

　素地 調整  　　　 0. 2 4 2 m 2

　現場塗 装工      0 .2 6 2  m 2

マーク図
（右側）

垂
直

材
：
0
2
1
6

上弦材：0216

下弦材：0416

斜
材

：
0 2

1 6

垂
直

材
：
0
2
1
7

斜
材
：
02
16

起点側

(2-24)(2-3)

(2-25)

(2-26)
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L  90 x 90 x 10

エ ポ キシ樹脂  t = 2 m m

9
0

2 1
8
0

9

3 1 0

553 5

9 0 2

29 0

553 5 L  90 x 9 0x 1 0

損
傷

範
囲

9
0
m
m
以

上
確

保

92
9
0

5
5
3
5

65 120 95

28015 15

9
5

1
1
5

4
0

2
5
0

1
0

9 0 2

9

L  90 x 90 x 10

エ ポキシ 樹脂  t =2 m m

ス ティ フナ -

5
5

3
5

9
0

2

エ ポ キシ樹 脂

2
90

50
40

エ
ポ

キ
シ
樹

脂
 
t
=
2
m
m

L 90x90x10

既 設リ ベ ッ ト 撤去 ・

L 90x90x10 エポキシ樹脂 t=2mm
9
0

21
8
0

9

50

40

2
90

310

TCB M22

1
0
0

L  9 0x 9 0x 1 0

エ ポキシ樹 脂  t =2 m m

9
0

2 1
8
0

9

3 10

5 535

90 2

4
0

4
0
0

8
0

3
x
9
3
.
3
=
2
8
0

損
傷
範

囲

9
0
m
m
以
上

確
保

4
0

8
0

4
0

2
90

50
40

L 90x90x10

L  9 0 x9 0 x1 0

エポキシ 樹脂  t = 2m m

9
0

2 1
8
0

9

3 1 0

5 53 5

9 0 2

損
傷

範
囲

エ ポ キシ 樹脂

4
0

3
x
1
0
6
.
7
=
3
2
0

4
0
0



工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10補 修 詳 細 図

主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

補 修詳細図 ブロ ック番号(38)
主 桁・縦桁 ・横桁・横 構・主構 上弦材・ 対傾構上 弦材

注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

S=1:10 59

 ブロック番号(38)

断面図 側面図

補修詳細
 (5-1,3)

A - A

平面図
B -  B

主桁補 修 数量

　鋼材 数 量     3 5 k g

　ボル ト 数量    9 本

　 素 地調 整  　 　　 0 . 4 76  m 2

　 孔 明工              9  ヶ

　 不 陸調整 材      1. 3 7 4 k g

　 現 場塗装 工      0. 5 2 7 m 2

： 損 傷 箇 所

※鋼材長は損傷範囲より1×90mm以上延長する

側面図

補修詳細
(5-6)

断面図
A - A

平面図
B - B

損 傷 箇所 ：

　素地 調整  　 　　 0 .5 2 0  m 2

　孔明 工              9  ヶ

　不陸 調整材      1 .4 6 2  k g

　現場 塗装工      0 .5 6 6  m 2

主桁 補修 数 量

　鋼材 数量     3 7  k g

　ボル ト数量    9  本

対傾 構上弦 材補修 数量 ( 1 箇所当 たり )　 　※ 3箇所

　鋼 材数量     1 9  kg

　ボ ルト数量    8  本

　 素地調整  　 　 　 0 . 3 12  m 2

　 孔明工              8 ヶ

　 不陸調整 材      0. 8 66  k g

　 現場塗装 工      0. 3 44  m 2

8 - TC B  M 2 0x 6 5( S 1 0T )

2 - L 7 5x 7 5x 9 x8 2 1

正面図

  補修詳細
 (5-9,10,12(13))

断面図
A -  A

横
桁
：
0
1
1
6

横
桁
：
0
2
1
6

主桁：0116

縦桁：0116

縦桁：0216

上
横
構
：
01
16

上
横
構
：
0116

主桁：0116

縦桁：0316

縦桁：0416

主桁：0316

縦桁：0516

縦桁：0616

主桁：0416

（主桁・縦桁・横桁・上横構）

マーク図
（ 下横 構 ）

マーク図

下
横
構
：
01
16

下
横
構
：
0116

(5-22)

(5-14)(5-9)
(5-1)

(5-6)

(5-10)

(5-12)

(5-15)
(5-16)

(5-18)

(5-20)

(5-21)

(5-17)

(5-19)

(5-23)

(5-24)

(5-26)

(5-27)

(5-28)

(5-30)

(5-25)

(5-29)

(5-31)(5-32)

起点側 終点側 起点側 終点側

左
側

左
側

右
側

右
側

下横構弦材及び
ガセットプレート取替

(5-13)

(5-3)

2- L  12 5 x9 0 x1 0 x9 4 0

9- T C B M 22 x 70 ( S1 0 T )

A

A

B B

1- B N  M 2 2x 1 00

A

A

B B

2 - L 1 25 x 90 x 10 x 1 00 0

9 - TC B  M 2 2x 7 0( S 1 0T )

A

A

'a '部詳細図
S=1:5

'a '部詳細図
S=1:5

'b '部詳細図
S=1:5
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' a '

' b '
90mm以上確保

8× 1 1 0= 8 80

10 0 0

' a '

7x91.6=64190 90

821

L  75 x 7 5x 9

1 6 0

4
5

2

1
8
4

1010

1
3
7

1
8
0

L - 1 25 x 90 x 10

外側内 側

5
0

2
1
2
5

7 5

9 40

9 40 1 0

エ ポキ シ 樹脂  t =2 m m

1- B .N .  M 2 2x 1 0 0

8 0

1
0
0

9
0

2 92

9
0

4 0

3
5
4
0

8 @1 0 3. 1 = 82 5

9 5 0

C 1 0 0C 7
0

5
0

2
1
2
5

6 0

エポキ シ樹脂  t = 2 mm

6 0

3
5
4
0

L - 12 5 x 90 x 10

外側内側

1
8
0

9
0

2 92

9
0

C 5 5C 5
5

C 1
0 補強 材 　 L- 1 25 x 9 0x 1 0

トル シ ア型 高 力ボ ル ト

2
4
0

1
2
5

5
0

3
5

エ ポ キシ 樹 脂  t = 2m m

9

エ ポキ シ 樹脂  t = 2m m

9

C 1
0 補強材　 L- 1 2 5x 9 0x 1 0

ト ルシア 型高 力ボル ト

2
4
0

1
2
5

6 5

2
5 4
6
.
5

4
3
.
5 9
0

セ ット ボルト

5
0

3
5



S=1:20

 ブロック番号(39)

補　修　図

対傾構<起点側>

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

（起点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0116

(T7-1)

(T10-1)
(T10-2)

(T1-1)

(T9-1)

(3-3) (3-4)

(T3-2)

(T4-2)

(T10-2)

(T7-5)

(T4-1)

(T9-7)

(T6-1)

(T7-4) (T8-1)

(T9-2)

(T13-3)

(T11-1)

(3-2)(3-1) (3-6)(3-5)

(T3-1)

(T5-1)

(T5-2)
(T4-4)

(T4-3)

(T6-2)

(T6-3)

(T6-4)

(T7-3)

(T7-2)

(T9-3)

(T9-4)

(T9-5)

(T9-6)

(T11-2)

(T11-3)

(T11-4)

(T12-1)

(T13-1)

(T13-2)

(T13-4)

マーク図

(1) (88)

(39)

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整 ・
再 塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(3-1) 有 100 x 70 x 5 0.007 0.08 金属パテ補修

(3-2) 無 350 x 100 x 3 0.035 0.24 金属パテ補修

(3-3) 無 120 x 80 x 3 部材補修

(3-4) 無 70 x 70 x 3 0.005 0.03 金属パテ補修

(3-5) 無 100 x 40 x 4
部材補修

(3-6) 無 50 x 50 x 4

(T1-1) 無 100 x 70 x 3 0.007 再塗装

(T3-1) 無 180 x 50 x 3 0.009 再塗装

(T3-2) 無 80 x 80 x 3 部材補修

(T4-1) 無 100 x 50 x 3

部材補修
(T4-2) 無 100 x 50 x 4

(T4-3) 無 80 x 50 x 4

(T4-4) 無 250 x 100 x 4

(T5-1) 有 100 x 50 x 5 部材補修

(T5-2) 有 150 x 80 x 5 部材補修

(T6-1) 無 120 x 50 x 3

部材補修
(T6-2) 有 80 x 50 x 5

(T6-3) 有 300 x 60 x 5

(T6-4) 有 80 x 80 x 5

(T7-1) 無 50 x 50 x 4

部材補修

(T7-2) 有 100 x 80 x 5

(T7-3) 有 400 x 80 x 5

(T7-4) 無 300 x 80 x 4

(T7-5) 無 80 x 50 x 4

(T8-1) 有 300 x 80 x 5 部材補修

(T9-1) 無 100 x 50 x 4

部材補修

(T9-2) 無 100 x 70 x 4

(T9-3) 無 100 x 70 x 4

(T9-4) 有 70 x 70 x 5

(T9-5) 無 80 x 80 x 4

(T9-6) 有 200 x 80 x 5

(T9-7) 無 50 x 50 x 4 部材補修

(T10-1) 有 300 x 80 x 5
部材補修

(T10-2) 無 100 x 30 x 3

(T11-1) 無 100 x 70 x 4

部材補修
(T11-2) 無 180 x 50 x 3

(T11-3) 無 100 x 70 x 4

(T11-4) 無 100 x 50 x 4

(T12-1) 無 100 x 80 x 3 0.008 0.06 金属パテ補修

(T13-1) 無 200 x 100 x 4 0.020 0.18 金属パテ補修

(T13-2) 無 100 x 60 x 3 0.006 0.04 金属パテ補修

(T13-3) 無 200 x 80 x 3 0.016 再塗装

(T13-4) 無 50 x 50 x 4 0.003 再塗装

小　計 0.115 0.00 0.64

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(39) 対傾構<起点側>

60

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(39)

補　修　図

対傾構<終点側>

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は

　　パテ整形+再塗装を行う。この時、健全部に30mm程度余裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済 )とする。

　・対傾構補修において起点側と終点側に補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

取替箇所マーク図

取替箇所一覧表

（終点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0117

(4-11)

(T19-3)

(T23-1)

(T18-1)

(4-9)(4-8) (4-16) (4-18)

(T20-5)

(T22-5)

(T15-3)

(4-3)

(4-21)(4-14)

(T18-3)

(T16-3)

(T17-3)

(T17-4)
(T21-1)

(T19-4)

(T20-9)

(T22-1)

(T26-1)

(T25-2)

(4-5)

(4-6) (4-12) (4-20)

(T22-6)

(T15-1)

(T19-1)

(T19-2)

(T20-2)

(T21-3)

(T22-3)

(T22-2)

(T22-4)

(T23-2)

(T23-3)

(4-1)

(T14-1)

(T16-2)

(4-2)

(T14-2)

(T14-5)

(T14-4)

(T14-3)

(T14-6)

(T15-2)

(T15-4)

(T15-5)

(T16-1)

(T17-1)

(T17-2)

(T18-2)

(4-4)

(4-7)

(4-13)(4-10)
(4-17)

(4-15)

(T26-2)

(T20-1)

(T20-4)

(T20-3)

(T20-6)

(T20-7)

(T20-10)
(T20-8)

(T21-2)

(T24-1)

(T25-1)

(4-19)

マーク図

(1) (88)

(39)

箇所
孔食

範囲
素地 調 整 ・
再塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(4-1) 無 80 x 80 x 3 0.006 0.04 金属パテ補修

(4-2) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 金属パテ補修

(4-3) 無 150 x 100 x 3 0.015 0.10 金属パテ補修

(4-4) 無 60 x 60 x 3 0.004 0.02 金属パテ補修

(4-5) 無 60 x 30 x 3 0.002 0.01 金属パテ補修

(4-6) 無 100 x 100 x 3 0.010 0.05 エポキシ樹脂パテ補修

(4-7) 無 150 x 60 x 3 0.009 0.06 金属パテ補修

(4-8) 無 100 x 70 x 3 0.007 0.05 金属パテ補修

(4-9) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 エポキシ樹脂パテ補修

(4-10) 無 80 x 80 x 3 0.006 0.04 金属パテ補修

(4-11) 有 50 x 50 x 5 0.003 0.03 金属パテ補修

(4-12) 無 100 x 60 x 4 0.006 0.06 金属パテ補修

(4-13) 無 100 x 80 x 4 0.008 0.07 金属パテ補修

(4-14) 無 500 x 70 x 4 0.035 0.24 エポキシ樹脂パテ補修

(4-15) 無 160 x 30 x 3 0.005 0.02 エポキシ樹脂パテ補修

(4-16) 無 40 x 40 x 3 0.002 0.01 金属パテ補修

(4-17) 無 100 x 40 x 4 0.004 0.04 金属パテ補修

(4-18) 無 100 x 50 x 4 0.005 0.03 エポキシ樹脂パテ補修

(4-19) 無 130 x 50 x 4 0.007 0.04 エポキシ樹脂パテ補修

(4-20) 無 160 x 50 x 4 0.008 0.05 エポキシ樹脂パテ補修

(4-21) 無 80 x 80 x 3 部材補修

(T14-1) 無 100 x 80 x 4 0.008 0.07 金属パテ補修

(T14-2) 無 400 x 100 x 3 0.040 0.28 金属パテ補修

(T14-3) 無 100 x 100 x 3 0.010 0.07 金属パテ補修

(T14-4) 有 300 x 80 x 5 0.024 0.28 金属パテ補修

(T14-5) 無 120 x 70 x 3 0.008 0.06 金属パテ補修

(T14-6) 無 150 x 100 x 4 0.015 0.14 金属パテ補修

(T15-1) 無 200 x 150 x 3 0.030 0.21 金属パテ補修

(T15-2) 無 200 x 100 x 4 0.020 0.18 金属パテ補修

(T15-3) 有 120 x 70 x 5
部材補修

(T15-4) 無 100 x 60 x 4

(T15-5) 無 80 x 40 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(T16-1) 無 200 x 60 x 4
部材補修

(T16-2) 無 60 x 60 x 3

(T16-3) 無 200 x 200 x 4 部材補修

(T17-1) 無 60 x 60 x 3

部材補修
(T17-2) 有 100 x 80 x 5

(T17-3) 有 300 x 80 x 5

(T17-4) 無 150 x 90 x 4

(T18-1) 有 300 x 200 x 5 部材補修

(T18-2) 無 150 x 50 x 4
部材補修

(T18-3) 無 300 x 70 x 4

(T19-1) 無 400 x 60 x 4

部材補修(T19-2) 無 500 x 80 x 4

(T19-3) 無 70 x 30 x 3

(T19-4) 無 80 x 50 x 3 部材補修

(T20-1) 無 50 x 50 x 4
部材補修

(T20-2) 無 80 x 60 x 4

(T20-3) 無 100 x 50 x 4 部材補修

(T20-4) 有 100 x 70 x 5 部材補修

(T20-5) 無 100 x 70 x 4 部材補修

(T20-6) 無 70 x 70 x 4

部材補修

(T20-7) 有 100 x 50 x 5

(T20-8) 無 100 x 60 x 3

(T20-9) 無 50 x 30 x 4

(T20-10) 無 50 x 30 x 4

(T21-1) 有 70 x 50 x 5

部材補修(T21-2) 無 200 x 70 x 4

(T21-3) 有 300 x 50 x 5

(T22-1) 無 150 x 60 x 4
部材補修

(T22-2) 有 200 x 60 x 5

(T22-3) 無 100 x 30 x 3
部材補修

(T22-4) 無 80 x 40 x 3

(T22-5) 無 150 x 80 x 3 部材補修

(T22-6) 無 100 x 100 x 4 部材補修

(T23-1) 無 90 x 80 x 3
部材補修

(T23-2) 無 90 x 80 x 4

(T23-3) 無 40 x 40 x 3 0.002 0.01 金属パテ補修

(T24-1) 無 60 x 60 x 4 部材補修

(T25-1) 無 100 x 50 x 3 0.005 再塗装

(T25-2) 無 250 x 50 x 3 0.013 再塗装

(T26-1) 無 50 x 50 x 3 0.003 再塗装

(T26-2) 有 100 x 80 x 5 部材補修

小　計 0.331 0.47 1.89

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整 ・
再 塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(39) 対傾構<終点側>

S=1:20 61

取替部材 箇所

斜材 1

斜材 2

斜材 3

斜材3’

斜材 4

斜材 5

連結板6

連結板7

上弦材ガセット1

上弦材ガセット2

下弦材ガセット1

下弦材ガセット2

垂直材ガセット1

0

1

1

0

0

0

1

0

〈補修方針〉

　・可能減肉率及び閾値(減肉率10%)以上の損傷は部材補修を行う。

　・孔食箇所及び応力集中箇所は金属パテ補修を行う。

　・雨水滞水箇所はエポキシパテ補修を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装とする。

　・損傷状況に応じて適宜対策工法を変更すること。

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所

4

2

2

1

2

上弦材
ガセット1

上弦材
ガセット2

斜材4

垂直材
ガセット1

上弦材
ガセット1

上弦材
ガセット2

斜材1

斜材2

斜材3

斜材3 斜材3'

斜材3' 斜材3
斜材1

斜材2
斜材3

下弦材

ガセット1

下弦材

ガセット2

下弦材

ガセット1

下弦材

ガセット2

垂直材
ガセット1

斜材4 斜材5

連結板6 連結板6連結板7
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

S=1:20

 ブロック番号(39)

補　修　図

主構<弦材・斜材・垂直材>

左側

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

側面図(主構)

（左側）

垂
直

材
：
01

16

上弦材：0116

下弦材：0316

斜
材
：
0116

垂
直
材

：
01
17

起点側

(1-26)

(1-13)

(1-6)

(1-7)

(1-4)

(1-1)

(1-8)

(1-9)

(1-10)

(1-18)

(1-16)

(1-2) (1-3)

(1-27)

(1-11)

(1-12)

(1-14)

(1-15)

(1-17)

(1-20)

(1-19)

(1-5)

(1-21)

(1-22)

(1-24)
(1-23)

(1-25)

マーク図

(1) (88)

(39)

箇所
孔食

範囲
素 地 調整 ・
再 塗 装面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(1-1) 無 180 x 80 x 4 0.014 再塗装

(1-2) 無 700 x 100 x 3 0.070 再塗装

(1-3) 無 100 x 100 x 3 0.010 再塗装

(1-4) 無 450 x 200 x 2 0.090 再塗装

(1-5) 無 150 x 100 x 3 0.015 0.10 金属パテ補修

(1-6) 無 800 x 120 x 3 0.096 再塗装

(1-7) 有 80 x 70 x 5 部材補修

(1-8) 有 300 x 100 x 5 部材補修

(1-9) 無 160 x 50 x 3 0.008 0.06 金属パテ補修

(1-10) 有 100 x 50 x 5 部材補修

(1-11) 無 60 x 60 x 3 0.004 0.02 金属パテ補修

(1-12) 無 60 x 60 x 3 0.004 0.02 金属パテ補修

(1-13) 無 100 x 50 x 4 0.005 0.05 金属パテ補修

(1-14) 有 120 x 30 x 5 0.004 0.04 金属パテ補修

(1-15) 有 350 x 150 x 5

部材補修(1-16) 無 300 x 80 x 4

(1-17) 有 200 x 160 x 5

(1-18) 無 550 x 80 x 4 0.044 0.40 金属パテ補修

(1-19) 無 200 x 150 x 3 0.030 再塗装

(1-20) 有 100 x 100 x 5 部材補修

(1-21) 無 60 x 40 x 3 0.002 再塗装

(1-22) 無 140 x 50 x 4 0.007 再塗装

(1-23) 有 300 x 100 x 5

部材補修(1-24) 無 80 x 80 x 4

(1-25) 無 120 x 80 x 4

(1-26) 無 100 x 80 x 4 0.008 再塗装

(1-27) 有 150 x 80 x 5 部材補修

小　計 0.411 0.00 0.70

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(39) 主構<左側>
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補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(39)

補　修　図

主構<弦材・斜材・垂直材>

右側

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

側面図(主構)

（右側）

垂
直

材
：
02

16

上弦材：0216

下弦材：0416

斜
材
：
02
16

垂
直
材

：
02
17 斜

材
：
0216

起点側

(2-12)

(2-6)

(2-7)

(2-11)

(2-19)

(2-13)

(2-14)

(2-15)

(2-16)

(2-18)

(2-8)

(2-9)

(2-10)

(2-3)

(2-1)

(2-2)

(2-5)

(2-4)

(2-17)

マーク図

(1) (88)

(39)

箇所
孔食

範囲
素地 調 整 ・
再塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(2-1) 無 200 x 40 x 4 0.008 再塗装

(2-2) 無 300 x 100 x 4 0.030 0.28 金属パテ補修

(2-3) 有 250 x 50 x 5 0.013 0.14 金属パテ補修

(2-4) 有 250 x 30 x 5 部材補修

(2-5) 有 50 x 50 x 5 部材補修

(2-6) 有 100 x 60 x 5 部材補修

(2-7) 無 300 x 80 x 4 0.024 0.22 金属パテ補修

(2-8) 無 250 x 80 x 3 0.020 0.14 金属パテ補修

(2-9) 無 250 x 80 x 4 0.020 0.18 金属パテ補修

(2-10) 無 90 x 30 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(2-11) 無 100 x 40 x 3 0.004 0.03 金属パテ補修

(2-12) 無 50 x 50 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(2-13) 無 150 x 50 x 4 0.008 0.07 金属パテ補修

(2-14) 無 120 x 50 x 4 0.006 0.06 金属パテ補修

(2-15) 無 100 x 30 x 4 0.003 0.03 金属パテ補修

(2-16) 無 110 x 30 x 4 0.003 0.03 金属パテ補修

(2-17) 無 250 x 200 x 4 0.050 0.46 金属パテ補修

(2-18) 有 80 x 70 x 5 部材補修

(2-19) 無 400 x 70 x 3 0.028 再塗装

小　計 0.222 0.00 1.67

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(39) 主構<右側>
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補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所

74

Ｒ１徳土　鳴門公園線　鳴・撫養大桑島　橋梁補修工事



S=1:20

 ブロック番号(39)

補　修　図

主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。この時、健全部に30mm程度余裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とする。

　・対傾構補修において起点側と終点側に補修ヵ所がある場合は

　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

取替箇所一覧表

横
桁
：
01

16

横
桁
：
02

16

主桁：0116

縦桁：0116

縦桁：0216

上
横
構
：
01
16

上
横
構
：
0116

主桁：0116

縦桁：0316

縦桁：0416

主桁：0316

縦桁：0516

縦桁：0616

主桁：0416

（主桁・縦桁・横桁・上横構）

平面図
（下横構）

平面図

下
横
構
：
01
16

下
横
構
：
0116

(5-15)

(5-1)
(5-3)

(5-4)

(5-7)

(5-17)

(5-2)

(5-5)

(5-6)

(5-11)

(5-13)

(5-12)

(5-10)

(5-9)

(5-8)

(5-14)

(5-16)

(5-18)

(5-19)

起点側 終点側 起点側 終点側

左
側

左
側

右
側

右
側

マーク図

(1) (88)

(39)

箇所
孔食

範囲
素 地調 整 ・
再 塗装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(5-1) 無 200 x 70 x 3 0.014 0.07 エポキシ樹脂パテ補修

(5-2) 無 100 x 70 x 4 0.007 0.05 エポキシ樹脂パテ補修

(5-3) 有 100 x 70 x 5 部材補修

(5-4) 無 200 x 100 x 3 0.020 0.10 エポキシ樹脂パテ補修

(5-5) 無 200 x 70 x 3 0.014 0.07 エポキシ樹脂パテ補修

(5-6) 有 100 x 80 x 5 部材補修

(5-7) 有 80 x 60 x 5 0.005 0.06 金属パテ補修

(5-8) 有 450 x 80 x 5

部材補修

(5-9) 有 450 x 80 x 5

(5-10) 有 80 x 50 x 5

(5-11) 無 100 x 80 x 4

(5-12) 無 100 x 50 x 3

(5-13) 無 100 x 50 x 3

(5-14) 有 100 x 100 x 5

部材補修(5-15) 無 100 x 100 x 4

(5-16) 無 100 x 100 x 4

(5-17) 無 300 x 80 x 3 0.024 0.12 エポキシ樹脂パテ補修

(5-18) 無 300 x 80 x 4 0.024 0.22 金属パテ補修

(5-19) 有 250 x 100 x 5 0.025 0.29 金属パテ補修

小　計 0.133 0.41 0.56

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(39)
主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

64

取替部材 箇所

上横構 弦材

上横構 ガセット(対傾構上弦材)

上横構 ガセット(主構上弦材)

0

0

0

1

1

0

下横構 弦材

下横構 ガセット(対傾構下弦材)

下横構 ガセット(主構下弦材)

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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 ブロック番号(39)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10 65

S=1:10補 修 詳 細 図

主構(左側)

補修詳細図  ブ ロック番号 (39 )　 主構<左側>
注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

A

A

断
面
図

側
面
図

補
修
詳
細

 (1-10)

A -  A

TCB交換

※
平

均
値
：

1
8
0

1 0C

　 鋼材数 量     15  k g

　 ボルト 数 量   8  本

2 -L  1 00 x 75 x 10 x 44 0

4 -T C B  M 2 0x 6 5 ( S1 0 T )

斜 材 補修数 量

4 - T CB  M2 2 x7 5  ( S 1 0T )

　 リ ベ ッ ト撤去 数量　  4  本

< あて 板補修 施工順 序 >
1 . 既設リ ベット 撤去 (片側 2箇所）

2 . 鋼材補 修 (リベッ ト部 S 1 0T 締 付 )
3 . 既設リ ベット 撤去 (片側 2箇所）

4 . 鋼材補 修 (リベッ ト部 S 1 0T 締 付 )
5 . 斜材 ウェブ 部締付

※鋼材長は損傷範囲より2×100mm以上延長する

A A

側面図

補修詳細
 (1-7,8)

1 0
C

A  - A
断面図

斜材 補修数 量 ( 1 箇所当 たり )　　 ※ 2箇所

　鋼 材数量    20  k g

　ボ ルト数 量   8  本

　素地 調整  　　　 0. 2 9 1  m 2

　孔明工              8  ヶ

　不陸 調整材      0 .7 8 1  k g

　現場 塗装工      0 .3 3 1  m 2

2 - PL  41 0 x9 x 28 0 ( SS 4 00 )

8 - TC B  M 2 2x 7 0 ( S 10 T )

※ウェブあて板において、トルシア
　ボルトは健全部に4本以上定着する

A A

TCB交換

B B

1 0
C

側面図

B - B

補修詳細
 (1-20)

1 0
C

A - A
断面図 断面図

斜材補 修数 量

　ボルト 数量    8 本

　 素地調整  　 　　 0 . 1 93  m 2

　 孔明工              4 ヶ

　 不陸調整 材      0 . 4 90  k g

　 現場塗装 工      0 . 2 33  m 2

2- L  9 0 x 90 x 10 x 40 0

4- T CB  M 22 x 70  (S 1 0T )

4- T CB  M 22 x 75  (S 1 0T )

　リベ ット撤 去数量　  4 本

< あて 板補修 施工順 序 >

1 . 既設リ ベット 撤去 (片側 2箇所）
2 . 鋼材補 修 (リベッ ト部 S 1 0T 締 付 )
3 . 既設リ ベット 撤去 (片側 2箇所）

4 . 鋼材補 修 (リベッ ト部 S 1 0T 締 付 )
5 . 垂直 材ウェ ブ部締 付

※鋼材長は損傷範囲より1×90mm以上延長する

10 C

A  -  A

斜材 補 修数 量

側面図

A A

1 0 C

B

B

断面図
B -  B
断面図

    補修詳細
 (1-23,24,25,27)

t =2 m m

8 0
C

※鋼材長は損傷範囲より2×90mm以上延長する

A

A

　 鋼材 数 量     4 4 k g

　 ボル ト 数量   1 3  本

　素 地 調整  　 　 　 0 . 60 9  m2

　孔 明 工             1 3 ヶ

　不 陸 調整材      1 . 6 83  k g

　現 場 塗装工      0 . 6 61  m 2

2 - L 1 0 0x 7 5x 1 0x 1 50 0

1 3 -T C B M 2 0x 6 5 ( S1 0 T)

斜材 補修 数 量

断
面
図

側
面
図

補
修
詳
細

 (1-15,16,17)

A -  A

※
平

均
値
：

1
8 0

1
0
C

※鋼材長は損傷範囲より2×100mm以上延長する

　鋼材数 量     1 5 k g

　鋼 材 数量     2 4  k g

　ボ ル ト数 量    6  本

　 素地 調 整  　 　　 0 . 3 49  m 2

　 孔明 工              6  ヶ

　 不陸 調 整材      0. 9 5 4 k g

　 現場 塗 装工      0. 3 7 7 m 2

2 -L  90 x 90 x 1 0x 7 80

6 -T C B M 22 x 7 0 ( S1 0 T)

　素 地 調 整  　　 　 0 .1 9 5  m 2

　孔 明 工             4 ヶ

　不 陸 調 整材      0 . 49 3  kg

　現 場 塗 装工      0 . 23 1  m2

マーク図
（左側）

垂
直
材

：
0
1
1
6

上弦材：0116

下弦材：0316

斜
材
：
01
16

垂
直
材

：
0
1
1
7

起点側

(1-7)

(1-8)

(1-10)

(1-16)

(1-27)

(1-15)

(1-17)

(1-20)

(1-24) (1-23)

(1-25)
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t =
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L
 
10

0x
7
5x
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40

10
0 m
m以

上
確
保

損
傷

範
囲

既 設 リ ベ ッ ト 撤 去 ・

2
75

4 5

3 0

30
4～
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0

L 
1 0

0
x7

5 x
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0 0

2
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シ
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 t

=
2m

m
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 B

TC
B 

M
20

4 0

10
0m

m 以
上

確
保

4
1
0

L  9 0x 9 0 x1 0

エポ キシ樹脂  t = 2 m m

2 1
8
0

9

2 0 0

40 40

28015 15

5
5

9
9 2

4 040

3 1 0

1 5 2 8 0 1 5

310

4
0

3
x
1
0
5
=
3
1
5

200

2

90

50

40

エ
ポ
キ

シ
樹

脂
 
t
=
2
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m
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21
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損
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 ブロック番号(39)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10 66

S=1:10補 修 詳 細 図

主構(右側)

補修詳細図  ブ ロック番号 (39 )　 主構<右側>
注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

A A

側面図

補修詳細
 (2-4,5(6))

1 0
C

A  -  A
断面図

垂直材 補修数 量 ( 1箇 所当た り )　※ 2箇 所

　鋼材数 量     1 3 k g

　ボル ト数量    4  本

　 孔明工              4 ヶ

2- L  90 x 90 x 10 x 40 0

4- T C B M 22 x 70  (S 1 0 T)

t = 2m m

　 素地調整  　 　　 0 . 1 93  m 2

　 不陸調整 材      0. 4 90  k g

　 現場塗装 工      0. 2 13  m 2

マーク図
（右側）

垂
直
材
：
0
2
1
6

上弦材：0216

下弦材：0416

斜
材

：
0 2

1 6

垂
直
材

：
0
2
1
7

斜
材
：
0216

起点側

(2-6)
(2-5)

(2-4)
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4
0

2
90

50
40

L 90x90x10

L  9 0 x9 0 x 10

エポキ シ樹脂  t = 2 mm

9
0

2 1
8
0

9

3 1 0

5 53 5

9 0 2

損
傷

範
囲

エ ポキシ 樹脂

4
0

3
x
1
0
6
.
7
=
3
2
0

4
0
0



工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10補 修 詳 細 図

主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

補 修詳細図 ブロ ック番号(39)
主 桁・縦桁 ・横桁・横 構・主構 上弦材・ 対傾構上 弦材

注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

S=1:10 67

 ブロック番号(39)

対 傾 構上弦 材補 修数 量

　 鋼 材数量     1 9  kg

　 ボ ルト数 量    8  本

　 素地調 整  　　　 0 . 3 12  m 2

　 孔明工              8 ヶ

　 不陸調 整 材      0. 8 6 6 k g

　 現場塗 装 工      0. 3 4 4 m 2

8 - TC B  M 2 0x 6 5 (S 1 0T )

2 - L 7 5x 7 5x 9 x 82 1

正面図

補修詳細
 (5-3)

断面図
A - A

正面図

補修詳細
(5-6)

断面図
A -  A

対 傾構 上弦材 補修数 量

　 鋼材数 量     1 9 k g

　 ボルト 数量    8 本

　素地 調整  　　　 0 .3 1 2  m 2

　孔明 工              8  ヶ

　不陸 調整材      0 .8 6 6  k g

　現場 塗装工      0 .3 4 4  m 2

8- T CB  M2 0 x 65 ( S1 0 T)

2- L  7 5 x7 5 x 9x 8 21

横
桁
：

0
1
1
6

横
桁
：

0
2
1
6

主桁：0116

縦桁：0116

縦桁：0216

上
横
構
：
01
16

上
横
構
：
0116

主桁：0116

縦桁：0316

縦桁：0416

主桁：0316

縦桁：0516

縦桁：0616

主桁：0416

（主桁・縦桁・横桁・上横構）

マーク図
（下 横 構 ）

マーク図

下
横
構
：
01
16

下
横
構
：
0116

(5-15)

(5-3)

(5-6)

(5-11)

(5-13)

(5-12)

(5-10)

(5-9)

(5-8)

(5-14)

(5-16)

起点側 終点側 起点側 終点側

左
側

左
側

右
側

右
側

下横構弦材及び
ガセットプレート取替

A

A

A

A
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7x91.6=64190 90

821

L  75 x 7 5x 9

1 6 0

4
5

2

1
8
4

1010

1
3
7

90

L  7 5 x7 5 x 9

1 60

4
5

2

1
8
4

10

1
3
7

7x91.6=64190 90

821
10

C 5 5C 5
5

C 5 5C 5
5



S=1:20

 ブロック番号(40)

補　修　図

対傾構<起点側>

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

（起点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0116

(T4-1)

(3-4)

(T12-4)

(T13-1)

(3-9)

(3-3) (3-5) (3-6) (3-7)(3-2)

(3-1)

(3-8) (3-10)

(T1-1)

(T1-2)

(T1-3)

(T4-5)

(T5-2)

(T5-3)

(T7-3)

(T7-4)

(T9-1)

(T9-2)

(T9-3)

(T9-5)

(T9-4)

(T11-1)

(T11-2)

(T12-1)
(T12-2)

(T12-3)

(T13-2)

(T12-5)

(T8-1)

(T8-2)

(T3-2)

(T3-3)

(T3-4)

(T6-1)

(T6-2)

(T7-7)

(T3-1)

(T4-2)

(T4-3)

(T4-4)

(T4-6)

(T7-1)

(T7-2)

(T7-5)

(T7-6)

(T10-1)

(T2-1)

(T5-1)

マーク図

(1) (88)

(40)

箇所
孔食

範囲
素地 調 整 ・
再塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(3-1) 無 100 x 100 x 3 0.010 0.07 金属パテ補修

(3-2) 無 100 x 80 x 4 0.008 0.07 金属パテ補修

(3-3) 無 80 x 70 x 4 部材補修

(3-4) 有 100 x 100 x 5 0.010 0.12 金属パテ補修

(3-5) 無 150 x 10 x 3 0.002 0.01 金属パテ補修

(3-6) 無 100 x 100 x 4 0.010 0.09 金属パテ補修

(3-7) 無 60 x 30 x 4 0.002 0.02 金属パテ補修

(3-8) 有 80 x 40 x 5 0.003 0.04 金属パテ補修

(3-9) 無 80 x 50 x 3 部材補修

(3-10) 無 80 x 80 x 3 0.006 0.04 金属パテ補修

(T1-1) 無 70 x 60 x 4 0.004 再塗装

(T1-2) 無 100 x 70 x 3 0.007 再塗装

(T1-3) 無 100 x 70 x 3 0.007 0.05 金属パテ補修

(T2-1) 無 60 x 60 x 3 0.004 再塗装

(T3-1) 無 120 x 100 x 4

部材補修(T3-2) 有 100 x 70 x 5

(T3-3) 無 250 x 60 x 4

(T3-4) 無 180 x 150 x 4 部材補修

(T4-1) 無 70 x 40 x 3

部材補修

(T4-2) 無 70 x 40 x 4

(T4-3) 無 70 x 30 x 4

(T4-4) 無 70 x 40 x 4

(T4-5) 無 100 x 50 x 4

(T4-6) 無 200 x 80 x 3

(T5-1) 無 150 x 80 x 3

部材補修(T5-2) 無 100 x 50 x 3

(T5-3) 無 200 x 50 x 4

(T6-1) 無 250 x 70 x 4
部材補修

(T6-2) 有 450 x 80 x 5

(T7-1) 無 300 x 60 x 3

部材補修

(T7-2) 無 180 x 70 x 4

(T7-3) 有 200 x 70 x 5

(T7-4) 無 70 x 70 x 4

(T7-5) 無 70 x 40 x 4

(T7-6) 有 200 x 80 x 5

(T7-7) 無 200 x 70 x 4

(T8-1) 無 150 x 50 x 3
部材補修

(T8-2) 無 150 x 80 x 3

(T9-1) 無 200 x 70 x 4

部材補修

(T9-2) 有 450 x 80 x 5

(T9-3) 無 250 x 80 x 4

(T9-4) 無 100 x 80 x 4

(T9-5) 無 70 x 40 x 3

(T10-1) 無 300 x 80 x 4 部材補修

(T11-1) 無 180 x 70 x 4
部材補修

(T11-2) 無 100 x 70 x 4

(T12-1) 無 100 x 80 x 3 0.008 再塗装

(T12-2) 無 100 x 50 x 3 0.005 再塗装

(T12-3) 無 100 x 50 x 3 0.005 再塗装

(T12-4) 無 100 x 70 x 4 0.007 0.06 金属パテ補修

(T12-5) 無 300 x 80 x 4 0.024 0.22 金属パテ補修

(T13-1) 無 250 x 60 x 4 0.015 0.14 金属パテ補修

(T13-2) 無 150 x 80 x 4 部材補修

小　計 0.137 0.00 0.93

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(40) 対傾構<起点側>

68S=1:20

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(40)

補　修　図

対傾構<終点側>

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は

　　パテ整形+再塗装を行う。この時、健全部に30mm程度余裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済 )とする。

　・対傾構補修において起点側と終点側に補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

取替箇所マーク図

取替箇所一覧表

（終点側）

正面図(対傾構)

対傾構：0117

(T18-1)

(4-4)

(T25-4)

(4-5)

(4-1)

(4-2)

(4-3)

(4-11)(4-6) (4-17)(4-7) (4-8) (4-9) (4-10) (4-12) (4-13) (4-14) (4-15) (4-16) (4-18) (4-19)

(T15-1)

(T15-3)

(T15-2)

(T15-4)

(T16-2)

(T16-1)

(T18-3)

(T18-2)

(T17-1)

(T17-2)

(T17-4)

(T17-3)

(T19-1)

(T19-2)

(T19-3)

(T19-5)

(T19-4)

(T19-6)

(T19-7)

(T20-1)

(T20-2)

(T20-3)

(T20-4)

(T20-5)

(T21-1)

(T22-1)

(T22-4)

(T22-5)

(T22-3)

(T22-2)

(T23-1)

(T23-2)

(T23-3)

(T24-1)

(T25-2)

(T25-1)

(T25-3)

(T25-5)

(T26-1)

(T26-2)

(T26-3)

(T26-4)
(T17-5)

マーク図

(1) (88)

(40)

箇所
孔食

範囲
素地 調 整 ・
再塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(4-1) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 金属パテ補修

(4-2) 無 50 x 50 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(4-3) 無 150 x 50 x 3 0.008 0.05 金属パテ補修

(4-4) 無 200 x 100 x 4 0.020 0.18 金属パテ補修

(4-5) 無 60 x 50 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(4-6) 無 160 x 80 x 3 0.013 0.07 エポキシ樹脂パテ補修

(4-7) 無 200 x 70 x 3 0.014 0.10 金属パテ補修

(4-8) 無 150 x 150 x 4 0.023 0.21 金属パテ補修

(4-9) 無 80 x 50 x 4 0.004 0.03 エポキシ樹脂パテ補修

(4-10) 無 100 x 80 x 3 0.008 0.04 エポキシ樹脂パテ補修

(4-11) 有 180 x 60 x 5
部材補修

(4-12) 無 100 x 100 x 4

(4-13) 無 160 x 50 x 3 0.008 0.04 エポキシ樹脂パテ補修

(4-14) 無 80 x 50 x 3 0.004 0.02 エポキシ樹脂パテ補修

(4-15) 無 80 x 50 x 3 0.004 0.02 エポキシ樹脂パテ補修

(4-16) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 エポキシ樹脂パテ補修

(4-17) 有 120 x 50 x 5 部材補修

(4-18) 有 150 x 150 x 5
部材補修

(4-19) 有 150 x 80 x 5

(T15-1) 無 100 x 80 x 3 0.008 0.06 金属パテ補修

(T15-2) 無 100 x 80 x 3 0.008 0.06 金属パテ補修

(T15-3) 無 100 x 80 x 3 0.008 0.06 金属パテ補修

(T15-4) 無 100 x 80 x 3 0.008 0.06 金属パテ補修

(T16-1) 無 70 x 30 x 3 部材補修

(T16-2) 無 100 x 100 x 4 部材補修

(T17-1) 有 300 x 60 x 5

部材補修

(T17-2) 無 60 x 60 x 3

(T17-3) 無 70 x 50 x 3

(T17-4) 無 100 x 60 x 3

(T17-5) 無 60 x 30 x 3

(T18-1) 無 150 x 100 x 4

部材補修(T18-2) 無 200 x 80 x 4

(T18-3) 無 300 x 60 x 4

(T19-1) 無 100 x 20 x 3

部材補修

(T19-2) 無 400 x 60 x 4

(T19-3) 無 400 x 60 x 4

(T19-4) 無 350 x 40 x 4

(T19-5) 有 70 x 30 x 5

(T19-6) 無 60 x 60 x 3

(T19-7) 無 150 x 60 x 4

(T20-1) 無 180 x 20 x 3

部材補修

(T20-2) 無 180 x 20 x 3

(T20-3) 無 100 x 70 x 4

(T20-4) 無 100 x 50 x 4

(T20-5) 無 100 x 50 x 3

(T21-1) 無 70 x 40 x 4 部材補修

(T22-1) 無 400 x 50 x 3 部材補修

(T22-2) 無 100 x 30 x 3 部材補修

(T22-3) 無 100 x 80 x 3

部材補修(T22-4) 無 100 x 50 x 3

(T22-5) 無 80 x 80 x 3

(T23-1) 無 70 x 60 x 3

部材補修(T23-2) 無 60 x 60 x 3

(T23-3) 無 100 x 60 x 3

(T24-1) 無 100 x 20 x 4 部材補修

(T25-1) 無 50 x 50 x 3 0.003 再塗装

(T25-2) 無 50 x 50 x 3 0.003 再塗装

(T25-3) 無 50 x 50 x 4 0.003 0.02 金属パテ補修

(T25-4) 無 100 x 80 x 4 0.008 0.07 金属パテ補修

(T25-5) 無 300 x 30 x 4 0.009 0.08 金属パテ補修

(T26-1) 無 50 x 50 x 4 0.003 0.02 金属パテ補修

(T26-2) 無 50 x 50 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(T26-3) 無 120 x 30 x 3 0.004 再塗装

(T26-4) 無 250 x 50 x 4 部材補修

小　計 0.185 0.24 1.05

箇所
孔食

範囲
素地 調 整 ・
再塗 装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

補修図 ブロック番号(40) 対傾構<終点側>

S=1:20 69

取替部材 箇所

斜材 1

斜材 2

斜材 3

斜材3’

斜材 4

斜材 5

連結板6

連結板7

上弦材ガセット1

上弦材ガセット2

下弦材ガセット1

下弦材ガセット2

垂直材ガセット1

0

0

1

0

0

2

1

0

〈補修方針〉

　・可能減肉率及び閾値(減肉率10%)以上の損傷は部材補修を行う。

　・孔食箇所及び応力集中箇所は金属パテ補修を行う。

　・雨水滞水箇所はエポキシパテ補修を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装とする。

　・損傷状況に応じて適宜対策工法を変更すること。

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所

4

2

2

1

2

上弦材
ガセット1

上弦材
ガセット2

斜材4

垂直材
ガセット1

上弦材
ガセット1

上弦材
ガセット2

斜材1

斜材2

斜材3

斜材3 斜材3'

斜材3' 斜材3
斜材1

斜材2
斜材3

下弦材

ガセット1

下弦材

ガセット2

下弦材

ガセット1

下弦材

ガセット2

垂直材
ガセット1

斜材4 斜材5

連結板6 連結板6連結板7
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

S=1:20

 ブロック番号(40)

補　修　図

主構<弦材・斜材・垂直材>

左側

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

側面図(主構)

（左側）

垂
直

材
：
01

16

上弦材：0116

下弦材：0316

斜
材
：
0116

垂
直
材

：
01
17

起点側

(1-7)

(1-12)

(1-6)

(1-1) (1-2) (1-3) (1-4)

(1-5)

(1-8)

(1-9)

(1-10)

(1-11) (1-13)

(1-15)

(1-14)

(1-16)

(1-17)

(1-18)

(1-19)

(1-20)

(1-21)

(1-24)

(1-22)

(1-23)

マーク図

(1) (88)

(40)

箇所
孔食

範囲
素 地 調 整・
再 塗 装 面積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(1-1) 無 100 x 50 x 4 0.005 再塗装

(1-2) 無 300 x 50 x 3 0.015 再塗装

(1-3) 無 150 x 50 x 4 0.008 再塗装

(1-4) 無 450 x 50 x 3 0.023 再塗装

(1-5) 無 300 x 200 x 3 0.060 再塗装

(1-6) 無 400 x 20 x 3 0.008 再塗装

(1-7) 無 300 x 100 x 4 0.030 0.28 金属パテ補修

(1-8) 無 100 x 100 x 3 0.010 再塗装

(1-9) 有 150 x 90 x 5 0.014 0.16 金属パテ補修

(1-10) 有 80 x 40 x 5 0.003 0.04 金属パテ補修

(1-11) 無 60 x 40 x 3 0.002 再塗装

(1-12) 無 80 x 80 x 3 0.006 再塗装

(1-13) 無 100 x 100 x 3 0.010 0.07 金属パテ補修

(1-14) 無 120 x 120 x 3 0.014 0.10 金属パテ補修

(1-15) 無 140 x 50 x 4 0.007 0.06 金属パテ補修

(1-16) 有 120 x 50 x 5 部材補修

(1-17) 無 100 x 20 x 4 0.002 0.02 金属パテ補修

(1-18) 有 300 x 200 x 5 部材補修

(1-19) 無 100 x 60 x 4 0.006 再塗装

(1-20) 無 150 x 80 x 3 0.012 0.08 金属パテ補修

(1-21) 無 100 x 70 x 3 0.007 再塗装

(1-22) 無 150 x 80 x 4 0.012 再塗装

(1-23) 有 60 x 60 x 5 部材補修

(1-24) 無 100 x 80 x 4 0.008 再塗装

小　計 0.262 0.00 0.80

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(40) 主構<左側>

70

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

S=1:20

 ブロック番号(40)

補　修　図

主構<弦材・斜材・垂直材>

右側

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材 補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食 ヵ所及び、雨 水滞水ヵ 所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。 この時、 健全部 に30mm程度余 裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗 装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とす る。

　・対傾構補修において起点側と 終点側に補修 ヵ所があ る場合は

　　ブロック番号の若い側にまと めて明記する 。

側面図(主構)

（右側）

垂
直

材
：
02

16

上弦材：0216

下弦材：0416

斜
材
：
02
16

垂
直
材

：
02
17 斜

材
：
0216

起点側

(2-16)

(2-11)

(2-2)

(2-1)

(2-3)

(2-6)

(2-7)

(2-9)

(2-10)

(2-8)

(2-15)

(2-12)

(2-17)

(2-4)

(2-5)

(2-18)

(2-22)

(2-24)
(2-23)

(2-19)

(2-20)

(2-21)

(2-25)

(2-26)

(2-13)

(2-14)

マーク図

(1) (88)

(40)

箇所
孔食

範囲
素 地調 整 ・
再 塗装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(2-1) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 金属パテ補修

(2-2) 無 250 x 50 x 4 0.013 再塗装

(2-3) 有 200 x 100 x 5 0.020 0.23 金属パテ補修

(2-4) 無 120 x 7 x 3 0.001 0.01 金属パテ補修

(2-5) 有 80 x 50 x 5 0.004 0.05 金属パテ補修

(2-6) 無 100 x 80 x 3 0.008 再塗装

(2-7) 無 60 x 60 x 3 0.004 再塗装

(2-8) 無 60 x 50 x 4 0.003 再塗装

(2-9) 無 100 x 30 x 3 0.003 再塗装

(2-10) 無 100 x 30 x 4 0.003 再塗装

(2-11) 無 50 x 50 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(2-12) 無 60 x 50 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(2-13) 無 60 x 50 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(2-14) 無 50 x 50 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(2-15) 無 100 x 30 x 4 0.003 0.03 金属パテ補修

(2-16) 無 100 x 30 x 3 0.003 0.02 金属パテ補修

(2-17) 無 100 x 80 x 4 0.008 0.07 金属パテ補修

(2-18) 無 80 x 50 x 4 0.004 0.04 金属パテ補修

(2-19) 無 80 x 60 x 3 0.005 0.03 金属パテ補修

(2-20) 有 70 x 50 x 5 0.004 0.04 金属パテ補修

(2-21) 無 80 x 40 x 4 0.003 0.03 金属パテ補修

(2-22) 有 100 x 60 x 5 部材補修

(2-23) 有 50 x 50 x 5 部材補修

(2-24) 有 150 x 100 x 5 0.015 0.17 金属パテ補修

(2-25) 無 70 x 50 x 3 0.004 再塗装

(2-26) 有 300 x 150 x 5 部材補修

小　計 0.122 0.00 0.83

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(40) 主構<右側>

71

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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S=1:20

 ブロック番号(40)

補　修　図

主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

損傷の種類

腐食(断面減少)

表示

凡　例

あ て板補修済み箇所

腐食(腐食 による孔 有り)

左側

右側

起点 終点

視点位置

視点位置図

〈補修方針〉

　・可能減肉率以上の損傷は部材補強を行う。

　・可能減肉率以上の損傷は孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は

　　パテ整形 +再塗装を行う。この時、健全部に30mm程度余裕代を

　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。

　・上記に満たない損傷は再塗装 (対策済)とする。

　・対傾構補修において起点側と終点側に補修ヵ所がある場合は

　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

取替箇所一覧表

横
桁
：
01

16

横
桁
：
02

16

主桁：0116

縦桁：0116

縦桁：0216

上
横
構
：
01
16

上
横
構
：
0116

主桁：0116

縦桁：0316

縦桁：0416

主桁：0316

縦桁：0516

縦桁：0616

主桁：0416

（主桁・縦桁・横桁・上横構）

平面図
（下横構）

平面図

下
横
構
：
01
16

下
横
構
：
0116

(5-20)

(5-21)

起点側 終点側 起点側 終点側

左
側

左
側

右
側

右
側

(5-16)

(5-17)

(5-18)

(5-19)

(5-13)

(5-12)

(5-11)

(5-10)

(5-7)

(5-8)

(5-9)

(5-2) (5-4)

(5-5) (5-6)

(5-14)

(5-1)

(5-23)

(5-22)

(5-15)

(5-3)

マーク図

(1) (88)

(40)

箇所
孔食

範囲
素 地調 整 ・
再 塗装 面 積

(m2)

エポパテ 金属パテ
総合判定

(有・無) (kg) (kg)

(5-1) 無 100 x 50 x 3 0.005 0.03 エポキシ樹脂パテ補修

(5-2) 無 200 x 60 x 3 0.012 0.06 エポキシ樹脂パテ補修

(5-3) 無 1800 x 20 x 3 0.036 再塗装

(5-4) 無 200 x 100 x 3 0.020 0.10 エポキシ樹脂パテ補修

(5-5) 無 300 x 60 x 2 0.018 0.06 エポキシ樹脂パテ補修

(5-6) 無 450 x 60 x 2 0.027 0.09 エポキシ樹脂パテ補修

(5-7) 無 200 x 70 x 3 0.014 0.07 エポキシ樹脂パテ補修

(5-8) 無 100 x 60 x 3 0.006 0.03 エポキシ樹脂パテ補修

(5-9) 無 300 x 70 x 4 0.021 0.14 エポキシ樹脂パテ補修

(5-10) 無 100 x 100 x 3 0.010 0.05 エポキシ樹脂パテ補修

(5-11) 無 80 x 40 x 3 0.003 再塗装

(5-12) 無 150 x 70 x 2 0.011 0.04 エポキシ樹脂パテ補修

(5-13) 無 300 x 70 x 3 0.021 0.11 エポキシ樹脂パテ補修

(5-14) 有 100 x 60 x 5 0.006 0.07 金属パテ補修

(5-15) 無 300 x 150 x 2 0.045 0.21

金属パテ補修

(5-16) 無 450 x 80 x 4 0.036 0.33

(5-17) 無 100 x 30 x 4 0.003 0.03

(5-18) 無 100 x 30 x 4 0.003 0.03

(5-19) 無 500 x 30 x 4 0.015 0.14

(5-20) 無 100 x 100 x 4
部材補修

(5-21) 有 100 x 100 x 5

(5-22) 無 300 x 100 x 3 0.030 0.21 金属パテ補修

(5-23) 無 100 x 100 x 3 0.010 0.07 金属パテ補修

小　計 0.352 0.78 1.08

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:20

補修図 ブロック番号(40)
主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

72

取替部材 箇所

上横構 弦材

上横構 ガセット(対傾構上弦材)

上横構 ガセット(主構上弦材)

0

0

0

0

1

0

下横構 弦材

下横構 ガセット(対傾構下弦材)

下横構 ガセット(主構下弦材)

補修工法凡例
　　　：補修(あて板,取替)箇所
　　　：金属パテ補修箇所
　　　：エポキシパテ補修箇所
　　　：再塗装箇所
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 ブロック番号(40)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10 73

S=1:10補 修 詳 細 図

主構(左側)

補修詳細図  ブ ロック番号 (40 )　 主構<左側>
注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

A

A

　ボ ルト数 量    4  本

　 素地調 整  　　　 0 . 1 8 0 m 2

　 孔明工              4  ヶ

　 不陸調 整材      0. 4 4 9 k g

2- L  1 0 0 x7 5 x1 0 x4 0 0

4- T CB  M 20 x 60  (S 1 0T )

斜 材補修 数量

断
面
図

側
面
図

補
修
詳
細

 (1-16)

A -  A

※
平
均

値
：
1
8 0

1
0
C

※鋼材長は損傷範囲より2×100mm以上延長する

A A

側面図

補修詳細
 (1-18)

1 0
C

A - A
断面図

垂直材 補修 数量

　鋼材 数量    2 0  kg

　ボル ト数量   8  本

　 素地調 整  　　　 0 . 2 91  m 2

　 孔明工              8  ヶ

　 不陸調整 材      0. 7 8 1 k g

　 現場塗装 工      0. 3 3 1 m 2

2 -P L  4 1 0x 9 x2 8 0 (S S 40 0 )

8 -T C B M 22 x 70  ( S1 0 T)

※ウェブあて板において、トルシア
　ボルトは健全部に4本以上定着する

A A

側面図

補修詳細
 (1-23)

1 0
C

A  -  A
断面図

垂直 材補修 数量

　鋼 材数量     1 3  kg

　ボ ルト数量    4  本

　素地 調整  　　　 0. 1 9 3 m 2

　孔明工              4  ヶ

　不陸調 整材      0 .4 9 0  k g

　現場塗 装工      0 .2 1 3  m 2

2 - L 9 0x 9 0x 1 0x 4 0 0

4 - TC B  M 2 2x 7 0 ( S1 0 T )

t = 2m m

　鋼 材数量     1 1  kg

　 現場塗 装工      0. 1 9 6 m 2

マーク図
（左側）

垂
直

材
：
0
1
1
6

上弦材：0116

下弦材：0316

斜
材
：
01
16

垂
直
材
：

0
1
1
7

起点側

(1-16)

(1-18)

(1-23)
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 ブロック番号(40)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局

/

路線名等

工事箇所

鳴門公園線

鳴門市撫養町大桑島（小鳴門橋)

S=1:10 74

S=1:10補 修 詳 細 図

主構(右側)・主桁・縦桁・横桁・横構・主構上弦材・対傾構上弦材

補 修詳細図 ブロ ック番号(40)
主構<右側>・主桁 ・縦桁・ 横桁・横構 ・主構上 弦材・対 傾構上弦 材

注記

1)特記なき材料は全てSS400とする。
2)新規製作部材の高力ボルト孔は、φ24.5(M22)、
  φ22.5(M20)とする。

3)既設部材の高力ボルト孔(現場施工)は、φ26.5(M22)、
  φ24.5(M20)とする。

4 )現 地確 認 作 業を 行 い 、損 傷 状 況に 合 わせ て
　適宜形状変更を行うこと。

垂直 材 補修 数量

　鋼 材数 量     7  kg

　ボ ル ト数量   3  本

　 素地 調整  　　 　 0 . 1 21  m 2

　 孔明 工              3  ヶ

　 不陸 調整 材      0. 2 8 6 k g

　 現場 塗装 工      0. 1 3 3 m 2

2 -L  75 x 75 x 9x 2 8 0

3 -T C B M 20 x 65  ( S1 0 T)

側面図

1 0 C

A

A

A  -  A
断面図

補修詳細
 (2-26)

t =2 m m

マーク図
（右側）

垂
直
材
：
0
2
1
6

上弦材：0216

下弦材：0416

斜
材
：
02
16

垂
直
材
：
0
2
1
7

斜
材
：
0216

起点側

(2-26)

横
桁
：
0
1
1
6

横
桁
：
0
2
1
6

主桁：0116

縦桁：0116

縦桁：0216

上
横
構
：
01
16

上
横
構
：
0116

主桁：0116

縦桁：0316

縦桁：0416

主桁：0316

縦桁：0516

縦桁：0616

主桁：0416

（主桁・縦桁・横桁・上横構）

マーク図
（ 下 横 構 ）

マーク図

下
横
構
：
01
16

下
横
構
：
0116

(5-20)

(5-21)

起点側 終点側 起点側 終点側

左
側

左
側

右
側

右
側

ガセットプレート取替
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L 7 5x 7 5 x9

402x100=20040
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エ ポ キシ樹脂  t = 2 mm
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